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は じ め に 


HALNOTE を お 買い 上 げ い た だ き あ り が と う ご ざ いま す 。 

HALNOTE は 「 統 合 化 ソ フト ウェ ア 」 と 呼ば れる ソフ トウ ェ ア で す 。 
世の中 の ビジ ネス ソフ ト と 呼ば れる ソフ トウ ェ ア に は 、 漢 字 を 使っ て 文書 を 作 
成す る 「 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ 」、 図 表 を 作成 する 「 グ ラッ フィ ックス (BE 
プロ セッ サ ) 」、 帳 票 や 表 計 算 な ど を 作成 する 「 ス プレ ッ ド シー ト ( 表 計 算 )」 の 
3 種類 が 主流 で 、 上 記 の 3 種類 が あれ ば 、 ビ ジネス に 必要 な 作業 は 、 ほ と ん ど 
ま が か な え で し まい ます 

「 統 合 化 ソフトウェア 」 と は 、 こ れ ら の ソフ トウ ェ ア を 一 つ に まとめ た も の で 
E 

HALNOTE で は 、 上 記 の 内 、 特 に 必要 と 思わ れる 「 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ 」 
「 図 形 プ ロモ セッ サ 」「 テ キス ト エ ディ タ 」 を 標準 装備 し て お り ま す 。 

これ ら の ソフ トウ ェ ア を コン トロ ー ル する の が 、HALNOTE バイ ンダ で す 。 
HALNOTE バイ ンダ は 「 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ 」「 図 形 プ ロ セ モッ サ 」 な どの 
橋渡し を する の み で は な く 、 フ ロッ ピー ディ スク の 整理 を 行っ た り 、 時 計 機 能 、 
カレ ンダ ー 機 能 な ども 装備 し て お り 、 い わ ば 、 机 の 上 で 作業 を 行っ て いる 感覚 
(デス クト ッ プ 感覚 ) の ソフ トウ ェ ア で す 。 

また 、HALNOTE は 、 ツ ソフトウェア を 追加 する こと か で きま す 。 

な お 弊社 で は 、 こ れ か ら 表 計算 な どの ソフ トウ ェ ア を ぞくぞく と 追加 し 、HAL. 
NOTE の 世界 を 広げ て まい り ま す の で 、 お 楽し みく だ さい 。 


6 HALNOTE の 特徴 
・MSX2 コン ピュ ー タ 上 て で 起動 し ます 。 
価格 も 手ごろ な コン ピュ ー タ と し て 多く の 機種 が 出 て いる MSX2 仕様 の コ 
ンピュータ を 使用 し ます 。 
・ マ ウス 対応 
キー ボー ド 操 作 に な れ て いな い 方 も 、 簡 単に 操作 で きる よう マウ ス に 対応 し 
て いい ます Ts 
図形 プロ セッ サ を 使用 する 場合 、 特 に 効力 を 発揮 し ます 。 
・ 漢 字 ROM 内 蔵 
コン ピュ ー タ に 漢字 ROM が 内 蔵 ほ きれ て いな い 場 合 で も 、HALNOTE を ご 
使用 に な れ ま す 。 
その 上 、 内 蔵 の 漢字 ROM は 、 第 2 水準 まで の 漢字 を カバ ー し て いま す の で 、 
日 常 使 用 する ほとん どの 漢字 が お 使い に な れ ま す 。 


マニ ユア ル の 読み 万 


HALNOTE は 下記 の 3 冊 の マニ ュ ア ル を 添付 し て お り ま す 。 


| |] 


・HALNOTE BOOK 
HALNOTE の 起動 の し か た や 操作 方 法 な ど を 中 心 に 、HAL- 
NOTE バイ ンダ を 動か す た め の 必要 な 知識 を 説明 し て お り 
ます 。 
また 、「 テ キス ト エ ディ タ 」 の 機能 説明 を 本 書 で 行い ます 。 


・HALNOTE 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ マニ ュ ア ル 
HALNOTE 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ の 操作 に 必要 な 知識 を 
説明 し て お り ま す 。 


・HALNOTE 図形 プロ セッ サ マニ ュ ア ル 
HALNOTE 図形 プロ セッ サ の 操作 に 必要 な 知識 を 説明 し て 
お り ま す 。 


は じ め て HALNOTE を 動か すか た は 、HALNOTE BOOK の 
1 章 を 必ず お 読み くだ さい 。 

す で ぐに 図形 プロ セッ サ や 、 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ を 始め る か 
た も 、HALNOTE BOOK の 1 章 を お 読み な っ て か ら 、 各 マニ 
ュ ア ル を お 読み くだ さい 。 


本 マニ ュ ア ル は 、 下 記 の よう な 構成 に な っ て いま す 。 
・1 章 


ソフ ト を 起動 する 前 の 準備 や 、 起 動 方 法 を 説明 し て お り ま す 。 
この 編 だ け は 必ず お 読み くだ さい 。 


2 章 

各 ソ フト を 起動 し 、 い ろ い ろ な 操作 を 行い 、 ソ フト の 概要 を 
つか ん で いた だ きま す 。 

「 何 も 分 か ら な いけ れ ど も 、 と に か くく 早く 動か し た い 人 」 は 、 
ぜひ この 編 を お 読み に な っ て くだ さい 。 

また 、 操 作 の 内 容 を つか ん で か ら こ の 編 を お 読み に な れ ば 、 
より 一 層 理 解 を 深め ます 。 








ます 。 ER 


HALNOTE 共通 利用 の 文字 入力 を 説明 し ます 。 
文字 入力 の 説明 は 、 他 の マニ ュ ア ル で は 説明 し て いま せん の 


HAL- で 、 こ こ で し っ か り 覚 た て くだ さい 。 
て お り 
・4 章 
す 。 ソフ ト の 具体 的 な 操作 方 法 を 説明 し て お り ま す 。 


また 、 こ の 編 を 辞書 と し て お 使い に な り 、 操 作 等 に 疑問 が 出 
た と き に 、 簡 単に お 読み に な れる よう 構成 され て いま す 。 





知識 を 
・5 章 
付属 の 『 テ キス ト エ ディ タ 』 の 機能 説明 を し て お り ま す 。 
文字 の 練習 な ど や ワー プロ と 併用 し て ご 使用 くだ さい 。 
明 し て 
TE: 
ソフ ト を 動か す と き 、 参 考 と な る 資料 等 を 付録 と し て 、 載 せ 
て あり ます 。 
um 特に 索引 が あり ます の で 、 何 か 分 か ら な いこ と が ある 場合 に 
は 、 分 か ら な い 項 目 を 箇 単 に 捜し 出す こと が で きま す 。 
め る か 
Bem @ 和 名 マニ ュ ア ル の 表現 上 の 約束 
各 マ ニュ アル の 本 文中 で は 、 省 略し て 使用 し て いる 言葉 な ど 
が あり ます 。 
省略 され て いる 言葉 を 下記 の 右側 に 表示 し まし た 。 
正式 な 表現 は 下記 の 左側 で す の で 、 本 文 を お 読み に な る 場合 
は 、 正 式 な 表現 を 覚え を て お いて くだ さい 。 
り ます 。 
HALNOTE バイ ンダ っ バイ ンダ 
HALNOTE 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ っ ワー プロ 
HALNOTE 図形 プロ セッ サ っ 図形 プロ セッ サ 
概要 を MSX2 コン ピュ ー タ っ コン ピュ ー タ 
3.5 イ シナ サフ ロッ ピー ディ スグ っ フロッピ ー デ ィ ス ク 
人 」 は 、 3.5 イ ンチ ナチ フロッピー ディ スク ドラ イブ 装置 ドラ イブ 装置 
MSX 用 マウ ス っ マウ ス 
れ ば 、 MSX 対応 プリ ンタ っ プリ ンタ 
HALNOTE BOOK っ BOOK 
HALNOTE 
紅 本 請 ツ ー ド プロ セッ ず 
マニ ュ ア ル っ ワー プロ マニ ュ ア ル 
HALNOTE 
図形 プロ セッ サ マニ ュ ア ル 一 図形 プロ セッ サ マニ ュ ア ル 
テキ スト エディ タ づつ エディ タダ タ 
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9@ ユ ュー ザー 登録 カー ド 及 び ソ フト ウェ ア 
使用 許諾 契約 書 
HALNOTE を ご 使用 に な る 前 に 必ず 
お 読み くだ さい 。 

HALNOTE を ご 使用 いた だ く た め の 
条件 等 が 記載 され て お り 、 お 客 様 が 本 
契約 に ご 同意 きれ た 場合 の み 、HAL.- 
NOTE の 使用 を 許諾 いた し ます 。 
契約 書 の 内 容 を 十分 に ご 確認 の 上 、 登 
録 カ ー ド に 必要 事項 を すべ て 記入 し 、 
弊社 まで ご 返送 くだ さい 。 

な お 、 登 録 カ ー ド を ご 返送 いた だ いて 
いな い 場 合 、 HALNOTE の 保存 ・ サ ー 
ビス を いた し か ね る こと が あり ます の 
で ご 了承 くだ さい 。 


本 ソフ ト の パッ ケー ジ に は 次 の も の が 入っ て いま す 。 


6 HALNOTE カー トリ ッ ジ 
HALNOTE を 動か す た め の カー トリ ッ ジ で す 。 


る シス テム ディ スク 
HALNOTE に は 2 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 入っ て いま す 。 
一 杉 は シス テム ディ スク で 、HALNOTE バイ ンダ 、 日 本 語 ワ 
ー ド プロ セッ サ 、 図 形 プ ロ セ モッ サ が 入っ て いま す 。 
一 枚 は 、 了 予備 の シス テム ディ スク で 、 シ ステ ム デ ヂ ディスク と 同 
じ 物 で す 。 
予備 ディ スク は 万 一 シス テム ディ スク が 壊れ て し まっ た 場合 
の た め に 、 大 切 に 保存 し て くだ きい 。 
コピ ー プ ロ テ ク ト は 施し て あり ませ ん の で 、 バ ッ ク ア ッ プ (P 
20) を 取る こと は 可能 で す 。 
な お 、 ユ ー ザ ー 登 録 を され た 方 に 限り 、 新 し い シ ステ ム デ ィ 
スク を 1.,500 円 (送料 含む ) で 供給 する サー ビス を 行っ て お り 
ます 。 
シス テム ディ スク の 予備 を ご 希望 の 方 は 、 弊 社 ユ ー ザ ー サ ポ 
ー ト セン ター まで ご 連絡 くだ さい 。 


の マニ ュ ア ル 
マニ ュ ア ル は 次 の 3 MA o ThT, 


: HALNOTE BOOK 
HALNOTE バイ ンダ 及び 基本 的 な 機能 の 取扱 説明 書 で す 。 


・HALNOTE 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ マニ ュ ア ル 
HALNOTE 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ の 取扱 説明 書 で す 。 


: HALNOTE 図形 プロ セッ サ マヤ マニュアル 
HALNOTE 図形 プロ セッ サ の 取扱 説明 書 で す 。 


パッ ケー ジ を 開け た ら 、 上 記 の も の が 入っ て いる か 確認 し て 
くだ さい 。 








_| le 機器 に つい て 1 1 


1. 必要 な 機器 


HALNOTE を 使用 する た め に は 次 の 機器 が 必要 で す 。 





e MSX2 コン ピュ ー タ 
RAM64Kbyte、VRAM128Kbyte 以上 の MSX2 コン ピュ ー 




















ゝ ます 。 タ が 必要 で す 。 

KRT また 、 デ ィ ス ク 装 置 が 装備 され て いな い 機 種 の 場合 は 、 カ ー 
トリ ッ ジ スロ ッ ト が 2 以上 必要 で す 。 

ク と 同 

< 場合 

プ (P @ マ イク ロフ ロッ ピー ディ スク ドラ イプ ブ 装 置 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 読み 書き する た め の 装 置 で す 。 

ム デ ィ 1 ドラ イブ で も 使用 可能 で す が 、 2 ドラ イブ 所 持 し て いた だ 

て お り 《 く こと を お すす めし ます 。 コ ンピュータ 本 体 に 2 ドラ イブ あ 
る 場合 は 不要 で す 。 

ー サ ポ 

@ モ ニタ 

操作 内 容 や 入力 し た 内 容 を 目 で 確認 する た め の 機 器 で す 。 
ご 家庭 で ご 使用 に な っ て いる テレ ビ に 接続 され て も 構い ませ 

m ん が 、 ア ナ ワ ログ RGB 対応 また は 、 ビ デオ 入力 対応 の も の を ご 

使用 に な る と 、 よ り 一 層 鮮 明 な 画面 見 る こと が で きま す 。 
| 9 MSX 用 マウ ス 

o No 本 ソフ ト は マウ ス が な い 場 合 に も 対応 し て いま す が 、 本 ソフ 
ト を より 一 層 使 いや すく する 機器 と し て 、 1 個 用 意 す る こと 
を お すす めし ます 。 








@ プ リン タ 

HALNOTE は 次 の プリ ンタ に 対応 し て いま す 。 

. PRN-M24 ・HBP-F1 本 

- PRN-TI (SONY 88) 

- PRN-T24 - 

: M-1024X. (BROTHER 製 ) 
- M-1024 II P/X 

・FS-4500( プ リン タ 内 蔵 MSX2) 4 

- FS-4600 7 )  £ 内蔵 MSX2) 

- FS-4700 (7 9 X Willi MSX2) (National 製 ) 
- FS-P400 

- FS-PW1 = 

・HX-P565 (東芝 製 ) 
・WAVY-77( プ リン タ 内 蔵 MSX2) (SANYO 製 ) 
・PC-PR201( 同 等 品 を 含む (NEC 製 ) 

- PI-40 (エプソン 製 ) 
・IMAGEW RITER (APPLE 製 ) 


@3.5 イ ンチ マイ クロ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
使用 し て いる 機器 に あっ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (1DD また は 
2DD) を 最低 3 枚 (2DD の 場合 は 2 枚 ) 用 意 し て くだ さい 。 
2 枚 (2DD の 場合 は 1 枚 ) は シス テム ディ スク の バッ クア ッ 
プ 用 、 1 枚 は デー タデ ィ ス ク 用 と し て 使用 し ます 。 





@ そ の 他 
マウ ス の 代わ り に 、CAT、 ラ イト ペン に も 対応 し て いま す 。 





文 HALNOTE を 起動 する 前 に 

一 部 の コン ピュ ー タ で 、HALNOTE を 起動 
する と 誤動作 を 起こ す 機 種 が あり ます 。 
現在 の と ころ 、 下 記 の 機種 に つい て は 、 各 メ 
ー カ ー の ご 壇 力 を いた だ いて お り ま す 。 


@ vis-805 (YAMAHA 製 ) 
JIS 第 二 水準 漢字 の 表示 に 、 誤 動作 を 起こ す 
場合 が あり ます 。 
この 場合 は 、 ヤ マハ 電 音 サー ビス セン ター に 
ご 相談 し 、 コ ンピュータ 本 体 に 改良 を 施し て 
くだ さい 。 

⑯ デ ィ ス ク 装 置 FD-O5 (YAMAHA 製 ) 
HALNOTE を 終了 し て も 、MSX-DOS に 戻 


@@ HB-F5OO (SONY 製 ) 


JIS 第 二 水準 漢字 の 表示 に 、 誤 動作 を 起こ す 





場合 が あり ます 。 

この 場合 は 、 ソ ニー サー ビス セン ター に ご 相 
談 し 、 コ ンピュータ 本 体 に 改良 を 施し て くだ 
さい 。 


れ な い 場 合 が あり ます 。 

この 場合 は 、 ヤ マハ 電 音 サー ビス セン ター に 
ご 相談 し 、 FD-05 用 の イン ター フェ ー ス カー 
トリ ッ ジ に 改良 を 施し て くだ さい 。 
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2. 機器 の 接続 


下記 の よう に 各 機 器 間 を 接続 ケー ブル で 接続 し ます 。 
接続 を 行う 際 は 全て の 電源 を OFF に し て か ら 行 っ て くだ さい 。 
※「 拡 張 ス ロッ ト 」 を お 使い の 方 は 、HALNOTE カー トリ ッ 
ジ を 「 拡 張 ス ロッ ト 」 に 差し 込ま な いで くだ さい 。 
「 拡 張 ス ロッ ト 」 で は 、HALNOTE が 正常 に 動作 し な いこ 
と が あり ます 。 








HALNOTE カー トリ ッ ジ 


MSX2 コン ピュ ー タ 


ご 使用 の 機器 に より 、 
端子 の 位置 ・ 形 状 は 異な り ま す 。 


CD., 


8 起動 と 終了 


Wt 


ライ トロ どど み ト タゲ 


と の タプ を 上 ば げ て 
キキ の 
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1. 起 动 


いよ いよ HALNOTE を 起動 し ます 。 

起動 する 前 に 各 機 器 間 の ケー ブル が 正しく 接続 きれ て いる か 、 
各 機 器 の 電源 ケー ブル が 正しく 接続 きれ て いる か 、 確 認 し て < 
だ さい 。 

また 、HALNOTE の カー トリ ッ ジ が 基本 スロ ッ ト に 正しく 差 
し て ある か も 確認 し て くだ さい 。 





① コ ンピュータ を 除く 全て の 電源 を ON に し ます 。 


② ド ライ ブ 装 置 の A に 、HALNOTE の シス テム ディ スク を 挿 
入 し ます 。 
この 時 ライ ト プ ロ テク ト タ プ を 上 げ て お きま す 。 


コン ピュ ー タ の 電源 を ON に し ます 。 

1 ドラ イブ の コン ピュ ー タ を お 使い の 方 で 、 1 ドラ イブ を 追 

加 さ れ た 場合 は 、HALNOTE の 画面 が 表示 され る まで 、 

CTRL キー を 押し ます 。 

ディ スク 装置 が 作動 し 、 し ば らく する と HALNOTE の 画面 

が 表示 され ます 。 

※ 電 源 を 切っ た り 、 リ セッ ト ボ タン を 押す 前 に 、 必 ず 次 に 説 
明 す る 「HALNOTE の 終了 」 を 行っ て くだ さい 。 
正しく 終了 し な いと 、 シ ステ ム デ ィ ス ク を 壊す 恐れ が あり 
ます 。 

※ この 時 点 で は 、 マ ウス カー ソル を マウ ス 等 で 動か すこ と が 
で きま せん 。 
マウ スカ ー ソ ル を 動か す に は 「5 HALNOTE を 始め る た 
め の 準 備 1 シス テム 設定 」 を ご 参照 くだ さい 。 
また 、 バ イン ダ 上 の ファ イル 位置 は 、 シ ステ ム に よっ て 変 
わり ます 。 
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RU ます か 一 | 


A^ B 


2. 終了 








全て の 作業 が 終了 したら 、HALNOTE を 終了 し 、MSX-DOS 
に し ます 。 


① す べ て の 作業 を 終了 し 、 デ ー タ な どの 保存 が 終了 し た こと を 
確認 し ます 。 





QSELECT キー を 押し ます 。 
メニ ュー が 表示 され ます 。 


カー ソル キー (11) を 押し 、「 終 了 」 を 反転 表示 させ ます 。 


④ リ ター ン キ ー を 押し ます 。 
「 終 了 し ます か ? 」 と 表示 され ます 。 


カー ソル キー (ぐっ) を 押し 、「 は い 」 を 反転 表示 させ ます 。 
終了 し な い 場 合 は 、「 い いえ 」 を 反転 表示 させ ます 。 


⑥ リ ター ン キ ー を 押し ます 。 

HALNOTE の 画面 が 消え 、 デ ィ ス ク 装 置 が 作動 し 、 し ば らく 

する と MSX-DOS の 画面 に な り ま す 。 

(「A> 画 」 と 表示 され ます ) 

「 ぃ いえ ぇ 」 を 指定 し た 場合 は 、HALNOTE の 画面 に 戻り ま 
"d 

X MSX 一 DOS か ら 、 再 起動 する 場合 は 、「HN」 と 入力 し 、 リ 
ター ン キ ー を 押し ます 。 
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4 バッ クア ッ プ の 取り ガ だ 


4. ディ スク の 初期 化 








A>FORMAT 


Drive 


name? (A, 


B) 


日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ や 図形 プロ セッ サ で 作成 し た 内 容 を 保 
存する に は 、 フ ォ ー マ ッ ト さ れ て いる ディ スク が 必要 で す 。 
買っ て きた ば か り の ディ スク は 、 い わ ば 整地 され て いな い 畑 の 
よう な も の で 、 正 し く 整 理 し な けれ ば HALNOTE で 使用 する 
こと は ば は で きま せん えん 。 
そこ で 買っ て きた ば か り の ディ スク を HALNOTE 用 の デー タ 
ディ スク と し て 作成 し ます 。 
ディ スク を HALNOTE 用 の ディ スク に する こと を フォ ー マ ッ 
ト す る 、 ま た は 初期 化す る と いい ます 。 

また 、 現 在 デ ー タ の 入っ て いる ディ スク の 内 窒 を 消去 し 、 新 た 
に デー タデ ヂ ディスク を 作成 する こと も で きま す が 、 大 切な デー タ 
が 入っ て いる 場合 に も 、 容 赦 な く フ ォ ー マ ッ ト し て し まい ます 。 
誤 フ ォ ー マ ッ ト を 避け る に は 、 フ ロッ ピー ディ スク の 右 下 に あ 
る ライ ト プ ロ テク ト タ ブ を 下げ 、 究 の 空い た 状態 に し ます 。 
こう する と 、 デ ー タ を 読み 込む こと が で き て も 、 書 き 込 むこ と 
が で き な い の で 、 誤 っ て フォ ー マ ッ ト し た りす る こと が な く 安 
全 で す 。 
フォ ー マ ッ ト に 関し て は お 持ち わ の コン ピュ ー タ や ドラ イブ 装置 
に よっ て 異な り ま す の で 、 詳 し く は コン ピュ ー タ 本 体 ま た は ド 
ライ ブ 装 置 の 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。 

な お 、 MSXーBASIC Ver2.0 で フォ ー マ ッ ト し て も か まい ませ 
ん 。( そ の 際 は 「CALL FORMAT」 と 入力 し ます ) 
下記 の 操作 は 、1DD・2DD 共用 ディ スク が 2 ドラ イブ 内 蔵 さ れ 
て いる コン ピュ ー タ の 場合 の 例 で す 。 

※ フ ォ ー マ ッ ト は HALNOTE 上 で も 行え ます 。 

(3 章 機能 編 65 フォーマット を 参照 し て くだ さい ) 


① HALNOTE が 起動 し て いる 場合 は 、 終 了 を 行い 、MSX 一 
DOS に し ます 。 
画面 に は 、「A>」 と 表示 され ます 。 


キー ボー ド か ら 6「FORMAT」 (小文字 び で も か まい ませ ん ) と 入 
力 し 、 リ ター ン キ ー を 押し ます 。 
「Drive name? (A, B)」 と 表示 され ます 。 








、 新 だ 
p 


いま す 。 


下 に あ 
す 。 

GEE 
な く 安 
7 装置 
こ は ド 


SX— 


EA 


A" 


フォ ー マ ッ ト す る 側 の ドラ イブ を 入力 し ます 。 
「A」 ま た は 「B」 と 入力 し ます 。 
T1 Single side or 2 Double side」 と 表示 され ます 。 


(《④① フ ォ ー マ ッ ト す る ディ スク の 種類 を キー ボー ド か ら 入 力 し ま 
"dos 
1DD の 場合 は 「 1」 を 2DD の 場合 は 「 2 」 を 入力 し ます 。 
「Strike a key when ready」 と 表示 る れ ま す 。 





⑤ 指 定 さ れ た ドラ イブ に フォ ー マ ッ ト す る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
を 挿入 し ます 。 
A を 指定 され た 方 は シス テム ディ スク を 抜き 出し 、 フ ォ ー マ 
ッ ト す る ディ スク を 挿入 し て くだ さい 。 


《⑥⑯ フ ロッ ピー ディ スク の 準備 が で きた ら 、 リ ター ン キ ー を 押し 
に 34 EE 
リタ ー ン キー の 代わ り に 他 の キー を 押し て も か まい ませ ん 。 
指定 し た ドラ イブ が 作動 し 、 フ ォ ー マ ッ ト を 開始 し ます 。 
フォ ー マ ッ ト が 終了 する と 「Format complete」 と 表示 きれ 、 
次 の 行 に 「A> 圏 」 と 表示 され ます 。 


2. バッ ク カ アップ と は 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス グ ク は ちょ っ と し た こと で 記録 し て いた プロ グ 
ラム や デー タ を 壊し て し まう こと が あり ます 。 
特に シス テム ディ スク は HALNOTE を 動か す た め の プロ グラ 
ム が 入っ て お り 、 こ の ディ スク を 壊し て し まう と HALNOTE 
が 正しく 作動 し な く な っ て し まう こと が あり ます 。 

上 記 の よう な こと を 避け る た め に は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク の 複製 
(コピ ー) る を 作っ で お きま す 。 

シス テム ディ スク の 破損 に 備え て コピ ー す る こと を バッ クア ッ 
プ と 呼び 、 バック アッ プ し た ディ スク を バッ クア ッ プ ディ スク 
と 呼び ます 。 

通常 は 、 バ ッ ク ア ッ プ ディ スク を 使用 し 、 シ ステ ム デ ィ ス ク は 
大 切 に 保存 し て お きま し ょ う 。 

デー タデ ィ ス ク の バッ クア ッ プ を する こと も お すす めし ます 。 
以下 に 手順 を 説明 し ます 。 

お 持ち の コン ピュ ー タ に よっ て 操作 が 異な り ま す の で 、 各 項目 
に 合わ せ て お 読み くだ さい 。 
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A>BACKUP MI 


※ バ パック アッ プ の 目的 以外 で 、 シ ステ ム デ ィ ス ク を コピ ー す る 
こと は 、 著 作 権 法 で 禁止 され て いま す 。 


@ 1 ドラ イブ の み の 場 合 
コン ピュ ー タ の 本 体 に 装備 され て いる ディ スク 装置 の 数 が 1 

つの 場合 に 行い ます 。 
※ こ の 操作 は 少々 の 手間 が か か り ま す の で 、 操 作 に 自信 の な 
い 方 は バッ クア ッ プ を 行わ ず 、 シ ステ ム デ ィ ス ク を その ま 

まお 使い くだ さい 。 


① HALNOTE を 終了 させ 、MSX-DOS に し ます 。 


ディ スク 装置 か ら HALNOTE の シス テム ディ スク を 取り 出 
し 、 ラ イト プロ テク ト タ ブ の 窓 を 開け た 状態 ( 書 込 禁止 ) に 
し 、 挿 入 し 直し ます 。 
これ は 誤っ て 、 シ ステ ム デ ィ ス ク に 書き 込ま な いた めで す 。 


⑨③ キ ー ボ ー ド か ら 「BACKUP」 (小文字 で も か まい ませ ん ) と 
入力 し 、 リ ター ン キ ー を 押し ます 。 
ディ スク 装置 が 作動 し 、 し ば らく する と 、 フ ロッ ピー ディ ス 
ク を 変換 する よう に メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


④ 先 ほど フォ ー マ ッ ト し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と 入れ 換え 、 リ 
ター ン キ ー を 押し ます 。 
ディ スク 装置 が 作動 し 、 書 き 込 み を 開始 し ます 。 
書き 込み が 終了 する と 、 再 び フ ロッ ピー ディ スク を 変換 する 
よう に メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


⑤ HALNOTE の シス テム ディ スク と 入れ 換え 、 リ ター ン キ ー 
を 押し ます 。 
再び シス テム ディ スク の 内 容 が 読み 込ま れ 、 し ば らく する と 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 交換 する よう に メッ セー ジ が 表示 され 
ます 。 


⑥ こ れ 以 降 は 、 メッセー ジ に 従い な が ら ④⑤ を 繰り 返し ます 。 
※ フ ロッ ピー ディ スク の 入れ 違い が な いよ うに 、 注 意 し て く 
だ さい 。 


な お 、 シ ステ ム デ ィ ス ク が 書き 込み 禁止 に な っ て いれ ば 、 
シス テム ディ スク に は 特に 心配 は あり ませ ん 。 
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A>KANJIF 


A> 
A> 图 


A> E 


A>BACKUP B 


画面 の 表示 が 「A> 画 」 に な っ た ら 、 バ ッ ク ア ッ プ が 完了 し 
ます 。 


(QHALNOTE を 再び 開始 する 場合 は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク の フラ 
イト プロ テク ト タ プ を 上 げ て お きま す 。 


@ 2 ドラ イブ の 場合 
コン ピュ ー タ 本 体 に 内 蔵 き まれ て いる ディ スク 装置 の 数 が 2 つ 
の 場合 、 ま た 、 コ ンピュータ 本 体 に ディ スク 装置 が な く 、 2 
つの ディ スク 装置 を 拡張 され た 場合 な ど に 行い ます 。 





① HALNOTE を 終了 させ 、MSX-DOS に し ます 。 


② デ ヂ ディ スク 装置 か ら HALNOTE の シス テム ディ スク を 取り 出 
し 、 ラ イト プロ テク ト の 窓 を 開け た 状態 ( 書 込 禁 止 ) に し 、 
挿入 し 直し ます 。 


OA F34 7R HALNOTE の シス テム ディ スク 、B ド ライ ブ 
に 先ほど フォ ー マ ッ ト し た ディ スク で ある こと を 確認 し ます 。 


④ キ ー ボ ー ド か ら 「BACKUP」 (小文字 で も か まい ませ ん ) と 
入力 し 、 リ ター ン キ ー を 押し ます 。 
ディ スク 装置 が 作動 し 、 バ ッ ク ア ッ プ が 開始 され ます 。 
し ば らく する と 、「A> 画 」 と 表示 され 、 バ パッ クア ッ プ を 完了 
LoT: 


⑧@ 1 ドラ イブ に 1 ドラ イブ を 拡張 し た 場合 
1 ドラ イブ 内 蔵 の コン ピュ ー タ に 外部 ドラ イブ を 拡張 し て あ 
る 場合 に 行い ます 。 
通常 で は 、 各 々 の ディ スク 装置 が 仮想 的 に 2 ドラ イブ ある と 
判断 し て 動く の で 一 つの ドラ イブ を A、 も う 一 つ を B と し て 
使用 する こと が で きま せん 。 (AB ドラ イブ 、CD ドラ イブ の 
4 ドラ イブ と な り ま す ) 
し か し 、 コ ンピュータ 起動 時 に 、CTRL キー を 押す こと で 、 
仮想 2 ドラ イブ と し て の 機能 が な く な り 、 2 ドラ イブ の 装置 
と 同等 に な り ま す 。 
た だ し 、 ご 使用 に な る コン ピュ ー タ や ディ スク 装置 を 拡張 し 
た スロ ッ ト に より 、 か な ら ず し も 内 蔵 の ディ スク 装置 が A ド 
ライ ブ に な る と は 限り ませ ん 。 
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C MSX BASIC version 3.0 
Copyright 1975 by Microsoft 
XXXXX Bytes free 

Disk BASIC version 1.0 

Ük 

图 








FILES 
Disk offline 
0k 
| | 








そこ で 、 バ ッ ク ア ッ プ を 取る 前 に 、 ど ちら の ディ スク 装置 が 
AF ドラ イブ な の か を 確認 する 必要 が あり ます 。 


① ど ちら の ディ スク 装置 か ら も フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 抜い て お 
きま す 。 


② CTRL キー を 押し な が ら 、 コ ンピュータ の 電源 を 入れ ます 。 
MSX —DISKBASIC の 画面 が 表示 され る まで CTRL キー を 
押し 続け ます 。 
し ば らく する と 、MSX-BASIC の 画面 が 表示 され ます 。 


③ 内 蔵 の ディ スク 装置 に HALNOTE の シス テム ディ スク を 挿 
Pls Ed 


キー ボー ド か ら 「FILES」 (小文字 で も か まい ませ ん ) と 入力 
la り ター シキ ー を 押し ます 。 
画面 に ファ イル 名 が 一 覧 され れ ば 、 内 蔵 の ディ スク が A ド ラ 
イプ ブ で す 。 
「Disk offline」 な どの エラ ー が 表示 され 、 フ ァイル の 一 覧 が 
表示 され な けれ ば 、 拡 張 し た ディ スク 装置 が A ド ドラ イブ で す 。 


確認 で きた ら 、 2 ドラ イブ の 場合 を 参照 し 、 バ ッ ク ア ッ プ を 行 
っ て < だ さ い 。 
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いて お 


US ds 


キー を 


7i 


と 入力 


Ar? 


一 覧 が 
TET: 


アゲ を 行 


5 HALNOTE を 始め る だ め の 準 備 


キーボード 
EC 


J1S 配 列 
か な 配列 


1. シス テム 設定 








HALNOTE の 各 ア プリ ケー ショ ン や 各 機 能 を 行う 前 に 、 必 ず 
設定 し て お く 必 要 が あり ます 。 

特に 初期 状態 で は 、 マ ウス を 使う こと が で きま せん の で マウ ス 
を ご 使用 に な る 方 は マウ ス の 指定 を 行っ て くだ さい 。 


キー ボー ド 状 態 
か な キー が 押さ きれ て 、 か な 入力 状態 に な っ た と き の キ ー の 入 
力 方 式 を 設定 し ます 。 
この 設定 を 行っ て も 英字 入力 に は 影響 し ませ ん 。 
また 、 使 用 し て いる キー ボー ド に 関係 な く 設 定 で きま す 。 
キー ボー ド 状 態 に は 次 の 3 種類 が あり ます 。 


・ ロ ー マ 字 

入力 し た キー を ロー マ 字 読み の 対象 文字 と し て 入力 され ます 。 
た と えば 、「 古 」「 IT 」 と 入力 する と 、「 ひ 」 と 表示 され ま 
Fa 

英文 タ イプ ライ ター な ど て で 英字 キー に 慣れ て いる 方 は この 
方 式 を 選ぶ と 良い で し ょ う 。 


・JIS 配列 
か な キー の 配列 を JIS 標準 配列 の キー ボー ド に 設定 し ます 。 
JIS 配列 の キー ボー ド に 慣れ て いる 方 や 、 お 使い の キー ボ 
ー ド が JJS 配列 に な っ て いる 場合 な ど に 指定 し ます 。 


・ か な 配列 
か な キー の 配列 を か な 配列 の キー ボー ド に 設定 し ます 。 
か な 配列 の キー ボー ド に 慣れ て いる 方 や 、 お 使い の キー ボ 
ー ド が か な 配列 に な っ て いる 場合 な ど に 指定 し ます 。 


指定 され る と 項目 の 前 に チェ ッ ク マ ー ク が 表示 され ます 。 
指定 を 行う と 、 以 後 新 た に 設定 を 変更 する まで 、 指 定 し た 方 式 
に な り ま す 。 

また 、 付 録 に は JIS 配列 と か な 配列 の キー ボー ド 状 態 を 載せ て 
あり ます の で 、 併 せ て ご 覧 くだ さい 。 
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ED 


- $8 xp @ 日 本 語 変換 方 式 
日 本 語 変換 漢字 な ど に 変換 を する 際 の 方 式 を 設定 し ます 。 
高 速度 用 途 に 応じ て 指定 し て くだ さい 。 
5 出 
V 高 mE ・ 高 速度 変換 


日 本 語 変換 の 速度 を 速く し ます 。 

スペ ー ス キー が 押さ れ て か ら 、 漢 字 か な 混じり 文 に 変換 さ 
れる まで の スピ ー ド が 速く な り ま す 。 

た だ し 、 変 換 さ れ た 文字 の 精度 、 例 えば 文節 の 区 切り 方 が 
低下 し ます 。 


・ 高 精度 変換 

変換 効率 を 高め ます 。 

漢字 か な 混じり 文 に 変換 を する 際 に 、 文 節 の 区 切り 方 や 、 
変換 候補 の 出し 方 が 高い 精度 に な り ま す 。 

た だ し 、 変 換 の スピ ー ド が 高速 度 変 換 に 比べ て 遅く な り ま す 。 


上 記 2 種類 の 違い を 次 の 例文 を 変換 し て 比べ て み ま し た 。 


※ 表 示さ れ た 漢字 等 は 学習 機能 に よっ て 多少 異な る こと が あ 
り ま す 。 


( 例 ) 
うえ の は つの し ん か ん せん か ら の りつ いで 、 あ お も り ま で 


いっ た 


高速 度 の 場合 
上 野 発 の し ん か ん 線 か ら の 率 井出 、 青 森 ま で 行っ た 
(変換 速度 約 3 秒 / 


高 精度 の 場合 
上 野 発 の 新幹線 か ら 乗 り 継い で 、 青 森 ま で 行っ た 
(変換 速度 約 7 秒 ) 
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) 方 が 


と が あ 


り ま で 









































AJ) 
な し Z CAT 
V マウ ス 


ライ トペ ベン 





























キー ボード 
ロー マ 字 
JIS 配 列 

か な 配列 
| 日 本 語 変換 
高速 度 
PP 
入力 
WU Z CAT 
マウ ス 
ライ トペ ベン 
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[ | 


97155 77088 
外部 入力 機器 の 設定 を 行い ます 。 
HALNOTE で は 、 図 形 の ポイ ント を 指定 する 場合 や 、 機 能 の 
選択 に マウ ス な どの 機器 を 使用 する こと が で きま す 。 
し か し 、 各 機器 ご と に 設定 が 異な る た め 、 ご 使用 の 機器 に 合 
わせ て お きま す 。 
HALNOTE で 使用 で きる 外部 入力 機器 は 次 の 3 種類 で す 。 


・CAT (HAL 製 ト ラッ クボ ー ル ) 
・ マ ウス (MSX 用 マウ ス ) 
・ ラ イト ペン 





これ ら を カー ツル キー で 指定 し 、 リ ター ン キ ー を 押し ます 。 
指定 後 、 新 た に 設定 を 行う まで は 、 指 定 さ れ た だ 外部 入力 機器 
で 設定 きれ ます 。 

※ 初 め て HALNOTE を 操作 され る 方 は 、 必 ず こ の 設定 を 行っ 
6 « Se s 

外部 入力 機器 の 設定 を 行わ か いと 、 マ ウス カー ソル を キー 
ボー ド 以 外 で 動か すこ と が で き な く な り ま す 。 


以上 の 環境 を シス テム 設定 ウィ ンド ツウ て 指定 し ます 。 


指定 は 1 回 に 1 ヶ所 の み で 、 指 定 さ れ た 方 法 (機器 ) の 前 に チ 
ェ ッ クマ ー ク ( " ) が 付き ます 。 


① STOP キー を 押し ます 。 
メニ ュー が 表示 され ます 。 


② カ ー ソ ルキ ー を 押し 、「 シ ステ ム 設 定 」 に 反転 表示 を 移動 き 
せ 、 リ ター ン キ ー を 押し ます 。 
シス テム 設定 ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


カー ソル キー を 押し 、 設 定 する 項目 に 反転 表示 を 移動 させ 、 
リタ ー ン キー を 押し ます 。 
指定 され た 項目 に 設定 され ます 。 
指定 され た 項目 に チェ ッ ク マ ー ク が 付き 、 シ ステ ム 設 定 ウ ィ 
ンド ウ が 画面 か ら 消 えま す 。 
※ こ れ 以 降 は マウ ス で の 操作 方 法 で 説明 し ます 。 
キー ボー ド の み で 操作 され る 方 は 、 キ ー ボ ー ド の 役割 
GRAPH キー の 項目 を お 読み くだ さい 。 
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EN 


2. プリ ンタ 設定 

HALNOTE で は 、 プ リン タ ド ライ バ と 呼ば れる 、 プ リン タ 制 御 

プロ グラ ム を 装備 し て いま す 。 

プリ ンタ の 機種 に よっ て 、 プ リン タ を 制御 する 制御 コー ド が 異 

な り 、 各 々 の プリ ンタ に 応じ て 、 制 御 コ ー ド を 設定 し な けれ ば 
iun] な り ま せん 。 プ リン タ ド ライ バ は その 情報 を 持っ て お り 、 ご 使 
pd 用 の プリ ンタ に 設定 を 行う プロ グラ ム で す 。 

HALNOTE を 起動 し た と き に 設定 を 行っ て な け ば 、 指 定 後 は 

電源 を 切っ て も 設定 内 容 を 記憶 し て いま す 。 

で は 、 お 持ち の プリ ンタ に 設定 し て み ま し ょ う 。 








①「 デ スク アク セ サ リ 」 に マウ スカ ー ソ ル を 移動 し 、 左 ボタ ン 


を 押し ます 。 
イル シッター テ デス クア クセ サリ 内 の プロ グラ ム が 全て 表示 され ます 。 
b ②「 プ リン ター」 に マウ スカ ー ソ ツル を 移動 し 、 左 ボタ ン を 押し 


ます 。 プ リン タ 設 計 ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 


③ 下 の 表 か ら 設 定 す る ファ イル を 捜し 出し 、 ス クロ ー ル バー(& 
VO) を 使用 し て 、 設 計 す る プリ ンタ 名 を 表示 きせ ます 。 








お 使い の プリ ンタ 一 名 設定 する 名 前 
PRN-M24( 第 二 水準 漢字 ROM な し ) | M-1024 
PRN-M24( 第 二 水 準 漢字 ROM つ &) M-1024L2 
PRN-TI M-1024 
PRN-T24 (漢字 ROM な し) PRN-T24 
PRN-T24 (X*EROM? &) PRN-T24K 
M-1024X( 第 二 水 準 漢字 ROM な し ) M-1024X 
IM-1024X( 第 二 水 準 漢字 ROM つ きり M-1024X2 
M-1024IIP/X (第 二 水 準 漢 字 ROM な し ) M-1024 
IM-1024 II P/X (第 二 水 準 漢字 ROM つ き ) M-1024L2 
FS-4500( プ リン ター 内 蔵 MSX2) FS-4700F 
FS-4600( プ リン ター 内 蔵 MSX2) FS-4700F 
FS-4700( プ リン タ ーー 内蔵 MSX2) FS-4700F 
FS-P400 M-1024 
FS-PWI1 FS-PWI 
HX-P565 HX-P565 
WAVT-77( プ リン タ 一 内 项 MSX2) WAVY-77 
PC-PR201 (同等 品 を 含む ) PC-PR201 
PI-40 PI-40 
IMAGEWRITER IMAGEWRT 
HBP-F1 HBP-F1 
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FoR 
けれ ば 


> 


~ 


E 後 は 


ボド タン 


⑧@ ス クロ ー ル バー の 使い か た 
表示 の 変更 に は 、 ス クロ ー ル バー を 使用 し ます 。 
スク ロー ル バ ー は 、 用 途 に よっ て 次 の よう に 操作 し ます 。 


・ 表 示 を | 行 上 (F) に する 


スク ロー ル バ ー の 「4A」 ま た は 「 ヤ 」 に マウ スカ ー ソ ル を 
移動 し 、 左 ボタ ン を 押し ます 。 

「 ぬ 」 を 指定 する と 、 表 示 を 1 行 上 げ ま す 。 

「 ヤ 」 を 指定 する と 、 表 示 を 1 行 下げ ます 。 

キー ボー ド の み で 操作 され る 方 は 、 カ ー ソ ルキ ー (TL) で 
上 下 に 移動 し ます 。 


・ 大 き な 範 囲 の スク ロー ル 


「 全 」「 ヤ 」 を 除く 部 分 は 、 指 定 で きる プリ ンタ ドラ イ バ の 
量 を 表示 し ます 。 

白い 部 分 は 、 現 在 表示 され て いる プリ ンタ ドラ イ バ の 量 を 
表示 し ます 。 

この 白い 部 分 は (現在 位置 表示 ) を 上 下 に 移動 する こと で 、 
表示 し た い プ リン タ ド ライ バ を 早く 探す こと が で きま す 。 


(1 現在 位置 表示 に マウ スカ ー ソ ル を 移動 し 、 左 ボタ ン を 押 
Lys 


(2) マ ウス カー ソル を 動か す と 、「 現 在 位置 表示 」 を 示す 目安 
の 枠 (ラバ ー バ ンド ) が 表示 され ます 。 


(3 表示 させ た い 位 置 に ラバ ー バ ンド が きた と ころ で 、 左 ボ 
タン を 押し ます 。 
「 現 在 位置 表示 」 が ラバ ー バ ンド の 位置 に 移動 し 、「 現 在 
位置 」 に 当たる 部 分 の プリ ンタ ドラ イ バ が 表示 され ます 。 
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Lee 


④ ご 使用 の プリ ンタ に マウ スカ ー ソ ル を 移動 し 、 左 ボタ ン を 押 
et し ます 。 过 

AEPC-PR201.P0 指定 され た プリ ンタ ドラ イ バ が 反転 表示 され ます 。 
AEFS・PM1.PD X FS-4500、FS-4600 を お 持ち の 方 は 、「FS-4700」 を 指定 し て 
AiFS4700.P0 《 だ さ い 。 


P i | 





⑤「 設 定 」 に マウ スカ ー ソ ル を 移動 し 、 左 ボタ ン を 押し ます 。 
指定 され た プリ ンタ ドラ イ バ が 設定 され 、 プ リン タ 設 定 ウィ 
ンド ウ が 画面 か ら 消 を ます 。 

















AiW1024.PD 
AiPRN-T24.PD qe 設定 を 中 断 す る 場合 は 、「 中 止 」 に マウ スカ ー ソ ル を 移動 し 、 
MEPTMPIN e 左 ボ タン を 押す か 、 単 に 右 ボ タン を 押し ます 。 
PA rre 設定 され ず に 、 プ リン タ 設 定 ウ ィ ン ドウ が 画面 か ら 消え ます 
一 一 以上 の よう に し て 、 プ リン タ を あら か じ め 設 定 し て お いて くだ 


さ い 。 


※ プ リン タ 設 定 を 行わ ず に 印刷 な ど を 実行 する と 、「 フ ァイル が 
な い 」 と エラ ー 表 示さ れ ま す 。 
エラ ー 表 示 は 何 回 か 右 ク リッ ク す る と 、 終 了 し ます の で エラ 
ー 表 示 終了 後 、 プ リン タ 設 計 を 行っ て くだ さい 。 


18 









ン を 押 


定 し て 


[6 キー ボー ド の 役割 





キー ボー ド は マウ ス と 並ん で 機能 の 選択 や 位置 を 指定 する た め 
の 入力 機器 と し て 重要 な も の で す 。 

ここ で は HALNOTE バイ ンダ 上 で 使用 する キー を 説明 し ます 。 
他 の アプ リケーション を 使用 する 場合 は 、 多 少 機 能 し な いも の 
が あり ます の で 、 各 マニ ュ ア ル を お 読み くだ さい 。 


ファ ンク ショ ン キ ー (FI~F4) 


E. 機能 選択 欄 の 左 か ら F1……F4 に 対応 し て いま す 。 
定 ウイ 各 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押す と 、 指 定 さ れ た 機能 を 実行 ・ 選 
択 し ます 。 
動 し 、 本 文中 で は 『「……」 を 指定 する ]」 と いう 表現 が あり ます が 、 
キー ボー ド で 操作 し て いる 場合 は 、 各 ファ ンク ショ ン キ ー を 
iud. 押す こと を 意味 し ます 。 
また 、 各 アプ リケーション も 、 デ スク アク セ サ リ の 右 隣 か ら 
順に Fl* F2—F10 と 対応 し て いま す 。 
TRE 
mo 集 一 Fl 
表 示 F3 
で エラ アイ ヨン = F4 


STOP 
SELECT 





ESC キー 

機能 の 選択 ・ 実 行 の 中 断 を 行い ます 。 

メニ ュー 選択 中 は 、 マ ウス の 右 ボ タン の 代わ り に 使用 で きま 
Ta 


STOP キー 
デス クア クセ サリ を キー ボー ド か ら 選 択 する 場合 に 使用 し ま 
す 。 
※ GRAPH キー を 押し な が ら 、STOP キー を 押す と 、 マ ウス 
の 右 ボ タン の か わり に な り ま す 。 


SELECT キー 
タイ トル メニ ュー を キー ボー ド か ら 選 択 する 場合 に 使用 し ま 
Ei 
※ GRAPH キー を 押し な が ら SELECT キー を 押す と 、 マウ 
ス の 左 ボ タン の か わり に な り ま す 。 
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カー ツル キー L2 

各 機 能 が 選択 され 、 コ マン ド 表 示 が 表示 され て いる 場合 、 カ 
ー ソ ルキ ー を 押す こと で 、 反 転 カ ー ソ ル が 移動 し ます 。 
これ に よっ て 各 コ マン ド を 選択 し ます 。 

本 文中 で は 『『……」 を 指定 する 』】 と いう 表現 が あり ます が 、 
キー ボー ド で 操作 し て いる 場合 は 、 カ ー ソ ルキ ー を 押し 、 各 
コマ ンド に 反転 カー ソル を 移動 する こと を 意味 し ます 。 

※ GRAPH キー を 押し な が ら 、 カ ー ソ ルキ ー を 押す と 、 マ ウ 

スカ ー ソ ル を 移動 する こと が で きま す 。 





数 字 キ ー (| て 5) 
ペー ジ (イン デック スラ ベル ) の 指定 を し ます 。 
Eib 1, pass 5 と 対応 し て いま す 。 
この 機能 は 、 バ イン ダ の み 使 用 で きま す 。 
※ た だ し 、 キ ー が 「 か な 」 に な っ て いる と 、 使 用 で き な い 場 
合 が あり ます 。 その 場合 は 、 か な キー を 押し て くだ さい 。 


リタ ー ン キー 
機能 の 選択 実行 を 行い ます 。 
メニ ュー 選択 中 は 、 マ ウス の 左 ボタ ン の 代わ り に 使用 で きま 
す 。 


GRAPH キー を 押し な が ら 、 他 の キー を 押す こと で マウ ス 機 


能 と 、 ワ ンス テッ プ コ マン ド の 実行 を 行い ます 。 

GRAPH キー を 押し な が ら 、STOP キー を 押す と 、 マ ウス の 
右 ボ タン の か わり に な り ま す 。 

GRAPH キー を 押し な が ら 、SELECT キー を 押す と 、 マ ウス 
の 左 ボ タン の か わり に な り ま す 。 

また 、GRAPH キー を 押し な が ら 、 各 文字 キー を 押す と 、 各 
文字 キー に 割り あて られ た コマ ンド が 実行 され ます 。 

メニ ュー 表示 の コマ ンド 名 の 右 に 表示 され て いる キー と 対応 
し て いま す 。 

詳し く は 、 付 録 編 の GRAPH キー 対応 表 を ご 覧 くだ きい 。 





な い 場 
さい 。 


] で きま 


ウス 機 


ウス の 


マウ ス 








準備 編 


7 マウ ス の 使い か だ | 


マウ スカ ー ソ ル は マウ ス に よっ て 動き ます 。 

マウ スカ ー ソ ル を 各 機 能 ・ コ マン ド に 当て 、 各 機能 ・ コ マン ド 
を 反転 させ て 選択 し ます 。 

本 文中 で は 『「……」 を 指定 する 】 と いう 表現 が あり ます が 、 
マウ ス で 操作 し て いる 場合 は 、 マ ウス カー ソル を 「……」 に あぁ 
て は まる 機能 ・ コ マン ド に 当て る こと を 意味 し ます 。 


選択 され た 機能 ・ コ マン ド の 実行 ・ 選 択 は 全て 左 ポ タン を 押し 
S. 

本 文中 で は 、「 左 クリ ッ ク し ます 」 と いう 表現 が あり ます が 、 こ 
れ は マウ ス の 左 ボ タン を 一 回 押す こと を 意味 し ます 。 


選択 され た 機能 ・ コ マン ド の 中 断 を 行う 場合 は 、 全 て 右 ボ タン 
を 押し ます 。 

本 文中 で は 、「 右 クリ ッ ク し ます 」 と いう 表現 が あり ます が 、 こ 
れ は マウ ス の 右 ボ タン を 一 回 押す こと を 意味 し ます 。 


21 








ー 


画面 に つい て L 


メニ ュー アクセサリ 


CE 





¢ 





mé 
Xrles d 
ELM 
ii 
AT 
Lj 
W s 
LL | 
D a OX 






























馬 プ リン タ に BR IE BUS 








b GM X — > 

















A»COMMAND A KANJIF 











HALNOTE を 起動 する と 上 記 の よ 5 な 画面 が 表示 され ます 。 
※ バ イン ダ の ファ イル 名 の 位置 は 、 各 アプ リケーション や ユ 
ー ザ ー の 指定 に よっ て 変わ り ま す 。 


ここ で は 、 編 集 画面 上 の 各部 分 と 呼称 を お お ま か に 説明 し ます 。 
個々 の 機能 に つい て は 「4 章 機能 編 」 に 詳し く 説 明 さ れ て い 
ます の で 、 参 照 し て くだ さい 。 

画面 上 部 を 機能 選択 欄 、 画 面 中 央 を ペー ジ 表 示 欄 と いい ます 。 


信 機 能 選 択 欄 

HALNOTE バイ ンダ で 使用 する 機能 が 表示 され て いま す 。 
それ ぞ れ の 機能 た は 、 い くつ か の コマ ンド が あり 各 コ マン ド 
を 選択 ・ 分 岐 す る 働き が あり ます 。 

各 機能 が 指定 され る と 、 各 機能 の コマ ンド が 表示 され ます 。 
コマ ンド が 指定 され る と 、 各 コマ ンド 用 の 「 ウ ィ ン ド ウ 」 と 
呼ば れる 表示 欄 が 表れ ます 。 

また 、 タ イト ル メ ニュ ー と デス クア クセ サリ は 、 HALNOTE 
で 起動 する 各 ソ フト で は 共通 に 表示 され ます 。 

(タイ トル メニ ュー の 表示 内 容 は 、 各 アプ リケーション に よ 
っ て 異な り ま す ) 
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し ます 。 


れ て い 


X33 





(1) タ イト ル メ ニュ ー 
ディ スク ・ 印 刷 関係 ・ 終 了 な どの コマ ンド を 起動 する た め の 
メニ ュー を 出す と き に 使用 し ます 。 
HALNOTE の アプ リケーション で は 、 必 ず こ の タイ トル メ 
ニュ ー が あり 、 デ ィ ス ク ・ 印 刷 関係 ・ 終 了 な どの コマ ンド は 
この メニ ュー を 使用 し て 起動 で きま す 。 
また 、 通 常 の アプ リケーション で は 、 こ こ に 指定 きれ た ファ 
イル 名 が 表示 され て いま す 。 
バイ ンダ で は 以下 の コマ ンド が あり ます 。 


・ ド ライ ブ 指 定 (A, B) ・ 読 込 


・ 記 録 ・ デ スク トッ プ 状 態 の 保存 
・ デ ィ ス ク 状 態 ・ フ ォ ー マ ッ ト (B) 

・ 印 刷 形式 ・ 印 刷 

・ 終 了 


(2) デ スク アク セ サ リ 
デス クア クセ サリ を 起動 する た め の メ ニュ ー を 出す と き に 使 
用 し ます 。 
デス クア クセ サリ と は 、 現 在 実行 し て いる プロ グラ ム を 中 断 
し 、 時 計 や メモ 帳 な どの 簡単 な 処理 を 行う た め の ミ ニア プリ 
qd Ses Eg. 
また 、 現 在 の キー ボー ド の カナ キー・CAPS キー の ロッ ク 状 
態 を 表示 する よう に な っ て いま す 。 
デス クア クセ サリ に は 、 次 の よう な も の が あり ます 。 


・ カ レン ダ (スケ ジュ ー ラ )・ メ モ 


・ 時 計 ・ プ ブリ ンタ 設定 
・ 外 字 作 成 ・ 電 話 帳 
・ 単 語 登録 ・ 単 語 削除 
・ シ ステ ム 設 定 ・ 画 面 調整 
(3 編集 機能 
ファ イル 編集 に 使用 する コマ ンド が あり ます 。 
・ 削 除 8 (>A, >B) 
・ フ ァイル 名 変更 “移动 
・ 総 選択 
(4 道具 


HALNOTE 上 で 使用 する アプ リケーション を 選択 する メニ 
ュー を 出し ます 。 
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HALNOTE Ziz, KA 3 つが 標準 装備 され て いま す 。 


・「 筆 記 用 具 」( 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ ) 
・「 製 図 用 具 」 (図形 プロ セッ サ ) 
・「TED」( テ キス ト エ ディ タ ) 


また 、 ア プリ ケー ショ ン を シス テム ディ スク に 追加 する と 、 
この メニ ュー に 自動 的 に 追加 され る よう に な っ て いま す 。 


(5) 表 示 
ファ イル の 表示 方 法 を 変更 する コマ ンド が あり ます 。 
・ 表 示 変 更 ・ イ ン デ ックス 色 変 更 
ツー ト 機 能 
・ 五 十 音 ・ 種 類 
・ 日 付 ・ サ イズ 
(074237 
アイ コン 操作 に 関す る コマ ンド が あり ます 。 
・ ア イコ ン 変 換 ・ ア イコ ン 変 更 


ON- SRTM 
各々 の ファ イル が どの よう に 配置 され て いる か 、 ま た どの 
ー ジ を 開い て いる か な ど を 表示 し ます 。 















































イン デック スラ ベル (I) イン デック スラ ベル 
と 左 か ら 1 ペー ジ 目 、 2 ペー ジ 目 …… 5 ペー ジ 目 と 対応 し て 昔 
| Le り 、 こ こ を 指定 する こと で 開く ペー ジ を 選択 し ます 。 

LL 3 

て M 774^ (セル 

CCD| it 各 フ ァイル が 1 つ ず つこ の 四角 枠 に 配置 され ます 。 
セル の 色 は 開い て いる ペー ジ の ラベ ル と 同じ も の に な っ て ゆい 
X. 

(3) フ ァイル 名 


指定 し た ドラ イブ に 入っ て いる ファ イル 名 を 表示 し ます 。 

表示 する 位置 は 、 新 た に 変更 する まで は 変わ り ま せん 。 

※ ア イコ ン が 表示 され て いる と き は 、 拡 張子 は 表示 され ま 世 
ん 。 


拡張 子 を 表示 する 場合 は 、(6) ア イコ ン の チェ ッ ク マ ー ク を 
取っ て くだ さい 。 








> て い 


し ませ 


- ク を 


この 編 で は 「 バ イン ダ 』 の 各 機 能 を 実行 し て 「 バ 
イン ダ 」』 の 概要 を 説明 し ます 。 

準備 編 の 起動 の 章 を 参考 に し て 、HALNOTE を 起動 
し て くだ さい 。 

な お 、 こ の 編 は すべ て 、 マ ウス を 使っ た 方 法 で 説明 
educi d 

マウ ス を お 使い に な ら な い 方 は 、 準備 編 の 「 キ ー 
ボー ド の 役割 」 を お 読み な っ て か ら 始 め て くだ さ 
い 。 


バイ ンダ の 画面 が 表示 され た ら 準 備 完 了 で す 。 


| 
1 ディ スク の 整理 


1. ペー ジ 内 の ファ イル の 配置 


まず は 簡単 な ファ イル の 移動 を 行い ます 。 
移動 な ど フ ァイル ー つ 一 つ に 対し て 、 実 行き れる も の は すべ 
ファ イル の 指定 か ら 始 まり ます 。 





①、「AUTOEXEC」 の セル の 内 側 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ま 般 
「AUTOEXEC」 に 青色 の 反転 表示 が 付き ます 。 


AAUTOEXEC 


ファ イル が 指定 され る と 、 現 在 開け て いる ペー ジ の ラベ ル 色 者 
反転 表示 され ます 。 
一 度 指 定 さ れる と 、 バ イン ダ を 終了 する か 、 他 の ファ イル を 指 
am 定 す る まで は 、 反 転 表 示 は 消 を えま せん 。 
[3 Ed この こと を 確認 し て み ま し ょ う 。 


| | ② 黄 の イン デック スラ ベル を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
p= | | 2 ペー ジ が 開け られ ます 。 
CD | HALNOTE を 初め て 起動 し た 方 は 、 何 も 表示 され ませ ん 。 





青 の イ ン デ ックス ラベ ル を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
1 ペー ジ が 開け られ ます 。 
起動 時 の 状態 が 表示 され ます 。 





この よう に ペー ジ を 変え て も 反転 表示 は 変わ り ませ ん 。 


次 に この ファ イル の 配置 を 変え て み ま し ょ う 。 

現在 の 状態 で は せっ か く バ イン ダ を 使用 し て いる の に 、 見 に < 
K っ で いま す 。 

そこ で 多少 の 移動 を 行っ て 見 や すく し て み ま し ょ う 。 


※ デ ィ ス ク を 読み 書き し て いる 時 は 、 マ ウス カー ソル が 「②!」 
に 変わ り ま す 。 

これ は 、 デ ィ ス ク の 読み 書き を 行っ て いる の で 、 デ ィ ス ク 装 
置 に は 、 ふ ぶれ な いよ う 表 示し て いる も の で す 。 
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すべ て 
A>BACKUP 


し ます 。 


| 


ABACKUP , 


ル 色 で ニー og 
| 


ji 


ル を 指  — 


A»MSXDOS 
見 に < | 


FO 


スク 装 | A» BACKUP | 


※ な お 、 イ ン デ ックス ラベ ル の カラ ー を 変更 し た 場合 は 、 当 
然 説 明 し て いる 色 と は 変わ り ま す 。 


④「BACK UP」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「BACK UP」 が 反転 表示 され ます 。 


も う 一 度 「BACK UP」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
セル と 同じ 大 き さ の 四角 枠 が マウ スカ ー ソ ル の 位置 に 表示 さ 


れ ま す 。 
マウ ス を 動か す と この こと が は っ きり と 確認 で きま す 。 


⑥ マ ウス カー ソル を 動か し 、 ペ ー ジ 内 の 右上 端 の セル に 移動 し 
ます 。 
マウ ス の 動き に 合わ せ て 、 四 角 枠 も 同時 に 移動 し ます 。 


⑦ 左 クリ ッ ク し ます 。 
右上 端 に 「BACK UP」 が 移動 し ます 。 


ファ イル 位置 の 移動 は 上 記 の 通り で す が 、 フ ァイル 位置 の 交換 
も で きま す 。 


「MSX-DOS」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
ファ イル の 移動 と 同じ 様 に 実行 し ます 。 


⑨「BACK UP」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「MSX-DOS」 の 位置 と 「BACK UP」 の 位置 が 変換 され ま 
す 。 
ペー ジ 内 の ファ イル 配置 の 実行 方 法 は 以上 で す 。 
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練習 編 


2. ペー ジ 間 の ファ イル 配置 変更 


次 に 各 ペ ー ジ 間 へ ファ イル を 配置 する 方 法 で す 。 

特に 変わ っ た 方 法 が ある の で は な く 、 フ ァイル 位置 を 指定 する 
と き に 、 ペ ー ジ の 指定 も する こと で 各 ペ ー ジ が 開け られ る よう 
に な っ て いる の で す 。 

また 、 フ ァイル の 配置 換え を 行っ て も 「 デ スク トッ プ 状 態 の 傑 
存 」 を 実行 し な けれ ば 、 次 回 起動 し た と き に は 、 配 置 が 元 に 戻 
っ て し まい ます 。 

( 2 ファ イル の 操作 2. ファ イル 状態 の 保存 を 参照 ) 





① 青 色 の イン デック スラ ベル を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
1 ペー ジ が 表示 され ます 。 





②「 説 明 書 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 説 明 書 」 が 反転 し ます 。 





③「 説 明 書 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
セル 型 の 四角 形 が 表示 され ます 。 




















= | | ecd ④ 緑 色 の イン デック スラ ベル を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
3 ペー ジ 目 が 開け られ ます 。 


⑤ 左 上 端 の セル を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 説 明 書 」 が 2 ペー ジ 目 の 左上 端 に 移動 し ます 。 

※ フ ァイル の 配置 を 間違っ た 場合 、 こ の 時 点 で は 配置 が 固定 
され て いま せん 。 
HALNOTE を 終了 し た り 、 他 の ソフ ト か ら 再 び バ イン ダ に 
戻っ た 状態 で は 、 起 動 し た 時 と 同じ ファ イル の 配置 に 戻り 
ます 。 
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EY 
し る よう 


REDE 
が 元 に 戻 


ます 。 


ます 。 


办 固定 


A 
SCR?) 


| 


HALNOTE 


« B) 


{B} 


(A) 


3. ドラ イブ の 指定 








現在 表示 され て いる ファ イル は すべ て AF ドラ イブ の も の で す が 、 
今度 は B ド ライ ブ の 内 容 を 見 て み ま し ょ う 。 


①B ド ライ ブ に 準備 編 で 用 意 し た デー タデ ィ ス ク を 挿入 し ます 。 


②「 タ イト ル メ ニュ ー」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
タイ トル メニ ュー 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 





© [€«B»]J を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 

B ド ライ ブ の イン ジ ケ ー タ が 点灯 し 、 フ ァイル 表示 部 は セル 

の み 表 示さ れ ま す 。 

B ド ライ ブ に は ファ イル は 何 も な い の で 、 表 示 は 何 も あ り ま 

せん 。 

※ 1 ドライブ で お 使い の 方 は 、「 ディスク 交換 」 と いう メッ 
セー ジ が 表示 され ます の で 、 メ ッ セ ー ジ に し た が っ て フロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入れ 奉 え 、 リ ター ン キ ー を 押し て くだ さ 
い 。 こ の 機能 を 使用 する こと に より 、 1 ドラ イブ で も 仮想 
的 に 2 ドラ イブ と 同じ こと が で きま す 。 


(④「 タ イト ル メ ニュ ー」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
タイ トル メニ ュー 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 


⑤「 く A>」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
A ド ライ ブ の イン ジ ケ ー タ が 点灯 し 、A ド ライ ブ の ディ スク 
内 容 が 表示 され ます 。 


各 ド ライ ブ 内 の 内 容 を 知り た い 場 合 は 、 上 記 の よう に 実行 し ま 
Eg 
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Loo 


編 集 


HN (>B) 


4. B ド ライ プ に ファ イル の コピ ー を する 


他 の ドラ イブ の ディ スク に ファ イル を 複写 する こと も で きま す 。 
MSX-DOS の COPY コマ ンド と 同じ 働き を し ます 。 





①「 マ ッ プ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 マ ッ プ 」 を B ド ライ ブ に コピ ー し ます 。 


②「 編 集 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 編 集 」 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 


© [89 (>B) 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 

B ド ライ ブ の イン ジ ケ ー タ が 点灯 し 、 マ ウス カー ソル が 「③」 
に 変わ り 、 し ば らく し て 、 マ ウス カー ソル が 元 に 戻れ ば 、 コ 
ピー 完了 で す 。 

3. を 参考 に し て 、B ド ライ ブ の 内 容 を 確認 し て くだ さい 。 
「 マ ッ プ 」 が B ド ライ ブ の ディ スク に コピ ー さ れ て いる の が 
確認 で きま す 。 

1 ドラ イブ で お 使い の 方 は 、「 デ ィ ス ク 交 換 」 の メッ セー ジ に 
し た が っ て 、 フ ロッ ピー ディ スク を 入れ 換え て リタ ー ン キー 
を 押し て くだ さい 。 


ファ イル の 移動 ・ 複 写 に 関す る コマ ンド は 以上 で す 。 
使用 目的 別に ペー ジ 分 け を 行っ た り 、 ユ ー ザ ー の 皆さん の アイ 
デア し だ いで 、 ど の よう に も 配置 で きま す 。 


| IN) | 
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j@ ファ イル の 操作 | 


1. ファ イル 状態 の 確認 





ファ イル ー つ 一 つ に つい て の 情報 を 表示 する こと が で きま す 。 


きっ そく 実行 し て み ま し ょ う 。 


①「 マ ッ プ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 


「 マ ッ プ 」 の 内 容 を 見 て み ま し ょ 5. 


②「 タ イト ル メ ニュ ー」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
タイ トル メニ ュー 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 


⑨③「 記 録 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
画面 中 央 に 左 の よう な 表示 (ウツ ウィン ドウ) が 表れ ます 。 


④⑨ 確 認 が 終っ た ら 、 右 クリ ッ ク し ます 。 
ウィ ンド ウ が 画面 か ら 消 えま す 。 
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| CA» 


デス クト ッ プ の 保存 


k 


2. ファ イル 状態 の 保存 


以上 で ファ イル 関係 の コマ ンド の ほとん ど が 終わ り ま し た 。 
次 の 章 で は 他 の ソフ ト を 動か し た り 、 デ スク アク セ サ リ る 動か 
し た し まず 。 

た だ し 、 他 の ソフ ト を 動か す 場 合 に 気 を 付け な けれ ば な ら な い 
こと が 一 つ あ り ま す 。 

それ は 、 フ ァイル の 移動 で 各所 に 配置 し た ファ イル の 位置 は 、 
何 も し な いで 、 他 の ソフ ト を 起動 する と 、 バ イン ダ を 起動 し た 
と き の 状 態 に 戻っ て し まう と いう こと で す 。 

バイ ンダ を 起動 し た と き に いつ で も 、 現 在 指 定 し て いる 状態 で 
始め られ る よう に 、 現 在 の 状態 を ディ スク に 保存 し て お く 必 要 
が あり ます 。 





①「 タ イト ル メ ニュ ー」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
タイ トル メニ ュー 内 の コマ ンド が 表示 きれ ます 。 


②「 デ スク トッ プ の 保存 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
A ド ライ ブ に 書き 込み を 行い ます 。 
マツ ウ スカー ツル が 「③」 に 変わ り 、 し ば らく 〈《 す る と 、 マ ウス 
カー ソル が 元 に 戻り 、 書 き 込み 終了 で す 。 
これ 以降 は 新た に デス クト ッ プ 状態 の 保存 を 行う まで は 、 現 
在 の 状態 で バイ ンダ を 開始 し ます 。 
※ な お 、 2 章 で ここ まで の 機能 は 、MSX 一 DISK BASIC 及び 
MSX-DOS で 管理 され て いる ディ スク で も ご 利用 いた だ 
け ま す が 、 デ スク トッ プ の 保存 を する と 、 数 個 の ファ イル 
が で きま す の で 、 ご 注意 くだ さい 。 
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Lets 
を 動か 


な な いい 


置 は 、 
動 し た 


状態 で 
< 必要 


C 及び 
いた だ 
ァイル 


8 他 の ソフ ト の 起動 


新 規 


終了 し ます か 


は v いい え 





BR 習 編 





デス クト ッ プ 状態 を 保存 し て いま す の で 、 気 が ね な く 〈《 他 の ソフ 
ト を 起動 する こと が で きま す 。 
それ で は 『 ワ ー プ ロ 』 を 起動 し て み ま し ょ う 。 


①「『 道 具 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
HALNOTE か ら 起 動 す る ソフ ト の 一 覧 が 表示 され ます 。 


②「 筆 記 用 具 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
画面 が 消え 、 し ば らく する と 『 ワ ー プ ロ 』 の 画面 が 表示 され 
EUER 


今回 は 実際 に は 動か し ませ ん の で 、 こ の まま 終了 し ます 。 





⑨③「 タ イト ル メ ニュ ー」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
タイ トル メニ ュー 内 の コマ ンド が 表示 きれ ます 。 


④「 終 了 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
終了 確認 ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


⑤「 は い 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
『 ワ ー プ ロ 」』 を 終了 し 、『 バ イン ダ 」 が 起動 きれ ます 。 
さき ほど 、 指 定 し 、 状 態 を 保存 し て いま す の で 、 保 存 し た と 
き の 状態 で ファ イル の 配置 が な され て いま す 。 


HALNOTE 内 の ソフ ト は 必ず 、 バ イン ダ か ら 始 め 、 バ イン ダ に 


戻っ て き ます 。 
この こと を 覚え て お いて くだ さい 。 


33 


練 习 編 


4 デス クア クセ サリ 


1。 デス クア クセ サリ 


HALNOTE に は 、 デ スク アク セ サ リ と 呼ば れる も の が あり ま 
Er 

これ は 、 机 の 上 に ある カレ ンダ ー、 時 計 、 メ モ な ど を 画面 の 中 
で 取り 扱え る よう に し た も の で す 。 

まず 、 メ モ を 使っ て み ま し ょ う 。 





i ①「 デ スク アク セ サ リ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
p デス クア クセ サリ の 一 覧 が 表示 され ます 。 
Oo 


②「 メ モ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
Amt メモ が 画面 に 表示 され ます 。 


③「 終 了 」 す る と き は 、 右 クリ ッ ク し て くだ さい 。 
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回回 
E 





Iw] [4] [4] [8] [1] 
も りか ささ ん より で ん わあ り 


[BERE Lrochbho | 








d. PAD 


表示 され た メモ を 利用 し て 、 文 字 の 入力 を 行っ て み ま し ょ う 。 
入力 方 法 に は 「 か な 入力 」 と 「 ロ ー マ 字 入力 」 が あり ます が 、 
今回 は ロー マ 字 入力 を 行い ます 。 
※ シ ステ ム 設 定 で ロー マ 字 以外 に 変更 され て いる 方 は 、 ロ ー マ 
字 に 再 設 定 し て くだ さい 。 
また 、 日 本 語 変換 方 式 は 「 高 速度 」 の 設定 で 行っ て いま す 。 





① CAPS キー の ロッ ク 状 態 を 解除 し ます 。 

CAPS キー の イン ジ ケ ー タ が 点灯 し て いな けれ ば 、 ロ ッ ク 状 
態 が 解除 され て いま す 。 

CAPS キー が ロッ ク さ れ て いる 場合 は 、CAPS キー を 押し 
て 、 ロ ッ ク 状 態 を 解除 し て くだ さい 。 

※ イ ンジ ケー タ の な い 機 種 の 場合 は 、、 デ スク アク セ サ リ の 表 

示 が 「abc」 に な れ ば 結構 で す 。 





② か な キー を 押し 、 ロ ッ ク し ます 。 
か な キー の イン ジ ケ ー タ が 点灯 し て いれ ば 、 ロ ッ ク 状 態 で す 。 
※ イ ンジ ケー タ の な い 機 種 の 場合 は 、、 デ スク アク セ サ リ の 表 
示 が 「 か な 」 に な れ ば 結構 で す 。 


これ で ロー マ 字 入力 状態 に な り ま す 。 


③ 左 の 通り に キー を 押し ます 。 
間違え た 場合 は 、BS キー を 押せ ば 、 間 違え た 場所 まで カー ソ 
ル が 移動 し ます の で 、 入 力 し 直し て くだ さい 。 
「 も りか ささ ん より で ん わあ り 」 と 反転 表示 され ます 。 


④ ス ペー スキ ー を 押し ます 。 
漢字 と か な が 混じっ た 文 (漢字 か な 混じり 文 ) が 表示 され ま 
EX 
EDA TRPIA EO, 上 表示 过 机 VW 主 二 。 
これ で は 正しく 変換 され て いま せん の で 、 正 し く 直 し ます 。 


※ 学 習 機 能 ( 3 章 文字 入力 編 参照 ) に より 、 同 じ 漢 字 が 表示 さ 
れ な いこ と が あり ます 。 
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SD で ん わり | ⑧⑮ー*ー を 押し て 変換 対象 に な る 文字 を 指定 し ます 。 春 
j 「 も り 」 が 反転 表示 され 、 残 り の 文字 に は アン ダー ライ ン が だ s 
引か れ ま す 。 一 
| 「 森 」 と 表示 され る まで 、 ス ペー スキ ー を 押し て くだ さい 。 & 
| BADALI cubi Q r 森 ) 上 变换 六 机 大 户 、 1 キー を 押し ます 。 キー 
a r 森 1 DUMEEL. MEDA k VERR LERIN, EW] 
が 反転 表示 され ます 。 
この 状態 で は 変換 対象 文字 は 「 か さき 」 で す の で 、「 か さき 」 が だ 
け に し ます 。 
条 六 Ak THAD ⑧⑤~⑦ を 参考 に し て 、「 か き 」 の み を 変換 対象 文字 に し 、「 等 」 
と 確定 し て くだ きい 。 
森 笠 さん より 電話 あり 画 ⑨⑤ー の ⑦ を 参考 に し て 、「 さ ん より で ん わあ り 」 を 「 さ ん より 電 
話 あ り 」 に と 確定 し ます 。 
^x z 
PES CREUSE ⑩ リ ター ン キ ー を 押し ます 。 
次 の 行 に カー ソル を 移動 し ます 。 


⑪ か な キー を 押し 、 か な キー の ロッ ク を 解除 し ます 。 
か な キー の イン ジ ケ ー タ が 消灯 し ます 。 
この 状態 で 英字 入力 に な り ま す 。 
※ イ ンジ ケー タ が な い 機 種 の 場合 は 、 デ スク アク セ サ リ の 表 
示 が 「abc」 に な れ ば 結構 で す 。 


| 


o 


プッ 
(2CAPS キー を 押し 、 ロ ッ ク し ます 。 
CAPS キー の イン ジ ケ ー タ が 点灯 し ます 。 
Pi (ABC ^ VE ih : 
※ イ ンジ ケー タ が な い 機 種 の 場合 は 、 デ スク アク セ サ リ の 表 
| 0 | 示 が 「ABC」 に な れ ば 結構 で す 。 
X 


⑬ 左 の 通り に キー 5 
pige eiri 
| 森 答 攻 人 上 0 电话 为 0 | 
CA —— | 
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La - ⑬⑳ リ ター ン キ ー を 押し ます 。 
きき さん より 電話 あり inn bu 
HALM 入力 し た 文字 を その まま 確定 する 場合 は 、 文 字 入 力 後に リタ 


ー ン キー を 押し ます 。 


EXAM り 電話 あ り ⑮③-⑦ を 参考 に し て 、「 へ で ん わ 」 と 入力 し 、「 へ 電話 」 と 確 
定 し て くだ さい 。 
HALSKE 


; 以上 で 文字 入力 は 終了 し ます 。 
メモ 機能 を 終了 し ます 。 


ン が 


い 。 


⑯ 右 クリ ッ ク し ます 。 
メモ の 内 容 を ディ スク に 書き 込み ます 。 
し ば らく する と 、 メモ ウィ ンド ウ が 画面 か ら 消え ます 。 





メモ が 入力 され て いる か 確認 する 場合 は 、 も う 一 度 メモ 機能 を 
実行 し ます 。 

バイ ンダ の 操作 の 一 部 を 実行 し まし た が 、 こ の 編 で 説明 し た 機 
能 ・ コ マン ドド は バイ ンダ の ほん の 一 部 で す 。 

機能 編 を ご 覧 に な れ ば 、 全 て の 機能 ・ コ マン ド が 説明 され て い 
ます の で 、 一 読 し た 後 、 も う 一 度 こ の 編 を 読め ば 、 機 能 に つい 
て よ り 一 層 理 解 が 深まる で し ょ Jo 


の 表 


DR 
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rm moms MEMO Wah EES EER e Wd R4 Rd 9 99999 9 9 9 9 94 999 RD A M V ar id. 
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ーー テー テー マー テー テー テーーーーーーーーーーーー ャ ーーーーーーー ニ ーーーーーー ニ ーーー ニー ニー テー ニー ニーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニニ ニニ ニニ ーー ニニ ニニ ーーー 


Mu に ここ ゴーゴ ニコ ニコ ニオ ニニ ニオ テテ デー テニ デイ デマ デイ デイ ドー デイ デマ デイ デイ デイ で で デデデ マデ デニ テーオー テイ テオ イデ デオ デイド マデ や ピュ 
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1 ガ な 入力 ・ ロ ー マ 字 入力 の 設定 





JISE 列 
五 十 音 配 列 


k 


文字 入力 に は 、「 ひ ら が な 」「 カ タカ ナ 」「 英 字 」「 漢 字 」 の 4 種 
類 が あり 、 こ れ ら の 文字 は 、CAPS キー と か な キー の 組合 せ に 
よっ て 、 同 じ 文 字 キ ー よ り 入 力 で きま す 。 

また 、 文 字 入 力 中 は 、 す で に ある 文章 中 に 新しく 文字 を 入力 す 
る と 、 文 章 の 途中 に 自動 的 に 挿入 され る イン サー トモ ー ド に 
な っ て いま す 。 


か な の 入力 に は 、 か な 入力 と 、 ロ ー マ 宇 入力 が あり ます 。 

か な キー の 操作 に な れ て いる 方 は か な 入力 を 、 英 字 キ ー の 操作 
に な れ て いる 方 は ロー マ 字 入力 を お すす めし ます 。 

た だ し 、 か な キー が ロッ ク さ れ て 、「 か な 」 を 入力 する 状態 で な 
けれ ば 、 す べ て 英字 に な っ て し まい ます の で 、 か な 入力 設定 ウ 
ィ ン ド ウ で か な の 入力 が 設定 され た 後 、 必 ず 、 か な キー を ロッ 
ク し て お きま す 。 


人 @ か な 入力 
キー ボー ド に 表示 され て いる 文字 キー に 対応 し た 「 か な 」 の 
入力 方 法 で す 。 
か な 入力 に は 、 五 十 音 配 列 方 式 と JIS 配列 方 式 が あり ます 。 
キー ボー ド を 見 な が ら 入 力 を 行う 場合 に は 、 お 持ち の コン ピ 
ュー タ の 設定 に 合わ せ て お いて くだ さい 。 
また 、 お 持ち の コン ピュ ー タ の キー ボー ド 配 列 と 異な っ た 方 
式 を 設定 する こと も で きま す 。 ( 五 十 音 配列 で JIS 設定 、JIS 
配列 で 五 十 音 設 定 ) 


①「 デ スク アク セ サ リ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
デス クア クセ サリ の 一 覧 が 表示 され ます 。 


②「 シ ステ ム 設 定 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
シス テム 設定 ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


③ 入 力 する 方 式 を 選択 し ます 。 
五 十 音 配列 方 式 を 選択 する 場合 は 「 五 十 音 配列 」 を JIS 配列 
方 式 を 選択 する 場合 は 、「JIS 配列 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し 
id. 
指定 され た か な 入力 方 式 に 設定 きれ ます 。 


か な キー を 押し 、 か な キー を ロッ ク し ます 。 
か な キー の イン ジ ケ ー タ が 点灯 し て いれ ば 、 ロ ッ ク 状 態 で すず 
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雪人 


J* 
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な だ 方 
JIS 





AVATAR 定 
k 
ロー マ 字 


これ 以降 は か な 入力 方 式 で 入力 され ます 。 
※ イ ンジ ケー タ が な い 機 種 の 場合 は 、、 デ スク アク セ サ リ の 表 
示 が 「 か な 」 に な れ ば 結構 で す 。 


@ ロ ー マ 字 入力 
ロー マ 字 入力 と は 、 英 字 キ ー の 組合 せ に よっ て ロー マ 字 読み 
を 行い 、 そ れ を か な と 判断 する 方 法 で す 。 
WIF, K, I と キー を 押す と 、「 き 」 と 入力 され ます 。 
ロー マ 字 の 対応 に つい て は 、 付 録 の 「 ロ ー マ 字 ・ か な 一 覧 」 
を 参考 に し て くだ さい 。 


①「 デ スク アク セ サ リ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
デス クア クセ サリ の 一 覧 が 表示 され ます 。 


②「 シ ステ ム 設 定 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
シス テム 設定 ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


③「 ロ ー マ 字 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク \ し ます 。 
ロー マ 字 入力 に 設定 され ます 。 


(か な キー を 押し 、 か な キー を ロッ ク し ます 。 
か な キー の イン ジ ケ ー タ が 点灯 し て いれ ば 、 ロ ッ ク 状 態 で す 。 
これ 以降 は ロー マ 字 入力 方 式 で 入力 され ます 。 
※ イ ンジ ケー タ が な い 機 種 の 場合 は 、、 デ スク アク セ サ リ の 表 
示 が 「 か な 」 に な れ ば 結構 で す 。 


か な を 入力 する と 必ず 、 ひ ら が な また は カタ カナ で 表示 し ます 。 
入力 し た 文字 を その まま 使用 する 場合 に は 、 入 力 時 点 で ひら が 
な 、 ま た は カタ カナ の どちら か の 入力 方 法 を 設定 し て お くく 必要 
が あり ます 。 
ひら が な ・ カ タカ ナ の 設定 は CAPS キー の ロッ ク 状 態 に よっ て 
変わ り ま す 。 


41 








2 ひら が な ・ カ タカ ナ 
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@ ひ ら が な の 入力 


① CAPS キー の ロッ ク が 解除 きれ て いる こと を 確認 し ます 。 
CAPS キー の イン ジ ケ ー タ が 消 条 し て いる 状態 で す 。 
CAPS キー の ロッ ク が 解除 きれ て いれ ば 、 ひ ら が な 入力 状態 
で す 。 
※ イ ンジ ケー タ が な い 機 種 の 場合 は 、 デ スク アク セ サ リ の 表 
示 が 「 か な 」 に な れ ば 結構 で す 。 


② 文 字 キ ー を 押し ます 。 
入力 され た 文字 が ひら が な で 反転 表示 され ます 。 


リタ ー ン キー を 押し ます 。 
入力 され た 文字 が 確定 され ます 。 


@ カ タカ ナ の 入力 


① CAPS キー を ロッ ク し ます 。 
CAPS キー の イン ジ ケ ー タ が 点灯 し ます 。 
CAPS キー が ロッ ク さ れ て いれ ば 、 カ タカ ナ 入 力 状態 で 
※ イ ンジ ケー タ が な い 機 種 の 場合 は 、 デ スク アク セ サ リ の 表 
示 が 「 カ ナ 」 に な れ ば 結構 で す 。 


② 文 字 キ ー を 押し ます 。 
入力 し た 文字 が カタ カナ で 反転 表示 され ます 。 


③ リ ター ン キ ー を 押し ます 。 
入力 され た 文字 が 確定 きれ ます 。 

※ SHIFT キー を 使う と 、CAPS キー の ロッ ク が 解除 され て い 
る と 、 カ タカ ナ が 入力 で き 、 ロ ッ ク さ れ て いる と ひら が な が | 
入力 で きま す 。 
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ひら が な で 入力 し た 文字 を カタ カナ に し た い 場 合 や 、 カ タカ ナ 
で 入力 し た 文字 を ひら が な に し た い 場 合 に は それ ぞ れ の 方 法 が 
あり ます 。 


ひら が な ーー カタ カナ 


入力 され た 文字 を ひら が な か ら カ タカ ナ へ 、 ま た 、 カ タカ ナ か 
ら ひ ら 6 が な へ 変え る 場合 に は 、TAB キー を 押し ます 。 

また 、 一 度 ど ちら か に 変換 し た 文字 を 再び 変換 前 の 状態 に 戻す 
こと も で きま す 。 

ひら が な また は カタ カナ に 変換 する 文字 は 、 反 転 表 示さ れ て い 
る 変換 対象 文字 で 、 か な で 入力 され た だ (か な 入力 ・ ロ ー マ 字 入 
H) 文字 に 限り ます 。 


① か な で 文字 を 入力 し ます 。 
入力 され た 文字 が 反転 表示 され ます 。 


② TAB キー を 押し ます 。 
ひら が な で 入力 され た 文字 は カタ カナ に 、 カ タカ ナ て で 入力 さき 
れ た 文字 は ひら が な に 替わり ます 。 
切り 替わっ た 文字 を 元 に 戻し た い 場 合 は も う 一 度 TAB キー 
を 押し ます 。 


③ ひ ら 6 が な まだ は カタ カナ が 決定 し た ら 、 リ ター ン キ ー を 押し 
d 


る @ ひ ら が な つっ カタ カナ 


ひら が な て 入力 し た 文字 を カタ カナ に 変換 し た い 場 合 は 、 
CTRL 十 I を 押し ます 。 

カタ カナ に 変換 する 文字 は 、 反 転 表示 され て いる 変換 対象 文 
字 で 、 か な で 入力 され た (か な 入力 ・ ロ ー マ 字 入力 共に ) OX 
字 に 限り ます 。 


① か な で 文字 を 入力 し ます 。・ 
入力 され た 文字 が 反転 表示 され ます 。 


Q CTRL 二 I を 押し ます 。 
反転 表示 され て いた 文字 が カ ダ カ ナ に な り ま す 。 
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9@ カ タカ ナー ひら が な 


ES 


カタ カナ で 入力 され た 文字 を ひら が な に 変換 し た い 場 合 は 、 
CTRL+U を 押し ます 。 

ひら が な に 変換 する 文字 は 、 反 転 表 示さ れ て いる 変換 対象 庄 
字 で 、 カ ナ で 入力 され た (か な 入力 ・ ロ ー マ 字 入力 共に ) OX 





字 に 限り ます 。 
[ナリ ヒラ | ] ① み カナ で 文字 を 入力 し ます 。 
s 入力 され た 文字 が 反転 表示 され ます 。 








m es Q CTRL-U を 押し ます 。 
反転 表示 され て いた 文字 が ひら が な に な り ま す 。 


な り ひ ら 








合 | ` 


9 


対象 二 


4e) 2 








abc 


Bos ("v 
WE 0 





— 





UNESCON 


GEI) 


4 英字 を 入力 する に は 


英字 に は 大 文字 と 小文字 が あり ます 。 

大 文字 と 小文字 の 切り 替え は 、CAPS キー の ロッ ク 状 態 で 決ま 
り ま す 。 

CAPS キー が ロッ ク さ れ て いる と 英 大 文字 に 、 ロ ッ ク が 解除 さ 
れ て いる 場合 は 、 英 小文字 に な り ま す 。 

CAPS キー が ロッ ク さ れ て いる 状態 で 、SHIFT キー を 押し な 
が ら 6 英字 キー を 押す と 英 小 文字 が 、 ロ ッ ク が 解除 きれ て いる 状 
ET, SHIFT キー を 押し な が ら 6 英字 キー を 押す と 英 大 文字 が 


- 入 力 き され ます 。 


また 、 こ の 時 は か な キー が ロッ ク さ れ て いな いこ と を 確認 し て 
pir. m 

か な キー が 押さ れ て いる と か な 入力 状態 に な っ て 、 英 字 を 入力 
する こと が で きま せん 。 


@ 英 大 文字 の 入力 


① か な キー の ロッ ク が 解除 きれ て いる こと を 確認 し ます 。 
か な キー の イン ジ ケ ー タ が 消灯 し て いる 状態 で す 。 
英字 入力 状態 に し ます 。 
※ イ ンジ ケー タ が な い 機 種 の 場合 は 、、 デ スク アク セ サ リ の 表 
示 が 「abc」 に な れ ば 結構 で す 。 


CAPS キー を ロッ ク し ます 。 

CAPS キー の イン ジ ケ ー タ が 点灯 し ます 。 

大 文字 入力 状態 に し ます 。 

※ イ ンジ ケー タ が な い 機 種 の 場合 は 、、 デ スク アク セ サ リ の 表 
示 が 「ABC」 に な れ ば 結構 で す 。 


③ 文 字 を 入力 し ます 。 
入力 され た 文字 が 英 大 文字 で 入力 され ます 。 
この 状態 で SHIFT キー を 押し な が ら 、 各 英字 キー を 押す と 、 
英 小文字 が 入力 され ます 。 


④ リ ター ン キ ー を 押し ます 。 
入力 され た 文字 が 確定 され ます 。 


45 








⑧ 英 小文字 の 入力 


① か な キー が ロッ ク さ れ て いな いこ と を 確認 し ます 。 
か な キー の イン ジ ケ ー タ が 消灯 し て いる 状態 で す 。 
英字 入力 状態 に し ます 。 
※ イ ンジ ケー タ が な い 機 種 の 場合 は 、 デ スク アク セ サ リ の 表 
示 が 「ABC」 に な れ ば 結構 で す 。 


Q CAPS キー が ロッ ク さ れ て いな いこ と を 確認 し ます 。 
CAPS キー の イン ジ ケ ー タ が 消灯 し て いる 状態 で す 。 
文字 入力 状態 に し ます 。 
※ イ ンジ ケー タ が な い 機 種 の 場合 は 、 デ スク アク セ サ リ の 表 
示 が 「abc」 に な れ ば 結構 で す 。 


③ 文 字 を 入力 し ます 。 
入力 され た 文字 が 英 小 文字 で 入力 され ます 。 
この 状態 で SHIFT キー を 押し な が ら 、 各 英字 キー を 押す x. 
英 大 文字 が 入力 され ます 。 


(リターン キー を 押し ます 。 
入力 され た 文字 が 確定 され ます 。 
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す と 、 


5 漢字 を 入力 する に は 


漢字 を 入力 する に は 、 漢 字 の 読み を 入力 し 、 ス ペー スキ ー を 押 
し て 漢字 (か な 混じり 文 ) に 変換 し ます 。 

漢字 の 読み は ひら が な ・ カ タカ ナ で 入力 し ます 。 

1 つの 文章 を 区 切っ た と き の 最 小 単位 (文節 ) ご と に 漢字 変換 
を 行い ます 。 

この こと を 文節 変換 と いい 、HALNOTE で は いく つか の 文節 
を 同時 に 入力 し て 漢字 か な 混じり 文 に 変換 で きま す 。 

これ を 連 文 節 変換 と いい ます 。 


ひら が な ・ カ タカ ナ ・ 英 字 の 場合 は 、 そ れ ぞ れ の 文節 (文章 ) 
ご と に 入力 する の で 、 文 字 が 入力 され た と き に 文字 の 確定 ( リ 
ター ン キ ー を 押す こと ) を 行っ て きま し た が 、 漢 字 か な 混じり 
文 を 確定 する に は 、 文 章 の 切れ 目 (文節 ) ご と に 確定 を 行っ て 
いき ます 。 

文節 は 変換 後に 反転 表示 され 、 そ れ に 続く 文字 は 、 ア ンダ ー 
ライ ン が 表示 され ます 。 

文節 ご と の 確定 に は 、 カ ー ソ ルキ ー (4) を 使用 し ます 。 

! キー が 押さ れる と 、 現 在 変換 対象 に な っ て いる 文節 が 確定 さ 
れ 、 次 の 文節 の 変換 が 反転 表示 され ます 。 

全て の 変換 対象 文字 が な く な る まで この 動作 を 続け ます 。 
また 、! キー の 代わ り に CTRL+N で も 同じ 働き を し ます 。 


X HALNOTE は 、 変 換 す る 漢字 ( 語 ) に 、 優 先 順位 を 決め て いま 
す 。 
これ は 、 一 度 使用 し た 漢字 ( 語 ) を 覚え て いて 、 次 の 同じ 読 
み を 入力 し て 、 変 換 を 行う と 、 第 一 候補 と し て 最初 に 表示 す 
る し くみ に な っ て いま す 。 
この こと を 「 学 習 機能 」 と いい 、 よ く 使 用 する 漢字 (B) は 、 
いつ も 最初 に 変換 され る と いう 便利 さ が あ り ま す 。 
この た め 、 サ ンプ ル と 同じ 変換 を 行わ な い 場 合 が あり ます 。 
また 内 部 の 処理 に より 、 い ちがい に すべ て の 文字 が 学習 され 
る わけ で は あり ませ ん 。 
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[EST | OFEA 


入力 され た 文字 が 反転 表示 され ます 。 











[EXE ナム F- | スペ ー ス キー を 押し ます 。 
BALIE LLLE ] 入力 され た 文字 が 漢字 か な 混じり 文 に 変換 され ます 。 





全て の 変換 が 正しい 場合 と 、 一 部 の 変換 が 違う 場合 と が あり ま 
す の で 、 そ れ ぞ れ の 場合 に 合わ せ て お 読み くだ さい 。 


・ 全 て の 変換 が 正しい 場合 


DREK 、 ⑬ 正 し く 入 力 さ れ て いれ ば リタ ー シ キ ー を 押し ます 。 TA 
PDurGneZscusymN 反転 表示 され て いた 文字 が 確定 され ます 。 S 











・ 一 部 の 変換 が 違う 場合 E 
Zn 3 * ーー ビー ョ せ 
UDszus だ ⑨⑧ 変 換 が 正しい 文節 は ! キー を 押し て 確定 きせ ます 
ü Ezi 
zonžu BEIA aun TU HET, 
科学 な | 同音 異義 語 が 表示 され ます 。 
正しい 漢字 に 変換 され る まで スペ ー ス キー を 押し 続け ます 。 
た だ し 、 読 み に 対 する 語 が な く な る と 、 文 節 を 短く 切っ て 再 
び 変換 を 行い ます 。 = は | 





スペ ー ス キー を 押し 続け て も 確定 し た い 文字 が な い 場 合 は 、 
OBERE 読み を 変え て 再び 変換 を 行っ て くだ きい 。 


⑤ 他 の 文節 で も 変換 され た 文字 が 違う 場合 に は 、③ か ら 再 び 行 
っ て くだ さい 。 
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念 文節 の 区 切り が 正しく な い 場 合 


文節 の 切れ 目 が 正しく な いと 正しく 変換 され な いこ と が あり 
ます 。 

その よう な 場合 に は 文節 の 切り 直し を 行い ます 。 

文節 の 切り 直し に は カー ソル キー (>) を 使用 し ます 。 
キー を 押す と 、 現 在 、 変 換 対象 と な っ て いる 読み の 部 分 
(反転 表示 が ある 部 分 ) を 左 に 一 つ ず らし ます 。 





m CTRL-K また は CTRL+S で も 一 キー と 同じ 動作 を 行い 
ま E 
っ キー を 押す と 、 現 在 、 変 換 対象 文字 と な っ て いる 読み の 部 
分 を 有 有 に 一 つ ず らち し ます 。 
E CTRL+L また は CTRL+D で も っ キー と 同じ 動作 を 行い 
回 部 屋 に は 行っ た ます 。 
① 文 字 を 入力 し て 、 漢 字 変 換 を 行い ます 。 
RMR 
@ 文 節 の 切り 方 が 正しく な い 部 分 まで 、! キー を 押し ます 。 
変換 が 正しい 部 分 は 確定 させ ます 。 
③ 文 節 の 区 切り を 直し ます 。 
$5. 変換 対象 文字 を 短く する 場合 は 、、ー キ ー を 押し ます 。 
(Tx 変換 対象 文字 を 長く する 場合 は 、 つ キー を 押し ます 。 
- EGET TRA 27 
CU ④ ス ペー スキ ー を 押し ます 。 
再び 変換 を 行い ます 。 
+ び 行 
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@ 文字 の 修正 方 法 


明日 まで に は 図る で し ょ うー 
明日 まで に 図る で し ょ う 





明日 まで に は 来る で し ょ う | 


| 
| 明日 まで に 図る で し ょ う 





入力 途中 で 文字 入力 の 間違い に 気付 いた 場合 と 、 入 力 を 確定 し 
た 後に 文字 入力 の 間違い に 気付 いた 場合 が あり ます 。 

入力 確定 で は BS キー と DEL キー を 使用 し て 文字 の 削除 が 行 
ぇ ます が 、 入 力 途中 で は 、BS キー の み 使 用 し ます 。 

また 、 文 字 の 追加 に つい て は 、 ど の 様 な 状態 で も イン サー トモ 
ー ド に な っ て いる の で 特に 意識 する 必要 は あり ませ ん 。 

た だ し 、 漢 字 変換 中 (変換 対象 文字 が ある 場合 ) に は 、 各 キー 
の 使用 方 法 が 異な っ て いる の で 、 文 字 修正 を 行い た い 場 合 は 、 
BS キー を 近 し て 、 変 換 作業 を 一 時 中 断 し て か ら 行 っ て くだ さ 


Mas 
人 @ BS キー を 使用 する 方 法 


カー ソル の 直前 の 文字 を 削除 する 場合 に 使用 し ます 。 


① カ ー ソ ルキ ー で 削除 し た い 文 字 の 後 ( 右 ) に 、 カ ー ソ ル を 移 
動 し ます 。 


@ BS キー を 押し ます 。 
カー ソル が 一 つつ 前 に 移動 し 、 カ ー ソ ル の 前 ( 左 ) に あっ た 文 


字 が 削除 され 、 そ れ に 続く 文字 が 前 に 一 つ ず つ 詰 め ら れ ま 


@ DEL キー を 使用 する 方 法 


カー ソル の 位置 に ある 文字 を 削除 する 場合 に 使用 し ます 。 
① カ ー ソ ルキ ー て で 削除 し た い 文 字 に 、 カ ー ソ ル を 移動 し ます 。 


Q DEL キー を 押し ます 。 
カー ソル の 位置 に あっ た 文字 が 削除 され 、 そ れ に 続く 文字 が 
前 ( 左 ) に 一 つ ず つ 詰 め ら れ ま す 。 


50 
















定 し @ 文 字 の 挿入 
が 行 に NC - 入力 し 忘れ た 文字 を 追加 挿入 し ます 。 

日 は パー ティ ー だ 較 " 
トモ 
- - = ーッ 忘れ た 人 後に a 
: TODEA ① カ ー ソ ル を 入力 し 忘れ た 位置 の 後に 移動 し ます 
だ さ 

E 5 : ② 文 字 を 入力 し 、 変 換 ・ 確 定 を 行い ます 。 

い 欠 一 テイ ー た 

ux veli c7 カー ソル 位置 に 追加 きれ た 文字 が 挿入 きれ ます 。 
を 移 
fea 
ます 。 
Eb: 
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3 - 
7 半角 文字 | 


4 EXCAJLC&RZEHGid-ecERBCEMWHIEXAAXERSC 
S a 

IAJATAPUC,. BüsDURÉGCEOEAOKERBSOXUEUEBX 
字 と いい ます 。 

MSX 一 DOS な ど で て 入 力 する 文字 は すべ て 、 こ の 半角 文字 で 圭 
HALNOTE で は いっ た ん 入力 し た 文字 を 半角 に する こと で 壮 
角 文 字 を 入力 し ます 。 

特に バイ ンダ の 表題 変更 コマ ンド を 行う 際 に 、 半 角 文 字 で 入力 
し た い 場 合 に 使用 する と 良い で し ょ う 。 

入力 し た 文字 を 半角 に 変換 する に は 、SHIFT 二 TAB また は 
CTRL 十 O を 押し ます 。 

全角 文字 を 半角 に で きる の は 反転 され て いる 文字 の み で 、 ス ペ 
ー ス キー を 押し て 変換 対象 文字 が ある 場合 、 変 換 対象 文字 の み 
を 変換 し ます 。 

※ ひ ら が な の 半角 文字 に は 変換 で きま せん 。 





SUNDA'Y| — ⑦ 文 字 を 入力 し ます 。 
— ーーーーーーーーー「 入力 きれ た 文字 が 反転 表示 され ます 。 





[ET ーー ーー | Q)SHIFT-- TAB また は CTRLT+O を 押し ます 。 
s 反転 表示 され て いた 文字 が 半角 文字 に な り ま す 。 
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[89 英字 変換 





ロー マ 字 入力 で 入力 され た 文字 を 英字 に 戻し た いひ 場合 、 英 字 入 
力 に 戻さ きず に 、 英 字 に 変換 で きま す 。 

例え ば 、 ロ ー マ 字 入力 中 に 英字 で 「NOTE」( 表 示 上 は 「 の て 」 
と な り ま す ) と 入力 し た い 場 合 に 、 英 字 入力 状態 に せ ず に 入力 
し 、CTRL+P を 押す と 、「NOTE」 と な り ま す 。 

か な が 英字 に 変換 で きる の は 、 ロ ー マ 宇 入力 を 行っ て いる と き 
の み で す 。 


j ① ロ ー マ 午 入力 で 文字 を 入力 し ます 。 
入力 され た 文字 が ひら が な で 反転 表示 され ます 。 


NOTE] — 7] CTRL+P を 押し ます 。 
反転 され て いた 文字 が 押さ れ た 英字 キー の まま に な り ま す 。 
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文字 入力 編 


9 


记号 入 力 














前 候補 次 候補 早送り 


«4221» » 


X—m—FEizZzvesOK. >E) BAHAT ho rok 
字 や ゃ 外字 (外字 作成 参照 ) な ど を 入力 し た い 場 合 に 記号 入力 を 
行い ます 。 

記号 入力 は 、 漢 字 ROM に 登録 きれ て いる 文字 を すべ て 取り 昌 
すこ と が で きま す 。 

CTRL 十 @ を 押す と 、 記 号 入力 ウィ ンド ウ が 表示 され 、 記 号 入 有 
ウィ ンド ウ の 各 機 能 を 使用 し ます 。 


記号 入力 ウィ ンド ウ 


| 文字 選択 部 

ここ に 表示 され て いる 文字 か ら 入 力 し た い 文 字 を 選択 し ます 
カー ソル が ある 文字 が 選択 され ます 。 

表示 され て いる 文字 の 中 に 入力 し た い 文 字 が な い 場 合 は 、 決 
候補 、 前 候補 、 早 送 り 、 早 戻し (表示 変更 機能 ) を 使用 し 、 
表示 を 変更 し ます 。 


|| 表示 変更 

次 候補 、 前 候補 、 早 送り 、 早 戻し の 各 機 能 を 総称 し て 「 表 示 
変更 」 と いい ます 。 こ れ ら は 、 文 字 選 択 部 に 表示 され て いる 
文字 を 他 の 文字 に 変え る た め に 使用 し ます 。 


・ 次 候補 

表示 さき され て いる 文字 を 順番 に 10 個 ずつ 、 コ ー ド の 大 きい 方 
へ 表示 を 変え ます 。 

例え ば 現在 「"* 1777 7^ ヽ ゝ 」 と 表示 され て いる 場 
合 に 、 次 候補 を 指定 する と 、「 ゞ / 全 々 〆 〇 ーー- ゞ 」 と 表 尿 
され ます 。 

キー ボー ド の み で 操作 し て いる 方 は ! キー で 対応 され て ゆい 
ます 。 
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表示 
いる 


aH 


535 
n 


て い 


・ 前 候補 


表示 され て いる 文字 を 順番 に 10 個 ずつ 、 コ ー ド の 小さ いひ 方 
へ 表示 を 変え ます 。 


ニン ~ スーー 


例え ば 現在 「"“* ー ヽ で ゞ 」 と 表示 され て いる 場 
合 に 、 次 候補 を 指定 する と 、「 、。,.・: : ? !」 と 表示 さ 
れ ま す 。 


キー ボー ド の み で 操作 し て いる 方 は 1 キー で 対応 され て い 
まず 。 


・ 早 送り 


表示 され て いる 文字 の 次 の 分 類 の 先頭 に 表示 を 変え ます 。 
記号 や 文字 は それ ぞ れ 下記 の よう な 分 類 と 、 表 示 順 番 が あ 
り 3$). 


記号 o 英 数字 っ ひら が な つ カタ カナ > 
ギリ シャ 文字 > ロシア 文字 > 外字 > 第 一 水準 
漢字 ( あ 行 か 行 … わ 行 ) > 第 二 水 準 漢字 (コー ド 5020、 
5120……) 一 记号 (以下 同じ ) 


早送り は この 分 類 の 先頭 ご と に 表示 を 変え ます 。 
例え ば 現在 「 、。,.・: : ? 1」 と 表示 され て いる 場合 、 
早送り を 指定 する と 「01234567 89」 と 表示 され 
d. 

キー ボー ド の み で 操作 し て いる 方 は SHIFT+ | キー で 対 
応 さ れ て いま す 。 





RL 


表示 され て いる 文字 の 前 の 分 類 の 先頭 に 表示 を 変え ます 。 
後 戻 し も 前 送り 同様 、 各 分 類 の 先頭 ご と に 表示 を 変え ます 。 
例え ば 現在 「012345678 9」 と 表示 され て いる 場 
合 、 後 戻し を 指定 する と 「 、。,、・: : ? 1」 と 表示 され 
ds 

キー ボー ド の み で 操作 し て いる 方 は SHIFT+ 1 キー で て 対 
応 さ れ て いま す 。 
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L_ |B 


岬 コー ド 表 示 (コー ド 体 系 変更 ) 
カー ソル の ある 文字 (指定 され て いる 文字 ) の コー ド を 表 
示し ます 。 
各 コ ー ド の 番号 か ら 文 字 を 取り 出す 際 に 便利 で す 。 
また 、 各 文字 の コー ド 番 号 を 知り た い 場 合 な ど に 参考 に な 
り ま す 。 
コー ド に は JIS コー ド と SHIFTJIS コー ド が あり 、 用 途 加 
応じ て 使い 分 け て くだ さい 。 


・ コ ー ド 体系 の 変更 
用 途 に 応じ て JIS コー ド ・SHIFTJIS コー ド の 切り 替え が で 
き ます 。 


① 設 定 し た い コ ー ド 体系 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
コー ド 表 示 が 指定 され た コー ド で 表示 され ます 。 


人 @ 記 号 入力 の 仕方 


① カ ー ソ ル を 入力 し た い 位置 に 移動 し ます 。 
カー ソル が ある 位置 に 文字 が 入力 され ます 。 


② CTRL+@ を 押し ます 。 
画面 に 記号 入力 ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


③ 表 示 変 更 を 行い 、 入 力 し た い 文 字 を 表示 させ ます 。 


④ 入 力 し た い 文 字 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 され た 文字 が 反転 表示 され ます 。 











«4 4 218 » 9» ? 77*7'* (FE) & A2] を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
一 @ @ へ $ mAA VY キー ボー ド の み で 操作 し て いる 場合 は 、 カ ー ソ ルキ ー(ー 
で 対応 し 、 決 定 は リタ ー ン キー を 押し ます 。 





指定 され た 文字 が 入力 され ます 。 








人 @ 記 号 入 力 の アン ドゥ 


FRE 
一 度 入力 し た 文字 を 再び 使用 し た いと き に 、` 同 じ 操 作 を 繰り 
返さ ず に 、 文 字 を 取り 出す こと が で きま す 。 
に な i この こと を 記号 入力 の アン ドゥ と いい ます 。 
一 度 記 号 入力 し た 文字 は 、 新 た に 記号 入力 する まで は 記憶 さ 
HE れ 、 右 下端 の キー (SHIFT キー と 共に 押す と 「 」 が 表示 さ 
れる キー、 か な で は 「 ろ 」 が 表示 され ます ) に 蓄え られ 、 同 
文字 を 入力 し た い 場 合 は 、 右 側 の SHIFT キー の すぐ 左側 
の キー を 押し ます 。 
が て 
① 記 号 入力 を 行い 入力 し た い 文 字 を 取り 出し ます 。 
②⑳ 右 下端 の キー を 押し ます 。 
① で 取り 出し た 文字 が 入力 され ます 。 





一 一 ) 
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10 文字 入力 の まとめ 


文字 入力 を まとめ る と 次 の よう に な り ま す 。 


人 @ か な ・ ロ ー マ 字 入力 


か な 入力 設定 ウィ ンド ウ で 「 五 十 音 」「JIS」 ま た は 「 ロ ー マ 字 
を 選択 し 、 入 力 方 法 を 設定 し ます 。 


・ ひ ら が な 入力 
か な キー を ロッ ク し 、CAPS キー の ロッ ク を 解除 し ます 計 


・ カ タカ ナ 入 力 
か な キー を ロッ ク し 、CAPS キー の ロッ ク を し ます 。 


代入 力 し た 全て の 文字 の 確定 
リタ ー ン キー また は CTRL 士 M を 押し ます 。 
⑧@ ひ ら が な ーー カタ カナ 


TAB キー を 押し ます 。 
@ ひ ら が な つっ カタ カナ 

CTRL+I を 押し ます 。 
⑧@ カ タカ ナー ひら が な 


CTRL+U を し ます 。 


念 英字 入力 
か な キー の ロッ ク を 解除 し ます 。 


・ 英 小文字 入力 
CAPS キー の ロッ ク を 解除 し ます 。 
また は 、CAPS キー を ロッ ク し た 状態 で は 、SHIFT キー を 
押し な が ら 、 英 字 キ ー を 押し ます 。 


・ 英 大 文字 入力 
CAPS キー の ロッ ク を し ます 。 
また は 、 CAPS キー の ロッ ク を 解除 し た 状態 で は 、 SHIFT 
キー を 押し な が ら 、 英 字 キ ー を 押し ます 。 
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[IFT 


exci 


ひら が な また は カタ カナ で 漢字 の 読み を 入力 し 、 ス ペー ス 


キー を 押し ます 。 


・ 文 節 の 切り 直し 


文節 の 区 切り を 1 文字 分 左 へ 移動 する 場合 は 、ー キ ー ま た 


は CTRL+K また は CTRL 十 S を 押し ます 。 


文節 の 区 切り を 1 文字 分 右 へ 移動 する 場合 は 、、 つ キー また 


は CTRL+L また は CTRL+D を 押し ます 。 


・ 文 節 の 確定 
| キー また は CTRL 二 N を 押し ます 。 


@ 文 字 の 削除 


・ カ ー ソ ルキ ー の 前 の 文字 を 削除 
BS キー を 押し ます 。 


・ カ ー ソ ルキ ー の 位置 に ある 文字 を 削除 
DEL キー を 押し ます 。 


全 半角 变换 
SHIFT 二 TAB また は CRTL 十 O を 押し ます 。 
⑧ 英 字 変 換 


CTRL+P を 押し ます 。 


@ 记 号 入 力 


CTRL 十 @ を 押し ます 。 


表示 され た 文字 の 中 か ら 、 取 り 出 し た い 文 字 を 指定 し ます 。 
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机 能 


1 セル と ペー ジ 


1。 tULEA-S 


バイ ンダ は 各 フ ァイル を 管理 ・ 統 合 す る も の で 、MSX-DOS E 
で の ファ イル で あれ ば 、 こ の バイ ンダ を 通し て 、 実 行 や 管理 老 
容易 に で きる よう に 設計 され て いま す 。 
特に 、 各 ファ イル を 「 目 で みる こと に 」 よ っ て 管理 し て いま 拓 
un 2 (ux mm mm 7 ラッ MSX-DOS の [DIR] コマ ンド を 使用 し て 各 フ ァイル を 見 る 場 
合 に は 、 拡 張子 や ファ イル 名 の 指定 を 行わ な けれ ば 特定 の ファ 
[ イル の 一 覧 が で きま せん 。 
TUE LL, ^4»ZcCRX. &774mEHBBISUCCAXRU,. ^ 
ーー ーー ーー ジ 分 け や 、 ア イコ ン 等 を 使用 する こと で 「 一 目 瞭 然 」 の ファ 
— Md イル 管理 が で きま す 。 
各 フ ァイル は セル と 呼ば れる 四角 枠 に 1 つ ず つ 配 置き され て いま 
stir. 4, ZO-vwiiklo0B. BioscCle—zzemBuxuUcio0iEzi 
cce emer [eanas [eime ーー ペー ジ は 5 つ あ り ま す 。 MSX-DOS で 作成 で きる 14079 
ピー ディ スク 内 の ファ イル は 最大 で 112 個 で すか ら 、 全 て の セ 大 
を 使用 する こと は な く 、 多 少 の 空白 を 含み 、 み た め に も すっ きき 
り し た 状態 に 配置 する こと が で きま す 。 
また 、 目 的 別に ペー ジ 分 け を し た り 、 フ ァイル の 特徴 ご と に 芋 
イコ ン を 変え た りす る こと で 、 よ り 一 層 管 理 し や すく な り ま 詞 
X HALNOTE で 、 バ イン ダ の 機能 を 使う と 2 ~ 4 個 の ファ イ 
ル を 必要 と し ます の で 、 も うす で に 112 近 く の フ ァイル が あ 
る ディ スク は ご 注意 くだ さい 。 


2. ペー ジ 開 け 


5 つの ペー ジ は それ ぞ れ の イン デック スラ ベル を 指定 し ます 。 
ちょ うど バイ ンダ 式 ノ ー ト の ラベ ル の よう な も の と 考え る と 
WE Lug s 

各 ペ ー ジ を 指定 する と 、 各 ペー ジ に 配置 され た ファ イル が 一 荒 
で き 、 配 置 する 場合 に も 、 ラ ベル を 指定 し て か ら 、 フ ァイル 侍 
置 を 指定 し ます 。 ま た 、 選 択 コ マン ド を 使用 する と 、 全 て の フ 
ァイル を 指定 する こと が で きま す 。 

キー ボー ド を 使用 し て いる 場合 は 、 左 か ら 1 か ら 5 の キー に 遵 


応 し て お ぉ お り 、 開 けた い ペ ー ジ の ペー ジ 番 号 を 入力 し ます 。 


① 開 けた い ペ ー ジ の ラベ ル を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
ドド un | ・ 指定 され た ペー ジ が 開け られ 、 ペ ー ジ 内 に ある ファ イル が 胡 
示さ れ ま す 。 
※ た だ し 、 キ ー が 「 か な 」 に な っ て いる と 、 使 用 で き な い 場 
合 が あり ます 。 その 場合 は 、 か な キー を 押し て 下さ い 。 
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3. ファ イル の 指定 





ファ イル の 指定 に は 、 こ こ に 指定 する 個別 指定 と 、 一 覧 し て い 
る ペー ジ の ファ イル 全て を 指定 する 総 選 択 が あり ます 。 


全 个 别 指定 
・ マ ウス の 場合 


個別 指定 は 、 指 定 す る ファ イル を 左 ク リッ ク す る だ け で す 。 
左 ク リッ ク さ れ た ファ イル は 開い て いる ペー ジ の ラベ ル の 色 
で 反転 表示 され ます 。 

また 、 SHIFT キー を 押し な が ら 、 左 クリ ッ ク す る と 、 複 数 の 
ファ イル を 指定 で きま す 。 

個別 指定 は 他 の ファ イル が 指定 され る か 、 総 選択 が 行わ れる 
まで 、 指 定 さ れ ま す 。 


・ キ ー ボ ー ド の 場合 


カー ソル キー を 押す と 黒い 反転 が 表示 され ます 。 

この 黒い 反転 を カー ソル キー で 移動 し 、 指 定 し た い フ ァイル 
を 反転 きせ ます 。 

ファ イル が 指定 きれ た ら 、 リ ター ン キ ー を 押し ます 。 
指定 され た ファ イル は 開い て いる ペー ジ の ラベ ル の 色 で 反転 
表示 され ます 。 

また 、 SHIFT キー を 押し な が ら 、 リ ター ン キ ー を 押す と 、 複 
数 の ファ イル を 指定 で きま す 。 

個別 指定 は 他 の ファ イル が 指定 され る か 、 総 選択 が 行わ れる 
まで 、 指 定 さ れ ま す 。 


① 指 定 し た い フ ァイル を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 


指定 され た ファ イル は 、 開 け て いる ペー ジ の ラベ ル の 色 と 同 
じ 色 で 反転 表示 され ます 。 


② 続 いて 複数 の ファ イル を 指定 する 場合 は 、SHIFT キー を 押 


し な が ら 左 クリ ッ ク し ます 。 
この 後 、 削 除 ・ 記 録 な どの コマ ンド を 指定 する と 、 現 在 指定 
され て いる ファ イル に 対し て 行わ れ ま す 。 
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新 
A 


総 選 択 


0⑥ 総 選択 


① 指 定 し た い ペ ー ジ を 開け て お きま す 。 


②⑨「 編 集 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 


⑨「 総 選択 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 


人 @ 指 定 解除 


・ 全 指定 解除 


。 1 ファ イル 指定 解除 


































総 選択 は 、 総 選択 コマ ンド を 指定 し ます 。 
総 選 択 で 指定 され た ファ イル も 、 開 いて いる ペー ジ の ラミ 
色 で 反転 表示 され ます 。 
また 、 ペ ー ジ 分 け と 併用 する こと で 、 デ ィ ス ク 内 の ファ 計 
全て を 指定 する こと が で きま す 。 


「 編 集 」 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 


開い て いる ペー ジ の ファ イル 全て が 開け て いる ペー ジ の 2 
ル の 色 で 反転 表示 され ます 。 
この 後 、 他 の ペー ジ の ファ イル も 指定 する 場合 は 、 ペ ー ジ 
け を 実行 し て 、② か ら 続 け ま す 。 

この 後 、 削 除 な ど コ マン ド を 使用 する と 、 反 転 表 示さ れ 8 
る 全て の ファ イル に 対し て 、 行 われ ます 。 


現在 指定 され て いる ファ イル を 解除 し ます 。 

総 選 択 や 複数 の ファ イル が 指定 され て いる 場合 は 、 全 て の 
ァイル の 指定 を 解除 し ます 。 

Xi. SHIFT キー を 押し な が ら 左 クリ ッ ク ( ま た は リタ ーー 
キー を 押す ) する と 、 1 つ 1 つ の ファ イル の 指定 を 解除 し 許 
す 。 


① 右 クリ ッ ク し ます 。 
指定 され て いた ファ イル の 反転 表示 が 消え ます 。 


① SHIFT キー を 押し な が ら 右 クリ ッ ク し ます 。 
指定 され た ファ イル の み 反 転 表 示 が 消え ます 。 





TO- 
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ファ イル の 削除 ・ コ ピー を 行っ た り 、 フ ァイル の 配置 を 元 に 戻 
す な ど 、 編 集 を 行う 機能 で す 。 


1. 削除 


指定 され た ファ イル を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 中 か ら 削 除 し ます 。 
不要 に な っ た ファ イル を 削除 する 場合 に 使用 し ます 。 

一 度 削除 きれ た ファ イル は 復活 する こと が で きま せん の で 、 使 
用 に あっ て は 十分 に 気 を 付け て くだ さい 。 

また 、「 総 選択 」 と 併用 する と ディ スク 内 の ファ イル を 全て 削除 
で きま きす 。 





① 削 除 し た い フ ァイル を 指定 し ます 。 
指定 され た ファ イル は 、 ラ ベル の 色 で 反転 表示 され ます 。 
複数 の ファ イル 、 総 選択 を 実行 し て も か まい ませ ん 。 


②「 編 集 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 編 集 」 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 





③ 削 除 し て も 良い か 確認 し た 上 で 、『 削 除 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ 
まし ます 。 
削除 確認 ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


これ より 1 ファ イル 指定 の 削除 、 特 定 フ ァイル の 削除 、 全 指定 
ファ イル の 削除 で は 操作 が 異な り ま す 。 
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※ こ の 部 分 は 指定 され た ファ イル 名 
に な り ま す 。 











。 1 ファ イル 指定 削除 


④ 削 除 確認 ウィ ンド ウ に 表示 され て いる ファ イル を 削除 し 
も 良い 場合 は 、「 削 除 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 きれ た ファ イル が 削除 され 、 セ モル か ら 表 示 が 消え 、 靖 


除 を 終了 し ます 。 
削除 確認 ウィ ンド ウ に 表示 され て いる ファ イル を 削除 し 作 


い 場 合 は 、「 中 止 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
削除 を 中 止 し ます 。 


・ 特 定 フ ァイル 指定 削除 


複数 の 指定 され て いる ファ イル の 中 で 特定 ファ イル を 削除 著 
る 場合 に 実行 し ます 。 
④ 削 除 確認 ウィ ンド ウ に 表示 され て いる ファ イル を 削除 し 間 
も 良い 場合 は 、「 削 除 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 され た ファ イル が 削除 され ます 。 
削除 確認 ウィ ンド ウ に 表示 され て いる ファ イル を 削除 し 大 
ぃ 場合 は 、「 中 止 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 し た ファ イル の 削除 を 中 止 し ます 。 


⑤ 次 の ファ イル の 削除 を 行う か 聞い て きま す 。 
④ を 参考 に し て 操作 を 行っ て くだ さい 。 
指定 ファ イル が な く な る まで ④⑨⑤ を 続け ます 。 


・ 全 ファ イル 削除 


④ 削 除 し て も 良い か 確認 し た 上 で 、 削 除 確認 の ウィ ンド ウ の 
ファ イル 名 表示 欄 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 され た ファ イル を 全て 削除 し ます 。 








複製 ( さ A) 


2. 複製 ( つ A)/ 複 製 (っ BB) 





指定 し た ファ イル の 複製 を 作成 し ます 。 


A、B は 指定 ドラ イブ を 意味 し ます 。 

この 機能 は 、MSX 一 DOS の コピ ー コ マン ド と 同じ 働き で す が 、 
同じ ドラ イブ 内 の ファ イル を 複製 する (例え ば 、A ド ライ ブ の 
ファ イル を A ド ライ ブ に コピ ー す る ) 場合 、 次 の よう に ファ イ 
ル 名 を 変え て 複製 し ます 。 

ファ イル 名 の 7 文字 目 と 8 文字 目 を 削除 し (な いと き は その 場 
所 に 挿入 )、「 一 1 」 を 付け 、 フ ァイル を 複写 し ます 。 

内 容 に 関し て は 変更 し ませ ん 。 

また 、「 一 1 」 が ある 場合 は 、「 一 2 」、 r—2 」 が ある 場合 は 「 一 
8 gs seem と 続け られ ます 。 


( 例 ) 
HAL LABA.HW1 の 複製 を 行っ だ 場合 。 


HAL LA 一 1.HW1 が 作成 され る 。 
この 状態 で 同じ ファ イル の 複製 を 行っ だ 場合 。 


HAL LA-2.HW1 が 作成 る され る 。 
特定 の ファ イル の み 、 バ ッ ク ア ッ プ する 場合 な ど に 使用 し ます 。 
① コ ピー し た い フ ァイル を 指定 し ます 。 
指定 され た ファ イル は 、 開 け て いる ペー ジ の ラベ ル 色 で 反転 
表示 され ます 。 


②「 編 集 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 編 集 」 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 


③「 複 製 ( つ A)」 ま た は 「 複 製 ( つ B)」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ま 


o" 
指定 され た ファ イル が 他 の ドラ イブ に コピ ー さ れ ま す 。 
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3. ファ イル 名 変更 


指定 し た ファ イル の 名 称 (名 前 ) を 変更 し ます 。 

すでに 存在 する ファ イル 名 と 、 同 じ 名 前 に 変更 する こと は で き 
ませ ん 。 

また 、HALNOTE の 文字 入力 方 式 を 使用 し ます の で 、 全 角 支 
字 、 特 に 漢字 を 含む ファ イル 名 に する こと が で きま す 。 

ファ イル 名 を 変更 する 場合 は 、 フ ァイル 名 の 表示 方 法 に よっ て 
変更 で きる 部 分 が 異な り ま す 。 

ファ イル の 表示 方 法 を 「 ア イコ ン 表 示 」 に 指定 され て いる 場合 
は 拡張 子 を 除く 部 分 を 、「 ア イコ ン 表 示 な し 」 に 指定 され て いる 
場合 は 、 拡 張子 を 含む 全体 を 変更 する こと が で きま す 。 
MSX-DOS の REN コマ ンド と 同じ 働き を し ます 。 

拡張 子 を 除く ファ イル 名 に は 半角 文字 で 8 字 以 内 、 全 角 文 字 で 
4 字 以 内 、 拡 張子 は 半角 文字 3 文字 以内 で 入力 し ます 。 

た だ し 、 複 数 の ファ イル が 指定 され て いる と 、 機 能 し ませ ん 。 





① 表 題 を 変更 し た い フ ァイル を 指定 し ます 。 
指定 され た ファ イル は 、 開 け て いる ペー ジ の ラベ ル 色 で 反転 
表示 され ます 。 


②「 編 集 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 編 集 」 内 の コマ ンド が 表示 きれ ます 。 


③「 フ ァイル 名 変更 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 され た ファ イル に カー ソル が 現れ ます 。 


④ 変 更 し た い 部 分 を BS キー も し く は DEL キー で 削除 し ます =』 
⑤ 変 更 し た な たい フ ァイル 名 を 入力 し ます 。 


HALNOTE の 文字 入力 状態 に な っ て いま す の で 、 文 字 を 素 
Jic Cu STi 


⑥ フ ァイル 名 が 正しく 入力 きれ 確定 し た ら 、 リ ター ン キ ー を 控 
し ます 。 
ファ イル 名 が 確定 きれ 、 デ ィ ス ク に 変更 され た だ 名 前 で 登録 
れ ま す 。 








4. 移动 





指定 し た ファ イル を 空い て いる セル に 移動 し ます 。 


duci ペー ジ 内 の 各 セ ル に は 順番 が あり 、 左 上 端 を 先頭 に その 下 の セ 
ル …… 次 の 列 の 最上 端 の セル ん …… 右 下端 の セル と な っ て いま す 。 
会 角 エ 移動 で は 、 空 白 の セル 中 の 先頭 に 近い セル に 移動 し ます 。 
また 、『 総 選択 」 コ マン ド を 使用 し て 、 ペ ー ジ 内 (全て の ファ イ 
キュ ー Jv) が 指定 され て いる 場合 は 、 空 白 の セル を 詰め て セル の 順番 
に 並び 変え ます 。 
(538 2 ディ スク 内 の 全て の ファ イル を 1 ペー ジ に まとめ る な どの 場合 
Fus に 使用 する と 良い で し ょ う 。 
文字 一 ① 移 動 し た い フ ァイル を 指定 し ます 。 
指定 され た ファ イル は 、 開 け て いる ペー ジ の ラベ ル 色 で 反転 
EA. 表示 され ます 。 


②「 編 集 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
CERE 編 集 「 編 集 」 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 


③「 移 動 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
移 動 指定 され た ファ イル が 、 ペ ー ジ 内 の 空い て いる セル の 先頭 に 
hb 移動 し ます 。 





し ます 
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9 タイ トル メニ ュー 


1. ドラ イブ 指定 


表示 する ドラ イブ の 指定 を 行い ます 。 

HALNOTE で は 2 ドラ イブ 対応 に な っ て お り 、 バ イン ダ 起 動 
時 は 、 画 面 に 表示 され て いる ペー ジ ・ セ ル は 常に 、A (1) 下 
ライ ブ に な っ て いま す 。 

B (2) ドラ イブ の ディ スク の ファ イル を 使用 する 場合 に は 、 
指定 ドラ イブ を 『 ド ライ ブ 指 定 」 コ マン ド で 、B に 変更 する 届 
要 が あり ます 。 

また 、A ド ライ ブ に 戻す こと も で きま す 。 





①「 タ イト ル メ ニュ ー」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
( 
HALAN [E | バイ ンダ 内 の コマ ンド が 表示 る れ ま す 。 


CA» (BY ② 指 定 す る ドラ イブ 名 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 され た ドラ イブ の ディ スク を 読み に に いき 、 デ ィ ス ク の 内 
h 窒 を 表示 し ます 。 








の 内 


HALNOTE 





ワー プロ や 図形 プロ セッ サ な ど で 編 集 す る ファ イル が あら か じ 
め わ か っ て いる 場合 に 、 使 用 し ます 。 
この コマ ンド を 使用 し な いと 、 い っ た ん 各 ソ フト を 起動 し て か 
ら 、 フ ァイル の 読み 込み で 指定 ファ イル を 読み 込む と いっ た 操 
作 が 必要 で す が 、 バ イン ダ 上 で 編集 する ファ イル が わか っ て い 
る 場合 に は 、 フ ァイル を 指定 し て お き 、「 読 込 」 を 指定 し ます 。 
指定 し た ファ イル を 作っ た ソフ ト が 自動 的 に 起動 し 、 各 ソフ ト 
が 起動 し た ら す ぐに 、 編 集 が 行え を る よう に な っ て いま す 。 
※ HALNOTE 上 の 各 ソ フト で 作成 し た ファ イル 以外 は 、 こ の 機 
能 を 使用 する こと は で きま せん 。 
また 、 複 数 の ファ イル を 指定 する こと も で きま せん 。 
HALNOTE で 作っ た も の で も 読み 込め な い フ ァイル も あり 
ます 。 


① 編 集 し た い フ ァイル を 指定 し ます 。 
指定 され た ファ イル は 、 開 け て いる ペー ジ の イン デック スラ 
べ ベル 色 で 反転 表示 され ます 。 


「 タ イト ル メ ニュ ー」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 タ イト ル メ ニュ ー」 内 の コマ ン ド が 表示 され ます 。 


③「 読 込 」 を 指定 し ます 。 

画面 が 変わ り 、 指 定 さ れ た ファ イル を 作成 し た ソフ ト が 起動 
LEY 

起動 きれ る と 同時 に 指定 し た ファ イル が 読み 込ま れ ま す 。 


④ 指 定 し た ファ イル を 編集 し ます 。 
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作成 日 1987/10/30 14:49 
サイ ズ 16189 ; 









種 別 シス テム 
使用 道具 












































※ 表 示 内 容 は 一 部 異な る こと が あり ま 
す 。 


HALNOTE 


記 録 


R 





3. 


記録 





指定 し た ファ イル の 内 容 を 表示 し ます 。 
表示 され る 内 容 は 、 フ ァイル 名 、 フ ァイル の 作成 日 、 サ イズ 、 
種別 、 使 用 道具 、 ド ライ ブ 名 で す 。 


・ フ ァイル の 作成 日 


MSX-DOS の DIR コマ ンド で 表示 され る 日 付 と 同じ で 、 作 
成 ま た は 、 コ ピー され た 日 付 が 表示 され ます 。 


・ サ イズ 


ファ イル の 大 き さ を 表示 し ます 。 
単位 は byte で す 。 


・ 種 別 


ファ イル の 種類 を 表示 し ます 。 
HALNOTE 内 の 各 ソ フト で 作成 され た デー タ に は 、「 書 類 』 
と 表示 され ます 。 


・ 使 用 道具 


HALNOTE 内 の 各 ソ フト で 作成 され た デー タ の 場合 は 、 各 
ソフ ト 名 が 表示 され ます 。 
その 他 の 場合 は 基本 的 に 何 も 表 示さ ぉ れ ま せん 。 


・ ド ライ ブ 名 


指定 し た ファ イル が 存在 する ドラ イブ 名 を 表示 し ます 。 


① 内 容 表 示し た い フ ァイル を 指定 し ます 。 


指定 され た ファ イル は 、 開 げ け て いる ペー ジ の ラベ ル 色 で 朗 大 
表示 され ます 。 


の 「 タ イト ル メ ニュ ー」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 


「 タ イ トル メニ ュー」 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 


③「 記 録 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
記録 ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


(ファ イル 内 容 の 確認 が 終了 し た ら 、 右 クリ ッ ク し ます 。 


書類 表示 ウィ ンド ウ が 消え ます 。 
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4X 
で 、 作 
書類 」 
di HALNOTE 
デス クト ra 
"反転 


4. デス クト ッ プ の 保存 





ファ イル の 配置 や イン デック ス の 色 な ど を 変更 し て も 、 バ イン 
ダ を 終了 し た り 他 の ソフ ト を 起動 し て し まう と 、 以 前 HAL.- 
NOTE を 起動 し た 状態 に 戻っ て し まい ます 。 

現在 指定 し て ある 状態 を 次 に バイ ンダ を 起動 し た と き に も 復活 
する に は 、「 デ スク トッ プ の 保存 」 コ マン ド を 使用 し て 、 現 在 の 
状態 を ディ スク に 記録 し て お きま す 。 

この 状態 は 随時 変更 する こと が で き 、 最 終 に 保存 し た 状態 が 、 
次 に 起動 し た と き に 復活 され ます 。 

「 デ スク トッ プ の 保存 」 コ マン ド で 記録 で きる の は 、 次 の 内 容 
Ti 


・ フ ァイル の 配置 ・ ア イコ ン の 形 
・ イ ン デ ックス 色 ・ ア イコ ン 表 示 
・ 開 いて いた ペー ジ ・ 印 刷 形式 設定 


① 設 定 し た い 状 態 (ファ イル の 配置 な ど ) を 指定 し ます 。 


②「 タ イト ル メ ニュ ー」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 タ イト ル メ ニュ ー」 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 


③「 デ スク トッ プ の 保存 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
現在 の 状態 が ディ スク に 保存 され ます 。 
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机 能 編 


9. ディ スン 状態 


指定 され て いる ドラ イプ の ディ スク の 内 容 を 表示 し ます 。 
表示 され る 内 容 は 、 フ ァイル 数 、 使 用 容量 、 残 り 容量 、 指 定 草 
































MUTA]. M : 






残り 容量 276480 





現在 ディ スク 内 に ある 各 フ ァイル の 容量 の 合計 で す 。 
単位 は 、byte で す 。 

3.5 イ ンチ 2DD フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 最大 使用 容量 は 約 72 寿 
byte で す 。 


























よっ て 異な り ます 。 ・ 残 り 容 量 
ディ スク の 総 容量 か 使用 容量 を 引い た 容量 で す 。 
単位 は byte で す 。 
3.5 イ ンチ 2DD フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 、 約 72 万 byte Di 
使用 容量 を 引い た も の で す 。 
・ ド ライ ブ 名 
指定 し て いる ドラ イブ 名 を 表示 し ます 。 


S ①「 タ イト ル メ ニュ ー」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
HALNOTE | 「 タ イト ル メ ニュ ー」 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 
②⑨「 デ ィ ス ク 状 態 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 


$ ディ スク 状態 ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 
ディ スク 状態 


hb ③ デ ィ ス ク 内 容 の 確認 が 終了 し た ら 、 右 クリ ッ ク し ます 。 
ディ スク 状態 ウィ ンド ウ が 消え ます 。 
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27275 


か と 


HALNOTE 


フォ ー マ ッ ト (B) 


6. フォ オー マッド 


日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ や 図形 プロ セッ サ で 作成 し た 内 容 を 保 
存する に は 、 フ ォ ー マ ッ ト き きれ て いる ディ スク が 必要 で す 。 
買っ て きた ば か り の ディ スク は 、 い わ ば 整地 され て いな い 畑 の 
よう な も の で 、 正 し く 整 理 し な けれ ば HALNOTE で 使用 する 
E UC. 
そこ で 買っ て きた ば か り の ディ スク を HALNOTE 用 の デー タ 
ディ スク と し で 作 記 IL ます 。 
ディ スク を HALNOTE 用 の ディ スク に する こと を フォ ー マ ッ 
ト す る 、 ま た は 初期 化す る と いい ます 。 
また 、 現 在 デ ー タ の 入っ て いる ディ スク の 内 容 を 消去 し 、 新 た 
に デー タデ ィ ス ク を 作成 する こと も で きま す が 、 大 切な デー タ 
が 入っ て いる 場合 に も 、 容 赦 を な く フ ォ ー マ ッ ト し て し まい ます 。 
誤 フ ォ ー マ ッ ト を 避け る に は 、 フ ロッ ピー ディ スク の 右 下 に あ 
る ライ ト プ ロ テク ト タ プ を 下げ 、 和 穴 の 空い た 状態 に し ます 。 
こう する と 、 デ ー タ を 読み 込む こと が で き て も 、 書 き 込 むこ と 
が で き な い の で 、 誤 っ て フォ ー マ ッ ト し た りす る こと が な く 安 
全 で す 。 
X HALNOTE の フォ ー マ ッ ト は MSX 一 BASIC の フォ ー マ ッ 
ト と 同じ で す 。 








①「 タ イト ル メ ニュ ー」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 タ イト ル メ ニュ ー」 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 


②「 フ ォ ー マ ッ ト (B)」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
ディ スク フォ ー マ ッ トウ ィ ン ド ツウ が 表示 きれ ます 。 


③ 新 し い ぃ ディ スク を B ド ライ ブ に 挿入 し ます 。 
ディ スク は 3.5 イ ンチ 2DD また は 、1DD ディ スク で す 。 
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④ お 持ち の ディ スク を 指定 し ます 。 

ディ スク フォ ー マ ッ ト (B) 1DD o3Xj&iài, Tuh (1—Single side) 

2DD 2At}, Lh (2 一 Double side) を 指定 し ます 。 

※ こ の 表示 は 一 部 の 機種 で 異な り ま す の で 、 メ ッ セ ー ジ を よ 
く ご 確認 くだ さい 。 

| フォ ー マ ッ ト を 開始 し ます 。 

し ば らく する と 、「 初 期 化 終了 」 と 表示 され 、 フ ォ ー マ ッ ト を 

終了 し ます 。 























1-Single side 


2-Double side 





&ssogsgna s 














/ | ⑤ 左 クリ ッ ク し ます 。 








※ こ の ウィ ンド ウ は 、 お 持ち の 機種 に よ 
り 、 異 な る こと が あり ます 。 
⑥ 他 の ディ スク を フォ ー マ ッ ト す る 場合 は 、③⑨ か ら 再 び 実 行 し 
て くだ さい 。 


(⑦ フ ォ ー マ ッ ト が 終了 し た ら 、 右 クリ ッ ク し ます 。 
ディ スク フォ ー マ ッ トウ ィ ン ド ウ の 表示 が 画面 か ら 消え ま 雷 
※ ド ライ ブ 装 置 と ディ スク の 相性 で 、 フ ォ ー マ ッ ト で き な ゆ W 
場合 が あり ます が 、 も し 他 の ドラ イブ 装置 が ある 場合 に 
他 の ドラ イプ 装置 で お 試し て だ さい 。 








7. 印刷 形式 


















〇 8X11 
C gi Kk 






OAA4 OBS OA5 OBG 


〇 は が き 
〇 カッ ト 紙 




















HALNOTE 


印刷 形式 


k 


バイ ンダ 上 で 印刷 を 実行 する と 、 自 動 的 に 印刷 ウィ ンド ウ が 表 
示さ れ て 、 印 刷 形式 を 設定 する こと が で きま せん 。 

そこ で あら か じ め バ イン ダ 上 で 印刷 形式 を 設定 し ます 。 

設定 する 内 容 は 、 紙 の 大 き さ ・ 用 紙 の 種類 で す 。 

紙 の 大 きき さき は A4、A5、B5、B6、 は が き 、8 ズ X メ 11( 連 続 
用 紙 ) で す 。 

また 、 連 続 紙 、 カ ッ ト 紙 の 指定 も あり ます 。 

印刷 を 行う 前 に 「 プ リン タ 設 定 」(P16) で プリ ンタ の 指定 を 先 
に 行っ て お きま す 。 


①「 タ イト ル メ ニュ ー」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 タ イト ル メ ニュ ー」 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 


②「 印 刷 形式 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
印刷 形式 ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


⑨③ 印 刷 用 紙 の 大 き さ 、 種 類 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 され た 項目 の 〇 が 黒く 塗り つぶ され ます 。 


④ 全 て の 設定 が 終了 し た ら 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
印刷 形式 が 設定 され 、 印 刷 形式 ウィ ンド ウ が 画面 か ら 消 えま 
す 。 
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L _ パパ 6 Ef 


円 サン プル 


HALNOTE 


印刷 


印刷 


8. 印刷 


指定 し た ファ イル を 作成 し た ソフ ト を 起動 し て 、 自 動 的 に 印刷 
指定 を 行い ます 。 
「 読 込 」 で は 指定 し た ファ イル を 各 ソ フト に 読み 込む だ け で す 
が 、 印 刷 で は 一 歩 進 ん で 、 指 定 し た ファ イル を 印刷 する よう に 
し まず 。 
あら か じ め 指 定 し た ファ イル が わか っ て お り 、 す ぐに 印刷 を 行 
いた い 時 に 使用 し ます 。 
X HALNOTE 上 の 各 ソ フト で 作成 し た ファ イル 以外 は 、 こ の 機 
能 を 使用 する こと は で きま せん 。 
また 、 複 数 の ファ イル を 指定 する こと も で きま せん 。 





① 印 刷 し た い フ ァイル を 指定 し ます 。 
指定 され た ファ イル は 、 開 け て いる ペー ジ の イン デック ス 色 
で 反転 表示 され ます 。 


(「 タ イト ル メ ニュ ー」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 タ イト ル メ ニュ ー」 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 


③「『「 印 刷 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
画面 が 変わ り 、 指 定 さ れ た ファ イル を 作成 し た ソフ ト が 起動 
し 、 指 定 さ れ た ファ イル が 読み 込ま れ ま す 。 
ファ イル が 読み 込ま れる と 、 印 刷 ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ま 才 | 


(《④① プ リン タ の 電源 、 接 続 コ ー ド 、 用 紙 を 確認 し ます 。 


⑤ 印 刷 の 指定 を 行い 、「 印 刷 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
印刷 が 開始 され ます 。 











HALNOTE 上 で 起動 する 各 ソ フト を 起動 し ます 。 
標準 装備 され て いる 『 ワ ー プ ブロ 』『 図 形 プ ゲロ モッ サ 』『 テ キス ト 
エディ タ 』」 を 起動 する に は 、 こ の 機能 を 使用 し ます 。 


『 ワ ー プ ロ 」 を 起動 する に は 「『 筆 記 用 具 』、『 図 形 プ ロモ セッ サ 』 
と 起動 する に は 『 製 図 用 具 』 を 、『 テ キス ト エ ディ タ 』 を 起動 す 
る に は 「『TED』 を 指定 し ます 。 


各 ソ フト が 起動 し て し まう と 、 イ ン デ ックス 色 や ファ イル の 配 
置 等 は 全て 消去 され て し まい ます 。 

変更 し た 内 容 を 記録 きせ る 場合 は 、「 デ スク トッ プ の 保存 」 コ マ 
ンド を 実行 し て か ら 、 道 具 機 能 を 行っ て くだ さい 。 

な お 、 メ モ は HALNOTE 上 の どの ソフ ト に いっ て も 記憶 され 
て いま す 。 


① バ イン ダ を 終了 させ て よい か 確認 し て くだ きい 。 
「 デ スク トッ プ の 保存 」 が 必要 な 場合 は 、 実 行 し て きま す 。 


②「 道 具 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
HALNOTE 上 で 起動 する 各 ソ フト が 表示 され ます 。 


③ 起 動き させ た い ソ フト を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
バイ ンダ が 終了 し 、 指 定 し た ソフ ト が 起動 し ます 。 
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ファ イル の 表示 方 法 の 変更 や イン デック スラ ベル の 色 を 変更 ず 
る 場合 な ど に 「 表 示 」 機 能 を 使用 し ます 。 





1. 表示 変更 


アイ コン 表示 を な くし た り 、 フ ァイル の 並び 順 を 変更 し ます 。 
ファ イル の 並び 方 に は 、 五 十 音 順 、 種 類別 、 日 付 順 、 サ イズ 順 
の 4 種類 が あり ます 。 

指定 後 空白 セル は 詰め られ 、 1 ペー ジ の 左端 か ら 下 に 指定 され 
た 順番 で 並び 変わ り ま す 。 

ファ イル の 並び 変更 及び アイ コン 表示 する ・ し な い は 、 デ ィ ス 
ク 内 の 全て の ファ イル を 対象 に 行い ます 。 


@ ア イコ ン 表 示 
アイ コン を 表示 する か 、 し な いか を 指定 し ます 。 
表示 変更 の アイ コン 欄 に チェ ッ ク マ ー ク (v) が ある 時 は 、 
アイ コン 表示 を 行い ます 。 
チェ ッ ク マ ー ク が な いと き は 、 ア イコ ン 表 示 を 行わ ず 、 拡 張 
子 を 含め た ファ イル 名 が 表示 され ます 。 


全 五 十 音 顺 
ファ イル 名 を JIS 漢字 コー ド 順 (付録 参照 ) に 並び 変え た ます 
半角 全角 の 順番 は 、・ 下 記 の よう に な り ま す 。 


英 数 字 (半角 ) 
i 

全角 文字 
4 

カタ カナ (半角 ) 


0 種類 
拡張 子 を アル ファ ベッ ト 順 に 並び 変え ます 。 


日付 
ファ イル を 作成 し た 日 付 の 新しい 順に 並び 変え ます 。 











ev4x 
ファ イル サイ ズ の 大 きい 順に 並び 変え ます 。 


以上 の 状態 を 表示 メニ ュー の 表示 変更 部 で 指定 し ます 。 


①「 表 示 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
表示 メニ ュー が 表示 され ます 。 


②「 普 び 順 ] また は 「 ア イコ ン 」 を 指定 し ます 。 
並び 順 を 指定 する 場合 は 、 各 々 の 並び 順 を 指定 し ます 。 
指定 する と 指定 し た 順に 並び 変わ り ま す 。 
「 ア イコ ン 」 を 指定 し た 場合 で 、「 ア イコ ン 」 の 前 に チェ ッ ク 
マー ク が ある 時 は 、 ア イコ ン 表 示 を 消し 、 フ ァイル 名 を 拡張 
子 ご と 表示 し ます 。 
「 ア イコ ン 」 の 前 に チェ ッ ク マ ー ク が な い 時 は 、 ア イコ ン を 
表示 し 、 拡 張子 を 除い た ファ イル 名 が 表示 され ます 。 
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2. イン デック ス 色 変更 


イン デック ス の 色 を ユー ザー の 好き な よう に 変更 し ます 。 T 
モニ タ に 一 般 の テレ ビ を 使用 し た 場合 、 イ ン デ ックス の 色 が き 07 
れい に 表示 され な いこ と が あり ます 。 

この よう な 場合 に イン デック ス 色 変更 コマ ンド を 使用 し て 、 見 

や すい 色 に 変更 し ます 。 

イン デック ス を 変更 する と 、 指 定 し た イン デック ス 内 の セル の 

色 も 同時 に 変更 され ます 。 

た だ し これ は 一 時 的 な も の で 、 他 の ソフ ト を 立ち 上 げた り 、 新 

た に HALNOTE を 起動 し た 場合 は 、 初 め て 起動 し た 状態 に 戻 、 
っ て し まい ます 。 f: 
変更 し た 色 に 固定 し 、 新 た に HALNOTE £ $88) 7:382 b. 

変更 し た 色 で 表示 し た い 時 は 、「 デ スク トッ プ の 保存 」 コ マン F 















































を 行い ます 。 
@ 色 に つい て 
! MSX2 で は 、 画 面 表 示 に 使用 きれ る 色 は 、RGB 方 式 を 採用 し 
D て いま す 。 
国门 | RGB 方 式 と は 、 赤 (R) 緑 (G) 青 (B) の 発色 の 割合 に よ 
H E っ て 表示 色 を 決め る 方 式 の こと で す 。 
ESSE E R が 多く 、GB が 少な けれ ば 、 赤み の か か っ た 色 に な り 、 す べ 
て が 8 の 場合 は 、 白 と いう 具合 い に な り ま す 。 
ELE, イン デック ス 色 変更 ウィ ンド ウ で は 指定 され て いる 色 の 強 き 
ERES ES の 割合 が 表示 され 、 赤 緑 書 の 上 に ある 黒い マス が 現在 表示 き 
BE] HI れ て いる 色 の 強 き で す 。 
BEES DE 例え ば 、HALNOTE を 起動 し た ば か り の 1 ペー ジ 目 の 色 は 
f) こい 青 に な っ て いま す が 、 これ は R5G5B8 の 割合 に よっ て 発 
|| 各色 の 強 き を 指定 する 場合 は 、 変 更 し た い RGB の マス 目 を 
































変更 し た い 数 の 位置 で 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
な お 、 付 録 に は 基本 的 な 16 色 の パタ ー ン と HALNOTE 起動 
時 の パタ ー ン が あり ます の で 、 参 考 に し て くだ さい 。 
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① 変 更 し た い イ ン デ ックス を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 し た イン デック ス 内 の ファ イル が 表示 され ます 。 


②「 表 示 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 表 示 」 中 の コマ ンド が 表示 され ます 。 


⑨③「 イ ン デ ックス 色 変 更 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 し た イン デック ス の 色 の イン デック ス 色 変更 ウツ ウィンドウ 
が 表示 され ます 。 


④「 赤 」「 緑 」「 青 」 の 発色 の 割合 を 指定 し ます 。 
各々 の 指定 し た い 量 の マス 目 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
変更 する た びに イン デック ス と セル の 色 が 変わ り ま す 。 


⑤ 各 色 の 割合 が 決定 し た ら 、 イ ン デ ックス 色 変 更 ウ ィ ン ド ウ の 
外側 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
イン デック ス 色 変更 ウツ ウィンドウ が 消え 、 色 変更 を 終了 し ます 。 
また 、 単 に 右 ク リッ ク し て も か まい ませ ん 。 


83 





ファ イル 名 の 前 に 付い て いる マー ク を アイ コン と いい ます 。 
HALNOTE に 装備 され て いる アイ コン の 数 は 32 個 で 、 フ ァ イ 
ル の 性 質 な ど で ア イコ ン を 決め 、 フ ァイル の 管理 を 行う こと が 
"xd. 


1. アイ コン 交換 


現在 指定 し て いる ファ イル の アイ コン を 、 義 備 さ れ て いる 他 の 
アイ コン と 変換 する こと が で きま す 。 

ファ イル の 性 質 等 で アイ コン を 他 の アイ コン に 変更 し た い 場 谷 
に 使用 し ます 。 





① ア イコ ン 変 換 し た い フ ァイル を 指定 し ます 。 
複数 の ファ イル を 指定 する こと も で きま す 。 





「 ア イコ ン 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
アイ コン ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


⑨③ 変 換 し た い ア イコ ン を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 


| [3 A 指定 ファ イル の アイ コン が 指定 され た アイ コン と 交換 され ま 


A す 。 


④ 右 クリ ッ ク す る と 、 フ ァイル の 指定 が 解除 きれ ます 。 











2. アイ コン 変更 























HALNOTE に 装備 され て いる アイ コン 以外 に ユー ザ 独 自 の ア 
イコ ン を デザ イン する こと が で きま す 。 

た だ し 、HALNOTE で は 1 ディ スク に 装備 で きる アイ コン が 
32 個 の た め 、 新 た に アイ コン を 作成 する の で は な く 、 現 在 存在 
する アイ コン の 形 を 変更 する 方 式 を と っ て いま す 。 

変更 (編集 ) する アイ コン は 、 現 在 指 定 さ れ て いる ファ イル に 
付い て いる アイ コン に 対し て 行う た め 、 変 更 し て も 良い アイ コ 
ン に 変換 し て か ら 、 ア イコ ン 変 更 を 行っ て くだ さい 。 

ディ スク 内 に 変更 前 の アイ コン が 存在 する 場合 に アイ コン 変更 
を 行う と 、 存 在 し て いた アイ コン も 同時 に 変更 され ます 。 

また 、 指 定 し た アイ コン は 、HALNOTE を 終了 する まで 有効 で 
す 。 

電源 を 切っ た 後 で も 保存 し た い 場 合 は 、「 デ スク トッ プ の 保存 」 
を 実行 し ます 。 


① ア イコ ン を 変更 し た い フ ァイル を 指定 し ます 。 


②「 ア イコ ン 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
アイ コン ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


③「 ア イコ ン 変 更 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
アイ コン 変更 ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


④ 表 示さ れ た アイ コン を 編集 し ます 。 
編集 機能 を 使用 し 、 ア イコ ン を 変更 し ます 。 
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人 @ 編 集 に つい て 
黒い マス 目 が アイ コン と し て 実際 に 表示 され る 部 分 で す 。 
12X12 の マス 目 上 に 外字 を 作る 要領 で アイ コン を 作成 し まず 』 


・ マ ス 目 を 黒く する ・ 白 くす る 

白い マス 目 を 左 ク リッ ク す る と 黒く な り ま す 。 

黒い マス 目 を 左 ク リッ ク す る と 白く な り ま す 。 

白く GRO) し た まま 左 ボ タン を 押し 続け 、 マ ウス カー 
ソル を 移動 する と 、 連 続 し て マス 目 を 白く (黒く ) し ま 理 


・ 全 て を 白く する (消去 ) 

全て の マス 目 を 白く する 場合 は 、「 消 去 」 を 指定 し 、 左 ク 
リッ ク し ます 。 

黒い マス 目 全 て が 白く な り ま す 。 


・ 反 転 
全て の 白い マス 目 を 黒く 、 全 て の 黒い マス 目 を 白く し ます 。 


以上 の 機能 を 使用 し て アイ コン を 編集 し て くだ さい 。 


⑤ 編 集 が 終了 し た ら 、「 設 定 ] を 指定 し 左 ク リッ ク し ます 。 
指定 し た ファ イル と 変更 前 が 同じ アイ コン が 、 編 集 し た アイ 
コン に 変わ り ま す 。 
編集 を 中 断 し た い 場 合 は 、「 中 止 」 を 指定 し 左 ク リッ ク す る 
か 、 単 に 右 ク リッ ク し ます 。 
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デス クア クセ サリ 


机 の 上 を 見 渡す と 、 時 計 、 カ レン ダー や メモ な ど 普 通 は 使う も 
の で は あり ませ ん が 、 い ざと いっ た と き に と て も 便利 な も の が 
あり ます 。 

これ ら を 総称 し て デス クア クセ サリ と いい ます 。 

HALNOTE で も 「 机 の 上 で 作業 を し て いる 感覚 で 」 と いう 観点 
か ら 、 時 計 、 カ レン ダー、 メ モ 帳 を 付け まし た 。 こ の 他 に も 単 
語 を 登録 する 熟語 登録 や 新た に 文字 を 作成 する 外字 作成 な ども 
デス クア クセ サリ に あり ます 。 

この デス クア クセ サリ は 、 ど の よう な アプ リケーション ツ ソフト 
が 動い て いて も 、 い つも 共通 に 使用 で きる 機能 で す 。 

な お 、 各 デス クア クセ サリ は 、 右 クリ ッ ク で 終了 (中 止 ) し ま 
す 。 


1. 時 計 


コン ピュ ー タ に 内 蔵 さ れ て いる 時 計 機 能 を 使用 し 、 ア ナ ロ グ と 
デジ タル 兼用 の 時 計 を 表示 し ます 。 

指定 し た と き の 時 間 が 表示 され ます 。 

また 現在 の 年 月 日 、 時 間 が 誤っ て いる 場合 に は 、 修 正す る こと 
も で きま す 。 


①「 デ スク アク セ サ リ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 デ スク アク セ サ リ | 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 


②「 時 計 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
マウ ス の 位置 に 時 計 が 表示 され ます 。 
時 間 の 確認 の み の 場 合 は 、 右 クリ ッ ク す る か 、 時 計 の 枠外 で 
左 ク リッ ク し ます 。 
時 間 の 修正 を 行う 場合 は 、③ 以 降 を 行っ て くだ さい 。 
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③ 修 正 し た い 内 容 (年 、 月 、 日 、 時 、 分 ) を 指定 し 、 左 クリ 
ダ し ます 。 
右 中 央 に 上 下 矢 印 が 表示 され ます 。 





1387- 11-23 月 





④ 数 字 を 上 げ る 場合 に は 上 下 矢印 の 上 側 を 、 数 字 を 下げ る 
に は 上 下 矢 印 の 下 側 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
す 。 
上 側が 指定 され た 場合 は 数 字 が 増し 、 下 側が 指定 され た 
は 数 字 が 減り ます 。 


全て の 修正 が 終了 し た ら 、 右 クリ ッ ク す る か 、 時 計 の 外 短 
左 ク リッ ク し ます 。 





1987- 11-23 月 
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2 2 コー 





1980 年 1 月 か ら 2079 年 の 12 月 まで の カレ ンダ ー を 表示 し ます 。 
また 、 一 日 単位 に 60 文 字 以 内 の 記録 を 保存 で きる スケ ジュ ー 
ラ 機 能 も 装備 され て いま す 。 

カレ ンダ ー を 指定 する と 現在 コン ピュ ー タ に 設定 され て いる 今 
日 の 日 付 を 基 に 今月 の カレ ンダ ー が 表示 され ます 。 

今日 の 日 付 の 部 分 は 他 の 日 付 と 色 が 異な っ て 表示 され ます 。 
表示 し た 年 (月 ) を 変更 し た い 場 合 は 、 年 (月 ) 表示 を 左 ク リッ ク 
し た と き に 表示 させ る 、 上 下 矢印 を 指定 し ます 。 

た だ し 、1980 年 より 古い 年 や 2079 年 より 新しい 年 を 指定 する と 、 
年 表示 は 一 周 し て し まい ます 。 

また 、 月 の 場合 も 1 月 より 下 、12 月 より 上 を 指定 する と 、 月 表 
示 は 一 周 し て し まい ます 。 


①「 デ スク アク セ サ リ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 デ スク アク セ サ リ 」 内 の 各 ア クサ セリ が 表示 され ます 。 


④「 カ レン ダ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
今月 の み カ レン ダー が 表示 され 、 本 日 の 部 分 は 色 が 変わ っ て 
いま す 。 


ORRE (A) を 変え た い 場 合 は 、 年 (月 ) 表示 を 指定 し 、 左 
クリ ッ ク し ます 。 
年 (月 ) 表示 の 色 が 変わ り 、 上 下 矢印 が 表示 され ます 。 


④ 現 在 表示 され て いる 年 (月 ) より 大 きい 数 を 指定 し た い 場 合 
は 、 上 下 矢 邑 の 上 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
ーー つ 大 きい 年 (月 ) の 表示 に な り 、 カ レン ダー 表示 が 変わ り 
ます 。 
現在 表示 され て いる 年 (月 ) より 小さ い 数 を 指定 し た い 場 合 
は 、 上 下 矢印 の 下 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
ーー つ 小 さい 年 (月 ) の 表示 に な り 、 カ レン ダー 表示 が 変わ り 
ます 。 


カレ ンダ ー の 確認 が 終了 し た ら 、 右 クリ ッ ク し ます 。 
カレ ンダ ー が 画面 か ら 消え 、 カ レン ダー 表示 を 終了 し ます 。 
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02772—7 

HALNOTE T, 60H40 A7 Z a—v*AJdHd5lt» 
Cad. 

一 日 毎 に は 、120 文 字 (24 桁 ) EA XC E ZEIT 
て きま す 。 

入力 され た 内 容 は 、 削 除 す る まで 記憶 され て いる の で 、 過 去 
の スケ ジュ ー ル や 先行 し て 入力 し た スケ ジュ ー ル の 確認 な ど 
に も 使用 で きま す 。 

日 々 の スケ ジュ ー ル や 日 記 な ど に 使用 し ます 。 

また 、 カ レン ダー 上 に 休日 の 指定 を 行っ た り 、 登 録 し て あっ 


D ] た スケ ジュ ー ル を 削除 する こと が で きま す 。 
1988 3 
① カ レン ダー 表示 の ①ー② を 実行 し ます 。 


カレ ンダ ー を 表示 する まで は 共通 の 操作 で す 。 














スケ ジュ ー ル 登録 し た い 日 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 し た 日 の スケ ジュ ー ル が 表示 され ます 。 
何 も 入 力 さ れ て いな い 場 合 は 、 ス ケ ジ ュ ー ル ウィ ンド ウ の あ 



































が 表示 され ます 。 
スケ ジュ ー ル の 確認 だ け の 場合 は 、 こ の まま 右 ク リッ ク し ま 
Fa 

| 1988- 3-24 | ③ 文 字 入力 を 行い ます 。 


必要 な 文字 を 入力 し て くだ さい 。 
午後 時 より 企画 会 議 
生後 7 時 より 接待 ④ 文 字 の 入力 が 終了 し た ら 、 右 クリ ッ ク し ます 。 

PERS dune スケ ジュ ー ル ウィ ンド ウ が 消え 、 入 力 し た 日 に アン ダー ラ 
ン が 表示 され ます 。 

















E 
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@ 休 日 指定 
る こと が カレ ンダ ー に は 休日 の マー ク が あり ませ ん 。 
そこ で 指定 し た 日 や 曜日 を 指定 し 、 休 日 マー ク が つく よう に 
る こと が 設定 し ます 。 
休日 の 指定 に は 、 指 定 曜日 、 指 定 月 日 、 指 定年 月 日 が あり 、 
T BE 必要 に 応じ て 、 設 定 を 行っ て くだ さい 。 
認 な ど 指定 曜日 は 、 年 月 が 変わ っ て も 指定 され た 曜日 が 反転 表示 さ 
T れ ま す 。 
| 指定 月 日 は 、 毎 年 の 同じ 月 日 が 反転 表示 され ます 。 








し て あっ 指定 年 月 日 は 、 指 定 し た 年 月 日 の み 反 転 表 示さ れ ま す 。 








Su |Ma |Tu [We |Th [Fi |Sa ① カ レン ダー 表示 の ①ー② を 実行 し ます 。 
ーー カレ ンダ ー を 表示 する まで は 共通 の 操作 で す 。 











② 指 定 し た い 日 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 

ます 。 1 = 4 曜日 を 指定 する 場合 は 、 同 じ 曜 日 で あれ ば どの 日 で も か まい 
12 lisali4lislie ませ ん 。 

19 |20 |21 |2e2 |28 指定 し た 日 の スケ ジュ ー ル ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 








ドウ の み 17 | 1 








ッ ク し ま は IS は は で ③「 休 日 指定 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
休日 指定 の 種類 が 表示 され ます 。 
Fl を 押し て も 「 休 日 指定 」 を 指定 で きま す 。 









































1988- 4-29 & ④ 指 定 する 方 法 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 

曜日 を 指定 する 場合 は 「 毎 週 の 曜日 」 を 、 月 日 を 指定 する 場 
Xx5EEB 合 は 「 毎 年 つ 〇 」 を 、 年 月 日 を 指定 する 場合 は 、「 〇 〇 〇 」 を 
指定 し ます 。 

また 、 指 定 し た 休日 を 全て 消去 する ば あい は 、「 初 期 化 」 を 指 
定 し ます 。 

左 ク リッ ク き れる と 、 ス ケ ジ ュ ー ル ウィ ンド ウ の 日 付 が 反転 
表示 され ます 。 























ED 削除 





⑤ 右 クリ ッ ク し ます 。 
曜日 が 指定 され た 場合 は 、 指 定 曜日 が 反転 表示 され ます 。 
月 日 、 年 月 日 が 指定 され た 場合 は 、 指 定 さ れ た 日 付 が 反転 表 





毎週 金曜 日 





每 年 人 示さ れ ます 。 
1988 "4-29 
初期 化 
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午後 3 時 より 企画 会 議 
午後 7 時 より 接待 
(RARS 池田 さん ) 
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る 9 スケ ジュ ー ル 削除 
登録 され た スケ ジュ ー ル を 削除 し ます 。 
削除 で きる 日 付 は 、 指 定 さ れ た 当日 、 指 定 さ れ た 月 、 指 定 き 
れ た 日 を 含む 週 と 全て の 日 付 の 4 種類 あり ます 。 
削除 きれ た スケ ジュ ー ル は 復活 する こと が で きま せん 。 実 和 
に は 十分 注意 し て くだ さい 。 


① カ レン ダー 表示 の ①ー② を 実行 し ます 。 
カレ ンダ ー を 表示 する まで は 共通 の 操作 で す 。 


② 指 定 し た い 日 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
月 を 指定 する 場合 は 、 同 じ 月 で あれ ば どの 日 で も か まい ま 音 
多 
指定 し た 日 の スケ ジュ ー ル ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


③「 削 除 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
スケ ジュ ー ル 削除 の 方 法 が 表示 され ます 。 
F2 を 押し て も 「 削 除 」 を 指定 で きま す 。 


④ 削 除 する 方 法 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
当日 の み を 削除 する 場合 は 一 段 目 、 当 日 より 5 日 前 以 前 专题 
除 する 場合 は 、 二 段 目 、 月 を 削除 する 場合 は 、 三 段 目 、 全 詩 
を 削除 する 場合 は 、 四 段 目 (初期 化 ) を 指定 し ます 。 
左 ク リッ ク さ れる と 、 ス ケ ジ ュ ー ル ウィ ンド ウ が 表示 され 語 
す 。 続け て スケ ジュ ー ル の 登録 が ある 場合 は 、 ス ケ ジ ュ ーー 
を 入力 し て くだ きい 。 


⑤ 全 て の 作業 が 終了 し た ら 、 右 クリ ッ ク し ます 。 

スケ ジュ ー ル ウィ ンド ウ が 画面 か ら 消 えま す 。 
※60 日 を 越え る と 書き 込ま れ な く な り ま す 。 削除 を 行う 苦 

新しい シス テム ディ スク を ご 用 意 く だ さい 。 
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3. 単語 登録 ・ 単 語 削除 








HALNOTE カー トリ ッ ジ の 中 に は 、 日 本 語 を 変換 する た め の 
辞書 が 搭載 され て いま す 。 

この 辞書 は 59200 も の 単語 が 登録 る きれ て いる の で す が 、 日 本 語 に 
ある すべ て の 単語 を 収録 し て いる わけ で は あり ませ ん 。 

漢字 に 変換 し た と き に うま く 変 換 で き な い 言葉 は 、 一 つ ー つ 分 
解 し て 漢字 を 確定 させ な けれ ば な り ま せん 。 これ を 単語 と し て 
辞書 に 登録 し て お け ば 、 そ れ 以 降 は 通常 の 変換 作業 で 変換 で き 
る よう に な り ま す 。 

一 度 登録 きれ た 単語 は 不要 に な り 次 第 、 削 除 す る こと も で きま 
す 。 


念 単語 登録 
登録 で きる 単語 の 文字 数 は 20 字 以内 で す 。 
登録 する 単語 に は 、 必 ず 熟 語 の 読み も 登録 し ます が 、 こ れ は 
8 字 以 内 で 登録 し ます 。 
単語 と し て 登録 で きる 文字 は HALNOTE で 使用 で きる すべ 
て の 文字 で 、 漢 字 は も ちろ ん 外字 (次 项 参照 ) も 登録 可能 で 
す 。 た だ し 単語 の 読み は ひら が な で 入力 し ます 。 
登録 する 単語 に は 、 単 語 の 特性 を 持た せる こと で 変換 効率 の 
良い 単語 に な り ま す 。 
単語 の 特性 と は 、 登 録 する 単語 が 「 名 詞 」 な の か 「 地 名 」 な 
の か な どの 情報 で 、 単 語 登 録 ウ ィ ン ド ウ の 3 段 目 に 示さ きれ て 
いま す 。 指 定 で きる も の は 「 名 詞 」「 地 名 」「 人 名 」「 一 する 」 
( き 変名 詞 ) 「 そ の 他 」 に 分 か れ て いま す 。 
例え ば 「 ビ リヤ ー ド 」 と いう 単語 に つい て いえ ば 、 こ の 単語 
を 登録 する と き に 「 名 詞 」 で 登録 する と 「 び りや ー ど は 」 と 
入力 し 変換 を する と 、 変 換 を 行い ます が 、「 ぴ びり や ー ど する 」 
と 入力 し た 場合 に は 、「 び りや ー ど 」 と 「 す る 」 と いう 別々 の 
単語 と し て 文節 が 区 切ら れ て し まい ます 。 
これ を 「 一 する 」 で 登録 する と 「 ビ リヤ ー ド する 」 と 変換 し 、 
し か も 「 ビ リヤ ー ド は 」 に も 変換 で きま す 。 
この よう に 、 単 語 の 特性 を 活か し て 登録 し 、 変 換 効率 の 良い 
単語 に し て くだ さい 。 
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①「 デ スク アク セ サ リ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 デ スク アク セ サ リ 」 内 の 各 ア クサ セリ が 表示 され ます 。 


②「 単 語 登録 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
単語 登録 ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 
カー ソル は 登録 文字 の 欄 に あり ます 。 


③ 登 録 文 字 を 入力 し ます 。 
通常 の 文字 変換 ・ 記 号 入力 で 登録 し た い 文字 を 入力 し 、 確 定 
し ます 。 


(④ 間 違い が な いか 確認 し た 上 で 、 リ ター ン キ ー を 押し ます 。 
登録 文字 が 決定 され 、 カ ー ソ ル が 読み の 欄 に 移動 し ます 。 


⑤ 読 み を 入力 し ます 。 
文字 を 入力 し た ら ひ ら が な の まま 確定 し ます 。 


⑥ 間 違い が な いか 確認 し た 上 で 、 リ ター ン キ ー を 押し ます 。 
読み が 決定 され 、 熱 語 の 特性 の 指定 に な り ま す 。 


⑦ 指 定 する 特性 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
マウ ス の 代わ り に カー ソル キー で も 指定 で きま す 。 


⑧ 以 上 の 登録 で よい か 確認 し ます 。 
登録 し な い 場 合 は 、「 中 止 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 ウ 
ィ ン ド ウ が 消え ます 。 
改め て 登録 を 行う 場合 は 、① か ら や り 直 し て くだ さい 。 


⑨「 登 録 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
キー ボー ド の み の 操 作 の 場合 は 、⑦ の 状態 で リタ ー ン キー を 
押し ます 。 
単語 が 登録 きれ 、 ウ ィ ン ド ウ が 消え ます 。 
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ga: 09-69 
| (me) (Fe) 
| 削除 中 止 





人 @ 単 語 削除 
間違え て 登録 し た 単語 な ど 不 要 な 単語 が ある 場合 に は 、 登 録 
し た 単語 を 削除 で きま す 。 


①「 デ スク アク セ サ リ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 デ スク アク セ サ リ 」 内 の 各 ア クサ セリ が 表示 し ます 。 


②「 単 語 削除 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
語 削除 ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 
カー ソル は 読み の 欄 に あり ます 。 


③ 削 除 す る 単語 を 入力 し ます 。 
変換 を 行い 、 削 除 す る 単語 を 表示 させ 、 確 定 し ます 。 


④ 削 除 す る 読み を 入力 し ます 。 
変換 を 行わ ず 、 そ の まま 確定 し 、 リ ター ン キ ー を 押し ます 。 


⑤ 削 除 す る 単語 の 特性 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 され た 特性 が 反転 表示 され ます 。 


⑥「 削 除 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 され た 単語 が 削除 さき れ 、 ウ ィ ン ド ウ が 消さ れ ま す 。 
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4. 外字 作成 


HALNOTE に は 第 一 水準 、 第 二 水準 を 含め て 約 6.300 字 の 漢 
字 、 ひ ら が な や 記号 な どの 非 漢字 文字 が 500 字 と 多く の 文字 を 持 
っ て いま す が 、 特 殊 な 漢字 や 記号 な ど は 新た に 作成 し 、 漢 字 登 
録 部 (漢字 ROM) に 登録 し ます 。 

新た に 作成 する 文字 を 外字 と いい ます 。 

HALNOTE で は この 外字 を 作成 編集 で き 、 記号 入力 に よっ て 
取り 出す こと が で きま す 。 

登録 で きる 文字 数 は 64 個 で す 。 





デス クア クセ サリ で 「 外 字 」 を 指定 する と 、 外 字 ウ ィ ン ド ウ が 
表示 され ます 。 

この 外字 ウィ ンド ウ に 表示 され て いる 各 機 能 を 使用 し て 外字 を 
作成 し ます 。 


人 @ 外 字 ウ ィ ン ド ウ 


| 外字 編集 部 
この マス 目 を 利用 し て 外字 の 編集 を 行い ます 。 
ROVAR (ドッ ト ) の 部 分 が 実際 に 表示 ・ 印 刷 さ れる 部 分 
で す 。 


登録 部 
JIS コー ド 222F か ら 227E と 2321 か ら 232E まで の 文字 が 1 
つ ず つ 表 示さ れ ま す 。 
未 登録 の 部 分 は 枠 内 が 空 折 に な っ て いま す 。 
作成 ・ 編 集 す る 外字 は すべ て この 部 分 を 指定 し 、 登 録 し ます 。 


中 スク ロー ル ア イ コン 
現在 表示 され て いる 以外 の 外字 を 表示 させ る 場合 に この 部 分 
を 使用 し ます 。 
>il, KA JIS コー ド の 文字 を 表示 させ ます 。 

は 、 前 の JIS コー ド の 文字 を 表示 させ ます 。 

Pi, 167 ŻA JIS コー ド の 文字 を 表示 させ ます 。 
4 は 、16 ヶ 前 の JIS コー ド の 文字 を 表示 させ ます 。 
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IM 移動 

それ ぞ れ の 三角 形 を 指定 する と 、 外 字 編 集 部 の ドッ ト を 指定 
し た 方 向 に 1 つ 移 動 し ます 。 

移動 し た 粘 果 枠外 に いっ た ドッ ト は 移動 し た 反対 の 方 向 ( 例 
えば 、 上 を 指定 し た 場合 は 下 ) か ら 、 消 えた ドッ ト が 復活 し 
ます 。 


① 移 動 し た い 方 向 の 三角 形 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 し た 方 向 に ドッ ト が 移動 し ます 。 


V 反転 
ドッ ト が 表示 され て いる 部 分 を 白く 、 白 い 部 分 を ドッ ト に 軒 
き 換 えま す 。 


①「 反 転 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
外字 編集 部 の ドッ ト が 白く な り 、 白 い 部 分 に ドッ ト が つき ます 。 


VI 複写 
外字 編集 部 に 表示 され た 外字 の ドッ ト 状 態 を 記憶 し ます 。 
貼 込 で は この 記憶 し た 状態 を 再 表示 させ 、 重 ね ます 。 


①「『 複 写 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 し た 外字 の 状態 を 記憶 し ます 。 


VI ドッ ト 数 

ワー プロ や 図形 プロ セッ サ な ど で は 、 文 字 の 大 き さ を 変更 で 
きま す 。 

文字 の 大 き さ を 変更 する 際 に 元 と な る 大 き さ を 基準 に 拡大 し 
て いき ます 。 

基 と な る 大 き さ に は 、 3 種類 あり ます 。 

12X 8 は 、12xX 8 の み で す 。 

16X16 は 、32 ド ッ ト や 8 ドッ ト の 文字 を 作る た め の 大 き さ で す 。 
12 X12 は 、24 ド ッ ト な どの 文字 を 作る た め の 大 き さ で す 。 
現在 、 指 定 さ れ て いる 大 き さ に は 、 チ ェ ッ クマ ー ク ( ) が 
表示 され ます 。 


① 指 定 す る 大 き さ を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 


外 宇 編集 部 の 大 き さ が 変わ り 、 指 定 さ れ た 大 き さ の 前 に チェ 
タグ マー ググ が つき ます 。 


9Z 





Vl 消去 
外字 編集 部 に 表示 され た ドッ ト を すべ て 削除 し ます 。 
新た に 外字 を 作成 する 場合 な ど に 使用 し ます 。 


IX 貼 込 
複写 で 記憶 し た 外字 の ドッ ト 状 態 を 現在 、 作 成 ・ 編 集 し て 双 
る 外 宇 編集 部 に 重ね ます 。 





① 重 ね る 元 の 外字 を 「 コ ピー」 機 能 を 使用 し て 、 記 憶 さ せま 畑 
② 新 た に 外字 を 編集 し ます 。 


③「 貼 込 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
外字 編集 部 に 、 コ ピー され た 外字 が 重なり ます 。 


@ ド ッ ト を つけ る ・ 消 す 
外字 編集 部 に ドッ ト を つけ る こと が 基本 で す 。 
ドッ ト が つい て いる 部 分 が 実際 に 表示 ・ 印刷 され る 部 分 で 3. 
16X16 の マス 目 の に ドッ ト を 配置 し て 、 文字 や 記号 の 形 を 作 
成 し ま す 。 


ドッ ト を つけ る に は 、 現 在 ド ッ ト の な い マ ス 目 を 指定 し 、 夏 
クリ S pA Ue o 

また 、 ド ッ ト の ある マス 目 を 指定 し 左 クリ ッ ク す る と 、 ド ッ 
ト が 消え ます 。 


人 @ 外 字 の 作成 か ら 終 了 ま で 


①「 デ スク アク セ サ リ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 デ スク アク セ サ リ 」 内 の 各 ア クサ セリ が 表示 され ます 。 





外字 作成 ⑨「 外 字 作 成 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
k 外字 作成 ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 
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可 «4222F» > 


k 


E 1248 
v12%12 
16*16 


k 


③ 登 録 し た い コ ー ド を 表示 させ ます 。 
スク ロー ル ア イ コン を 使用 し て 、 編 集 し た い JIS コー ド を 表 


④ 各 編集 機能 を 使用 し て 、 外 字 を 作成 し ます 。 


⑤ 作 成 ・ 編 集 が 完了 し た ら 、 他 の ドッ ト 数 を 指定 し 、 編 集 し ま 
す 。 


⑥ 続 いて 他 の 外字 を 作成 ・ 編 集 し た い 場 合 は 、、① か ら ⑤ ま で を 
再び 実行 し て くだ さい 。 


の ⑦ そ の まま 右 ク リッ ク し ます 。 
外字 ウィ ンド ウ が 画面 か ら 消 えま す 。 
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. 電話 


HALNOTE に は 電話 帳 が つい て いま す 。 

この 電話 帳 に 名 前 ・ 住 所 な ど を 登録 し て お き 、 必 要 な と き に 表 
示 で きま す 。 

また 、 不 要 に な っ た デー タ を 削除 する こと も で きま す 。 


信 個 人 デー タ の 登録 と 表示 
個人 デー タ と し て 登録 で きる の は 、 名 前 ・ 郵 便 番号 ・ 住 所 ・ 
電話 番号 で す 。 
各々 下記 の よう に 文字 数 が 限 ち られ て いま す 。 


名 前 12 文 字 (全角 ) 

郵便 番号 6 文字 (半角 、 途 中 の 「 一 」 も 含む ) 
住所 32 文 字 (全角 ) 

電話 番号 18 文 字 (半角 、 途 中 の 「 一 」 な ど を 含む ) 


電話 帳 に は 、 通 常 の 電話 帳 の よう に 、 イ ン デ ックス が つい で 
いま す 。 
イン デック ス に は ※ と 各行 ( あ 行 、 か 行 な ど ) が あり 、 登 録 ・ 
表示 し た い 行 を 指定 すれ ば 、 指 定 し た 行 に 含ま れる 個人 デー 
タ が 表示 され ます 。 
表示 され る の は 名 前 と 電話 番号 だ け で 、 住 所 や 郵便 番号 を 知 
り た い 場 合 は その デー タ を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 さん た デー タ は 個人 デー タ 入 力 ウ ィ ン ド ウ が 表示 され 、 
録 さ れ た 内 容 が 表示 され ます 。 
「 デ スク アク セ サ リ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
① デ スク アク セ サ リ を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 

m デス クア クセ サリ が 表示 され ます 。 


© [WIE] を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
電話 帳 電話 帳 ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 
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px [o |» a] e e a a [e] o | o | 


氏名 
郵便 
住所 


842-3333 


k 





東京 都 港 区 
南青山 6-11-1 











初期 化 





③ 登 録 し た い 行 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 され た 行 が 表示 され ます 。 
以前 に 、 個 人 デー タ が 登録 きれ て いる 場合 は 、 名 前 と 電話 
番号 が 表示 され ます 。 


これ より 、 新 規 デ チー タ 入 力 と 、 デ ー タ の 修正 と 操作 が 異な り 
Xy 


・ 新 規 デ ー タ 入力 


(《④ デ ー タ 一 覧 中 の 空白 部 分 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
個人 デー タ 入 力 ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 


※ た だ し 、 デ ー タ 一 覧 中 に 空白 部 分 が な い 場 合 は 、 次 の よ 
うに 操作 し ます 。 


i 現在 登録 きれ て いる デー タ を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
登録 きれ て いる 内 容 を 表示 し た 個人 デー タ 入 力 ウ ィ ン ド 
ウ が 表示 され ます 。 


ii「 管 理 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 管 理 」 ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 


ii 「 新 規 登録 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
表示 る れ て いた 内 容 が 消 を 、 新 規 登録 が で きま す 。 





⑤ 入 力 す る 項目 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 され た 項目 に 、 カ ー ソ ツル が 移動 し ます 。 
CTRL 十 [ | を 押す と カー ツル を 下 に 、CTRL 十 [.! 
を 押す と カー ソル を 上 に する こと が で きま す 。 
※ テ ン キ ー は 使用 で きま せん 。 
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⑥ 内 容 を 入力 し ます 。 
入力 は 通常 の 文字 入力 が 可能 で す 。 
た だ し 、 郵 便 番 号 と 電話 番号 の 欄 は 、 変 換 作 業 は な く 、 全 
て の 文字 は 半角 に な り ま す 。 
※ 郵 便 番号 の 区 切り 用 に 「 一 」 を 一 回 使用 する こと が で き 
ます 。 
f 185-91 
また 、 電 話 番号 の 区 切り は 全て 「 一 ] で 対応 し ます 。 
例 03-252-5561 








⑦ 入 力 が 全て 終了 し た ら 、「 登 録 」 を 指定 し 左 ク リッ ク し ます 
F2 キー を 押し て も 、 登 録 で きま す 。 





⑧ 他 の 行 の 入力 が ある 場合 は 、③-⑦ を 実行 し ます 。 


⑲⑨ 全 て の デー タ を 入力 し 終っ た ら 、 右 クリ ッ ク し ます 。 
個人 デー タ 入 力 ウィ ンド ウ が 消え 、 も う 一 度 右 クリ ッ ク 逢 
る と 、 電 話 帳 ウィ ンド ウ が 消え 、 電 話 帳 を 終了 し ます 。 


る デー タ の 削除 

入力 し て ある デー タ が 不要 に な っ た 場合 は 、 削 除 す る こと 疾 
で きま す 。 

削除 に は 、 1 デー タ 削 除 ・1 行 削除 ・ 初 期 化 ( 全 デ ー タ 削除 | 
が あり ます 。 

削除 し た 内 容 は 復活 する こと が で き な い の で 、 注 意 が 必要 で す 。 


①「 デ スク アク セ サ リ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
デス クア クセ サリ が 表示 され ます 。 





②「 電 話 帳 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
電話 帳 電話 帳 ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 


102 
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バー ビー 842-3333 
HAL 研究 っ 252-5561 





px [o [o [8 [| e| a] a] eo] 0] 
d E 812-3333. 
HAL 研究 っ 252-5561 
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氏名 
郵便 |101 


住所 | 东京 都 千代 田 区 加 
神田 須田 町 2-6-5 hi 


電話 1252-5561 
























③ 削 除 し た い 行 (削除 し た い デ ー タ を 含む 行 ) を 指定 し 、 左 
クリ タッ ダグ し まず 。 

指定 され た 行 が 表示 され ます 。 

初期 化 の 場合 は 、 ど の 行 を 選ん で も か まい ませ ん 。 


④ 削 除 し た い デ ー タ を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
行 (初期 化 ) の 場合 は 、 ど の デー タ を 指定 し て も か まい ま 
せん 。 


⑤「 管 理 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
管理 ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 
Fl を 押し て も 管理 ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


⑥ 削 除 内 容 を 指定 し ます 。 

指定 し た デー タ の み を 削除 する 場合 は 、「 当 人 」 を 指定 し 、 
行 を 削除 する 場合 は 「 〇 行 」 を 、 全 て を 削除 する 場合 は 「 初 
期 化 」 を 指定 し ます 。 

指定 され た 内 容 で 削除 を 行い 、 電 話 帳面 ウィ ンド ウ に 戻り 
ます 。 
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削除 


6. メモ 


ちょ っ と し た こと を 書き 止め る と き に 、 メ モ が 便利 で す 。 

一 度 入力 し た メモ は 、 削 除 を 行わ な い 限 り 残 っ て お り 、 い つ で 
も 確認 で きま す 。 

入力 は 、 通 常 の 文字 入力 が で きま す 。 

入力 で きる 文字 数 は 、 全 角 文 字 で 10 字 X12 行 で す 。 

また 、 不 要 に な っ た メモ を 削除 する こと も で きま す 。 








0» €O0AZ 


①「 デ スク アク セ サ リ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 デ スク アク セ サ リ 」 内 の 各 ア クセ サリ が 表示 され ます 。 


②「 メ モ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
メモ ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


③ 文 字 を 入力 し ます 。 
HALNOTE の 文字 入力 を 使用 し て 、 メ モ の 内 容 を 入力 し 者 
4 25S 


④ 文 字 の 入力 が 終了 し た ら 、 右 クリ ッ ク し ます 。 
メモ ウィ ンド ウ が 画面 か ら 消え 、 メ モ が 記憶 きれ ます 。 














岩田 さん か ら TEL 
森 笠 さん へ 連絡 


金田 さん か ら TEL 
鯨 岡 さ ん へ 連絡 











9» モ 内 容 の 削除 


①「 デ スク アク セ サ リ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 デ スク アク セ サ リ 」 内 の 各 ア クセ サリ が 表示 され ます 。 


④「 メ モ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
メモ ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


⑨③ 削 除 し て 良い か 確認 し た 上 で 、「 削 除 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク 
し ます 。 
入力 され て いた 内 容 が 全て 消え ます 。 
F1 キー を 押し て も 削除 で きま す 。 


④ メ モ を 入力 する 場合 は 、 そ の まま 文字 入力 を 行い ます 。 
終了 する 場合 は 、 こ の まま 右 ク リッ ク し ます 。 
メモ ウィ ンド ウ が 画面 か ら 消え ます 。 
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7. 画面 調整 


コン ピュ ー タ と モニ タ と の 相性 が 悪い 場合 な ど に は 、 画 面 の 親 
容 が きち ん と 見 えな いこ と が あり ます 。 

その 様 な 場合 に 、 画 面 調整 を 行い ます 。 

画面 調整 で 調整 で きる 内 容 は 、 画 面 表示 の 位置 と 、 画 面 各 所 の 
色 の 変更 で す 。 

変更 を 行う と 、 電 源 を 切っ て も 記憶 きれ て いま す 。 

デス クア クセ サリ て で 画面 調整 を 指定 する と 、 左 の よう な 画面 調 
整 ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 

画面 調整 ウィ ンド ウ に は 、 色 変更 部 と 位置 変更 部 に 分 か れ て 甘 
り ます 。 





人 @ 色 変更 

画面 の 各所 の 色 を 変更 し ます 。 

画面 調整 ウィ ンド ウ の 人 色 変 更 部 に は 、 指 定 で きる 箇所 の 指定 
部 分 、 色 変更 部 分 、 変 更 され た 色 の 表示 部 分 に 分 か れ て いま 
す 。 変 更 し た 色 を 元 に 色 に 戻す に は 、 リ セッ トス イッ チ が あ 
り ま す 。 

色 の 変更 方 法 は RGB の 色 の 割合 を 指定 する 方 式 で す 。 

(イン デック ス 色 変更 の 項 を 参照 し て くだ さい ) 

な お 、 イ ン デ ックス ラベ ル の 色 変 更 は 、 イ ン デ ックス 人 色 変 更 
コマ ンド を 使用 し ます 。 


・ 位 置 指定 
指定 で きる 部 分 は 次 の よう に な っ て いま す 。 


1 中 心 部 、 デ スク アク セ サ リ GB) 部 
中 心 と な る 部 分 、 デ スク アク セ サ リ の 地 、 の 色 を 指定 
し ます 。 
中 心 と な る 部 分 と は 、 各 ソフ ト に よっ て 次 の よう に な 
っ て いま す 。 


dal Car 
バイ ンダ 部 ( 各 フ ァイル が 配置 され て いる 部 分 ) 
> ーー グロ 
文字 入力 部 分 
・ 図形 プロ セッ サ 
作図 部 分 





・ 色 変更 部 分 


2 文字 部 、 ウ ィ ン ド ウ 部 
文字 の 描か れ て いる 部 分 と ウィ ンド ウ 表 示 の 色 を 指定 
し まず 。 
また 、 マ ウス の 色 の 変更 も ここ で 行い ます 。 


3 画面 部 品 部 、 か な 表示 部 
中 心 部 を 助け る 働き の ある 部 分 (画面 部 品 )、 か な 表示 
部 の 色 を 指定 し ます 。 
画面 部 品 と は 、 各 ソフ ト に よっ て 次 の よう に な っ て い 
34 


・ バ イン ダ 
バイ ンタ 金具 部 分 


5 Yea 
ルー ラフ 表示 部 


・ 図 形 プ ロ セ ッ サ 
格子 、 ペ ー ジ 表示 部 の バッ ク な ど 


4 画面 バッ ク 
画面 の バッ ク の 色 を 指定 し ます 。 


色 を 変更 する 部 分 を ここ か ら 選 択 し ます 。 
選択 され て いる 部 分 は 、 色 表示 部 と 同色 で 表示 され 、 色 
変更 部 に は 、 指 定 さ れ て いる RGB の 割合 が 表示 され ます 。 





指定 され た 画面 部 品 部 の 色 の 割合 が 表示 され ます 。 

上 か ら R ( 赤 )、G (H0. B ( 青 ) の 順に な っ て いま す 。 
指定 は 黒い マス 目 の 数 が ある ほど 強く 発色 し 、 マ ス 目 の 数 
が 少な い ほ ど 有 弱く 発色 し ます 。 

この 部 分 を マウ スカ ー ソ ル で 指定 し 、 各 色 を 指定 し ます 。 


・ リ セッ トス イッ チ 


変更 し た 色 を 、 初 め て HALNOTE を ご 使用 に な っ た 時 の 
色 に 戻し た い 場 合 に 使用 し ます 。 

全て の 色 が 元 に 戻り ます 。 

まだ り リタ ー シ キ ー を 押し て も 、 リ セッ ト さ れ ま す 。 
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①「 デ スク アク セ サ リ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 デ スク アク セ サ リ 」 内 の 各 ア クセ サリ が 表示 され ます 。 


Q 「 画 面 調整 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
画面 調整 ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


③ 色 変更 し た い 部 分 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 され た 部 分 は 、 色 表示 部 と 同じ 色 で 表示 され 、 色 変更 許 
に は 、 指 定 さ れ て いる RGB の 割合 が 表示 され ます 。 


④ RGB の 各 割 合 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 され た 部 分 まで 黒い マス 目 が 増え (減り )、 指 定 さ れ で 購 
る 部 分 の 色 が 変更 し ます 。 


⑤ 他 の 部 分 の 色 を 変更 する 場合 は 、③④ を 実行 し て くだ さい 
⑥ 位 置 変更 を 行う 場合 は 、 位 置 変更 を 実行 し て くだ さい 。 


⑦ 変 更 が 終了 し た ら 、 右 クリ ッ ク し ます 。 
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て い 





る 画面 位置 変更 
画面 位置 を 上 下 左右 に 移動 し ます 。 
画面 位置 変更 部 分 を 左 ク リッ ク す る と 、 指 定 し た マー ク の 方 
向 に 画面 が 移動 し ます 。 
た だ し 移動 限界 に な る と 移動 し ませ ん 。 


①「 デ スク アク セ サ リ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 デ スク アク セ サ リ 」 内 の 各 ア クセ サリ が 表示 され ます 。 


②「 画 面 調整 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
画面 調整 ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


③ 移 動 し た い 方 向 の マー ク を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
画面 表示 が 指定 され た 方 向 に 移動 し ます 。 
これ を 数 回 繰り 返し 見 や すい 位置 に 設定 し て くだ さい 。 


④ 画 面 の 色 を 変更 し た い 場 合 は 、 色 変更 を 実行 し て くだ さい 。 





⑤ 変 更 が 終了 したら 、 右 クリ ッ ク し ます 。 
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4 テキ スト エディ タ の 概要 [ 


1. テキ スト エディ タ と は 








Faar) (7) (un viz ax 『 ワ ー プ ロ 』」 で は 入力 し た 文字 に 斜体 や 太字 な どの 飾り 付け や 、 
' À 絵 の 入力 が で き 、 MSX2 用 の ワー プロ と し て は 豊富 な 機能 を 持 
っ て いま す 。 

『 テ キス ト エ ディ タ 』( こ れ 以 降 は 『 エ ディ タ 』 と 呼び ます ) は 
文字 の 飾り 付け や 絵 の 入 力 な ど を 一 切 行わ ず 、 文 字 の 入力 の み 
を 行う た め の ア プリ ケー ショ ン ソ フト で す 。 

『 エ ディ タ 』 で 作成 し た 文書 に 、『 ワ ー プ ロ 」 で 文字 の 飾り 付け 
Vi を 行う と いっ た こと も で き 、 文 字 入 力 の 早 さ を 重 要 視 し て いる 

か た に 最適 な み ア プリ ケー ショ ン ソ フト で す 。 
作成 し た 文書 を 保存 する と 、MSXーDOS 上 の テキ スト デー タ 
と し て 保管 され (拡張 子 は 、「. TX」 と な り ま す )、MSXー-DOS 
上 の 他 の ソフ ト で の 読み 込み も 可能 で す 。 
また 、『 エ ディ タ 』 に は 印字 機能 は あり ませ ん 。 

『 エ ディタ 』 で 作成 し た 文書 は 、 い っ た ん MSX-DOS 上 に 保 
存 し 、 作 成 し た 文書 を 『 ワ ー プ ロ 』 上 で 読み 込み 、 印 字 を 行い 
ます 。 























2. BEREIZ DLT 


『 エ ディ タ 』 に 付属 し て いる 各 機 能 は 次 の 通り で す 。 
(カッ コ 内 は 対応 する キー で す ) 








⑱ タ イト ル メ ニュ ー (SELECT) 
読み 込み や 保存 な ど フ ァイル 関係 の 操作 、 印 刷 お よび 終了 を 








行い ます 。 
・ 新 規 ・ 読 込 
・ 保 存 ・ 更 新 
・ 印 刷 ・ 終 了 
Pto 0722727t**U (STOP) 
0 文字 入力 に 関す る 機能 、 モ ー ド の 選択 、 お よび プリ ンタ の 機 


種 設定 、 画 面 の バラ ンス 調整 な ど を 行い ます 。 
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NARR > 
RIR < 
ERRO e 
ERR U)a 


E 0 .] 


信 編 集 (F1) 
入力 し た 文字 の 複写 や 、 切 り 貼 り 、 入 力 文字 の 種類 な どの 編 
集 作業 を 行い ます 。 


・ 消 去 ・ 切 取 
・ 複 写 ・ 貼 込 
・ 全 角 ・ 半 角 
⑱ サ イズ (F2) 
表示 させ る 文字 の 大 き さ を 選択 し ます 。 
・12x 8 * 12x12 
* 16x16 
念 検索 (F3) 


指定 し た 文字 を 捜し 出し 、 カ ー ソ ル を 移動 させ た り (検索 ) 、 
指定 し た 文字 に 置き 換え た りす る (ER) 作業 を 行い ます 。 
・ 前 方 検索 ・ 後 方 検索 

・ 置 換 (確認 あり )・ 置 換 (確認 な し ) 


上 記 の うち 、 タ イト ル メ ニュ ー、 編 集 (全角 、 半 角 を 除く ) に 
関し て は 『 ワ ー プ ブロ 』 と 同じ 作業 で す の で 、『 ワ ー プ ロ マニ ュ 
アル 』 を 参照 し て くだ さい 。 

デス クア クセ サリ の 各 機 能 に つい ぃ て は 、「4 章 机 能 篇 7 T 
スク アク セ サ リ 」 を 参照 し て くだ さい 。 

検索 に つい て は 基本 的 な 操作 は 『 ワ ー プ ロ 』 と 同じ で す が 、 一 
つっ 一 つの 機能 が 簡単 に な っ て いま す 。 
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起動 と 終了 は 大 切な 操作 で す の で 、 実 際 の 文書 作成 に 入る 前 に 
し っ か り 覚 えて お きま し ょ う 。 


1. 起動 


①『 バ イン ダ 』 を 起動 きせ ます 。 
(起動 に つい て は 「] 章 準備 編 3 起動 と 終了 」 を 参照 





し て くだ さい めい) 
②「 道 具 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
E 首 H X HALNOTE 上 で 起動 する 各 ソ フト が 表示 きれ ます 。 


D ③「TED」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
『 ミ イン ダ 」 の 画面 が 消 を えて 、『 エ ディ タ 』 が 起動 し 、 左 下図 
È の よう な 編集 画面 が 表示 され ます 。 





テキ スト | ウイ | [un viz na 


i À| 























114 

















2, 終了 


『 エ ディ タ 』」 を 終了 し 、『 バ イン ダ 』」 に 戻り ます 。 
保存 また は 更新 を せ ず に 終了 する と 、 文 章 は 消 を えて し まい ます 。 
『 エ ディ タ 」』」 で は 印字 や 文字 の 飾り 付け が で きま せん の で 、 必 


ず 保 存 (更新 ) を 行っ て か ら 、 終 了 を 実行 し ます 。 


①「 タ イト ル メ ニュ ー」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
タイ トル メニ ュー 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 


Oi (更新 ) が 必要 な 場合 は その 処理 を 行い ます 。 
必要 な い 場 合 は 次 に 進み ます 。 


③「 終 了 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
「 終 了 し ます か ? 」 と 表示 され ます 。 


④「 は い 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
『 ェ ディ タ 』 の 編集 画面 が 消 た 、『 バ イン ダ 』」 の 画面 が 表示 さ 


れ ま す 。 
終了 せ ず に この まま 文章 作成 を 続け る と き や 保 存 を 忘れ た と 
き は 「 い いえ 」 を 左 クリ ッ ク 。 再 び 編 集 画面 に 戻り ます 。 
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1. 全角 と 半角 


文字 の 入力 に は 「 全 角 」 と 「 半 角 」 が あり ます 。 
か な キー や CAPS キー と の 併用 で 英 数 字 や ひら が な ・ カ タカ ナ 
の 切り 替え も 可能 で す 。 
や あぁ あ ! 元気 か な 。 また 、CTRL+O で 半角 の 入力 も 可能 で す 。 
「 半 角 」 に する と 入力 で きる 文字 は 半角 の 英 数 字 の み に な り 、 


か な キー が 押さ れ て いて も 英 数 字 の み の 入力 に な り ま す 。 


これ ら の 切り 替え を 「 全 角 」「 半 角 」 で 指定 し ます 。 
一 度 入力 する と 新た に 指定 する か 『 エ ディ タ 」』 を 終了 する まで 
9 Zh 
ー 有効 で す 。 
現在 指定 され て いる 大 き さ に は チェ ッ ク マ ー ク が 表示 され ます = 


「 半 角 」 は プロ グラ ム の 書き 込み な ど に 使用 する と 良い で し ま 
Jo 





Pd 
10 'EDITER CHECK 





①「 編 集 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
編集 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 


編集 サイ 
指定 す る 大 き さ を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
T 指定 され た 大 きき で 文字 入力 が で きま す 。 
消去 ml Hx 次 に 編集 の メニ ュー を 表示 させ る と 、 指 定 さ れ て いる 大 きき 
e EX. の 前 に チェ ッ ク マ ー ク (1) が 付き ます 。 
衝角 
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(#*2+ ] (7) EE サイ 


LO 








12X8 


(«2v (c) (us TR 
ニーーーー ーーー ーーーーーー 


Ea T 








12X12 


PETITS 


16X16 





集 サイ ズ R 





2. サイ ズ 


表示 する 文字 の 大 き さ を 指定 し ます 。 

『 ワ ー プ ロ 』 で は 、 文 字 の 修飾 と し て 印字 する 大 き さ の 指定 で 
し た が 、『 エ ディ タ 」』 で は 画面 上 で 表示 する 大 き さ を 表し ます 。 
部 分 的 な サイ ズ の 変更 は で きず 、 表 示す る 全て の 文字 の 大 き さ 
の 指定 と な り ま す 。 

指定 で きる 文字 の サイ ズ は 「12X 8 」「12X12」「16X16」 の 3 
種類 で す 。 

指定 され た サイ ズ は 、『 ワ ー プ ロ 』 の サイ ズ と 同じ 大 き さ で 表示 
され ます 。 

一 度 入 力 す る と 新た に 指定 する か 『 エ ディ タ 』 を 終了 する まで 
有効 で す 。 

現在 指定 され て いる サイ ズ に は チェ ッ ク マ ー ク (4) が 表示 さ 
れ ま す 。 





A 


①「 サ イズ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
サイ ズ 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 


② 指 定 す る サイ ズ を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
入力 され て いた 文字 が 指定 され た サイ ズ で 表示 され ます 。 
次 に サイ ズ の メニ ュー を 表示 させ る と 、 指 定 さ れ て いる サイ 
ズ の 前 に チェ ッ ク マ ー ク (1) が 付い て いま す 。 
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3. 前 方 (後方 ) 検索 


『 ワ ー プ ロ 」』 の 検索 と 同じ 働き を し ます 。 
た だ し 、『 ワ ー プ ロ 』 で は 前 方 へ の 検索 、 後 方 の 検索 が 一 つの 機 
能 と な っ て いま し た が 、『 エ ディ タ 」』 で は 前 方 の み 、 後 方 の み と 
機能 を 分 割 し て いま す 。 
カー ソル の 一 つつ 後ろ から 文 書 の 最後 まで を 検索 する 場合 に は 、 
「 前 方 検索 」 を 行い ます 。 





(D 検索 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
検索 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 


② カ ー ソ ル の 位置 より 後ろ の 文字 を 検索 し た い 場 合 に は 「 前 方 
検索 .、 カ ー ソ ル の 位置 より 前 の 文字 を 検索 し た い 場合 は ' 後 
方 検索 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
指定 ウィ ンド ウ が 表示 され 、「 検 索 文字 」 の 欄 に カー ソル が 点 
減 し て いま す 。 


キー ポー ド か ら 検 索 する 文字 を 入力 し ます 。 
文字 の 入力 に つい て は 「3 章 文字 入力 編 」 を 参照 し て くだ 
さい 。 
また 、 入 力 を 間違っ た と き は BS キー で 消す こと も で きま す 。 


④ 検 索 文字 が 正しく 入力 され た ら 、 リ ター ン キ ー を 押し 、 文 字 
を 確定 し ます 。 
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DL  -.. 





⑤「 前 方 」( 後 方 検索 の 場合 は 「 後 廊 」) を 指定 し 、 左 クリ ッ ク 
し ます 。 
検索 を 開始 し ます 。 
リタ ー ン キー を 押し て も 検索 を 開始 し ます 。 





[t2 














agar 





⑥ 検 索 文字 が 見 つか る と 、 カ ー ソ ル が 検索 され た 文字 の 先頭 に 


な 、 そ を し て 7 人 ルツ ソ キ ャ ルド な 、 了 』 移動 し 、 点 減 し ます 。 
また 、 検 索 文字 が 検索 範囲 内 に な いと き は 「 見 つか り ま せん 
と いう 回 ソサ ー ト な 開催 す 8 予 定 。 で し た 」 と 表示 され 、 検 索 が 中 止 さ れ ま す 。 


どう で ぞ 昌 間 の あぁ る 人 は た っ た 10 
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4. 置換 (確認 あり ・ 確 認 な し ) 


『 ワ ー プ ロ 』 の 置換 と 同じ 働き を し ます 。 

た だ し 、『 ワ ー プ ロ 』 で は 、 検 索 文字 が 見 つか る ご と に 確認 し な 
が ら 置 換 し て いく 方 法 (逐一 置換 ) と 、 見 つか っ た 検索 文字 を 
すべ て 自動 的 に 置換 し て し まう 方 法 ( 全 置換 ) が 同 し 「 置 換 」 
の 機能 の 中 に 含ま れ て いま し た が 、『 エ ディ タ 』 で は これ ら の 2 
つの 機能 を 分 割 し て いま す 。 

逐一 置換 を 行う 場合 は 、「 置 換 (確認 あり )」 を 指定 し ます 。 金 
置換 を 行う 場合 は 「 置 換 (確認 な し )」 を 指定 し ます 。 
置換 を 行う 範囲 は 、 カ ー ソ ル の 次 の 文字 か ら 文 書 の 最後 まで で 


す 。 
①「 検 索 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
12 a 検索 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 





前 方术 过 ゆ 逐 一 置換 を 指定 する 場合 は 「 置 換 (確認 あり )」 を 、 全 置換 を 













RIR 指定 する 場合 は 「 置 換 (WRAL) REL, E20 v 2L 
ドウ が 表示 され 、「 旧 文字 列 」 の 欄 に カ 点 

"T 旧 定 ウィ ンド ウ が 表示 、「 旧 文字 列 」 の 欄 に カー ソル が 点 
EROR TU) 減 し て いま す 。 








"s NE ③ キ ー ポ ボー ド か ら 検 索 する 文字 を 入力 し ます 。 
新 文字 天 | 文字 の 入力 に つい て は 「3 章 文字 入力 編 」 を 参照 し て く 坊 


GOD) sv 


また 、 入 力 を 間違っ た と き は BS キー で 消す こと も で きま きす 















































BAZA [7773 
#XFA |E @ 検 索 文字 が 正しく 入力 され た ら 、 リ ター ン キ ー を 押し 、 文 室 | 
(n) m) — を 確定 し ます 。 
「 新 文字 列 」 の 欄 に カー ツル が 点 減 し て いま す 。 
旧 文 字 列 17072 
no EETEEERT キー ポー ド か ら 置 換 す る 文字 を 入力 し ます 。 
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⑥ 置 換 文字 が 正しく 入力 され た ら 、 リ ター ン キ ー を 押し 、 文 字 


を 確定 し ます 。 


⑦「 置 換 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
検索 を 開始 し ます 。 リタ ー ン キー を 押し て も 検索 を 開始 し ま 


す 。 


※ こ れ 以 降 は それ ぞ れ の 機能 に よっ て 異な り ま す 。 
指定 し た 方 法 の 説明 を お 読み くだ さい 。 


人 @ 置 換 (確認 あり ) の 場合 

⑧⑱ 検 索 文字 が 見 つか る と 、 カー ソル が 検索 文字 に 移動 し 、 検 索 
され た 文字 が 反転 され ます 。 
確認 ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


⑨ 置 換 を 行 う 場合 は 、「 は い 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
置換 を 行い 、 次 の 検索 文字 を 捜し 出し ます 。 
検索 文字 び が なくなる まで ⑧⑨ を 行い ます 。 
置換 を 行わ な い 場 合 は 「 い いえ 」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
置換 を 行わ ず 、 次 の 検索 文字 を 捜し 出し ます 。 
カー ソル 位置 以降 の 置換 を 行わ な い 場 合 は 、「 中 止 」 を 指定 
し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
置換 を 中 止 し ます 。 


⑩ 検 索 文字 が な く な る と 、「 見 つか り ま せん で し た 」 と 表示 さ 
れ 、 置 換 を 終了 し ます 。 


OER (確認 な し ) の 場合 

⑧ 自 動 的 に すべ て の 検索 文字 を 置換 し ます 。 
検索 文字 が な く な る と 置換 を 終了 し ます 。 
検索 文字 が な い 場 合 は 、「 見 つか り ま せん で し た 」 と 表示 さ 
れ 、 置 換 を 中 止 し ます 。 
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5. 印刷 
文書 を 印刷 し ます 。 





印刷 を 行う 前 に 、 プ リン タ 設 定 が 行わ れ で て いる こと を 確認 し で 
くだ さい 。 

プリ ンタ 設定 が 行わ れ て いな いと 、「 フ ァイル が な い 」 と メッ セ 
ー ジ が 表示 され 印刷 で きま せん 。 


QD 「 タ イト ル メ ニ ユ ー」 を 指定 し 、 左 クリ ッ ク し ます 。 
タイ トル メニ ュー 内 の コマ ンド が 表示 され ます 。 


プリ ンタ の 接続 な どの 確認 を し て か ら 、「 印 刷 」 を 指定 し 、 看 
クリ ッ ク し ます 。 
「 用 紙 を セッ ト し て くだ さい 」 と 表示 され ます 。 














pen ⑧ 用 紙 を 確認 し て か ら 、 リ ター ン キ ー を 押し ます 。 


TITTEN 印刷 が 実行 され ます 。 








印刷 が 終了 する と 、 タ イト ル メ ニュ ー の 反転 が 元 に 戻り ま 荘 


了 22 








em 付録 編 


CEI., 


1 X—mR—ENIBE [ 


シス テム 設定 に よっ て キー ボー ド の 状態 が 変わ り ま す 。 
下記 は 、 五 十 音 配列 時 の キー ボー ド 状 態 と 、JIS 標準 時 の キー ボー ド 状 態 を 表示 し ます 。 


五 十 音 配 列 


sdaNNMEGN 


lm kkk:EkEk[T- 


JIS 配列 
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| RGB 色 割合 表 


イン デック ス 色 変更 や 画面 調整 等 の コマ ンド 使用 する 際 の 参考 に 使用 し て くだ さい 。 


(1) RG 日 基本 15 色 割合 表 (2) 起動 時 の 設定 
赤 (R) 赤 (R) | ÆG) | 青 (B) 
1 


= 
a 





























o 
w | © | œ | œ 








暗い 赤 
WF s 
赤 
明る い 赤 
暗い 黄 
明る い 黄 
暗い 緑 
マゼンタ | 
灰 
白 








文字 き 


部 品 部 














| 

















ERER 











| 




















ol の Nu MN Nu Nolo wlonl wlmnl AJN 
co|o|c5|o|-4|4| I-A | o| | 5| I| r2|00| 





※ 上 記 は HALNOTE 上 で の 数 値 で 、BASIC な ど で 
指定 する も の は 、 上 記 の 数 値 か ら 1 引 いた も の で す 。 
ン 上 記 は MSX2 上 で の 色 名 を 使用 きせ て いた だ きま し た 。 
モニ タ に よっ て は 多少 色合い が 異な る こと が あり ます 。 
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8 CTRL・GRAPH キ ー 対 遍 表 | 


€ CTRL キー 対応 表 
文字 入力 関係 の コマ ンド (機能 ) は CTRL キー を 押し な が ら 下 記 の 各 キ ー を 押し ます 。 


入力 し た 文字 の 確定 | ひら が な つつ カタ カナ 
カタ カナ ー ひ ら が な 
半角 変換 
英字 変換 
記号 入力 








文節 の 区 切り を 1 文字 分 左 へ 














区 切り を 1 文字 分 右 へ 



















ー ソ ル を 下 に 移動 
カー ソル を 上 に 移動 





€ GRAPH キー 対応 表 
GRAPH キー を 押し な が ら 、 下 記 の 各 キ ー を 押す と 、 各 コマ ンド を 実行 し ます 。 


複製 (>A) 
1999 (B) 
ファ イル 名 変更 
移動 

総 選択 

イン デック ス 色 変更 
アイ コン 変更 






































・ 確 認 ウ ィ ン ド ウ 中 ・HALNOTE 共通 (マウ ス の 代用 ) 


Y は い 
N いい え ! 1 ー つ | マウ スカ ー ソ ル の 移動 


SELECT | 選択 ( 左 ボ タン ) 
STOP | 解除 ( 右 ボ タン ) 














126 





5 し p. % お 
A I U E O 
力 à x け 3 
KA KI KU KE KO 
CA CO 
る し Yd x そ 
SA SI SU SE SO 
GI CE 
ría b 23 て t 
TA pat TU TE TO 
CHI TSU 
な に En ね の 
NA NI NU NE NO 
は ひ p ^ ほ 
HA HI HU HE HO 
ま A む め も 
MA MI MU ME MO 
至 い 0 vA E 
YA YI YU YE YO 
や し D») え 上 
LYA LYI LYU LYE LYO 
6 b 5 n ^5 
RA RI RU RE RO 
b うぃ 2 う % ぇ を 
WA WI WU WE WO 
が ぎ v げ pr 
GA GI GU GE GO 
ざ じ ず x e 
ZA ZI Zu ZE Z 
TE 5 s T E 
DA DI DU DE D 
; ; 。 起 
ば び A^ dis ば 
BA BI BU BE BO 
ば び A ^ ば 
PA P PU PE PO 
ん っ (単独 に 入力 する 時 ) 
NN また は N' LTU 





[A] i£ [NJ 1 文字 で も 入力 で きま す が 、 後 に 続く 文 
字 が 母音 (A、I、U、E、O) や 「Y」 の 場合 は 、1 文字 
で 入力 で きま せん 。 

plug Pu. T DT 6e T Sl 
また 「x」 は 「-」 に 変換 きれ ます 。 
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の A 
"c nw 
DI 3 


QQA 
KEKI 
pp 


un zZ 
MG dn 
Dy 3 


UC 
ej 


a N= Q 
LG xut MG KU MKS 
5 


で w 
< 
DI と る PY アジ 3$ 


^A 
z^ 
DET 


V 
% 


TSA 
さあ 
FA 
b 
VA 
ぐ あ 

GWA 


TO Zn OAI の ご xs 
ÁT KMT KEKS AT < 


CT 
nS 


KK [ 


VG WG J% NG Mw 
マン Xs 
SD. 


KT 


だ 


ふい 


FI 


うい 


VI 


Co 
GWI 


ビジ の ご 
xS 
Peso 


«6 ご こく ご 8 KS 
c ca = 


"UG WS Uoc NG On 
<S 
t 


で る 
£j 


5 
J ^ 
= 


TSU 
A^ 
FU 
> 
VU 


e 
GWU 





OCH 





Cus me zn の で wa 
ンー Kw KKHE Ma Ma mm HR PGN 
tj tj [coco] trj tri tz tj tj ti 车 w t 


v* 


"UG UG Uv NG QW 
er 
uj 


m^ 
Z 
円 


7 
TSE 


A 
FE 
5 
VE 

C 


GWE 








cuo TG Z の の コメ voc Ww 
A Ko UR A で と HERR 
OO Oo" © -606 o “© 


Qa 
rd e 
o 


Ha UG Oo NS 
Mo rr Mh HOY 
o o o oo 


m^ 
zu 
o 


$) 
を 


TSO 
Ad 
FO 
うお 
VO 

Ca 

GWO 


後ろ に 子音 を 2 つ 続 ける と 、「 っ 」 を 入力 で きま す 。 
[ 例 ] こっ た 一 KOTTA 





5 JIS 漢 字 コ ー ド 表 | 


記号 入力 時 に 参考 に し て くだ さい 。 
機能 入力 の 登録 を 使用 する と 各 ま と まり ご と (記号 ・ ひ ら が な な ど ) の 先頭 1 0 文字 が 表示 さ 
れ ま す 。 た だ し 、 漢 字 に つい て は 各行 (ちあ 、 か 、 な ど ) の 先頭 が 表示 され ます 。 
@ 表 の 見 方 
・ コ ー ド は 全て 16 進 数 で 表記 し て いま す 。 
・ 左 側 の JI S 欄 は 上 3 桁 を 意味 し 、 横 の 0-ーF は FN 桁 を 意味 し ます 。 
また 、SHIFT JIS 欄 は 、SHIFT JIS 欄 の 数 と 横 の 0-ーF を た し た 数 で 表 














現し ます 。 
EX. 駅 JIS の 場合 縦 3150 横 8 一 8158(16 進 ) 
SHIFT JIS の 場合 WE 896F + È 8 一 8977 (16 進 ) 
第 — Zk E 
5,129" | 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A BC D EF 
2120 | 813F S 9. 4 s e E op YT W^ 
記 | 2130 | 814F "=Z a ®t ya yau g p- = p 
2140 | 815F SN ove qp o の os dE ( ) ( 〕 ] 
2150 | 816F { が € 9 K 2 [ J Vg [1 トー Fg 
*; |2160 | 8180 + = . る D oS P る E Q ^ ^" ** v X 
2170 | 8190 $ € £ 9 HW & * @ 8 x * e o o 
2220 | 819E * LU B8 ^ A マ YW X T 5 — 1 | = 
数 | 2330 | 824F 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 
字 | 2340 | 825F A B C D E F G H I K L M N 0 
2350 | 826F P àù R S T U V W X Y Z 
3X | 2360 | 8280 a b c d f g h i jd k ] m n o 
字 | 2370 | 8290 p q r s t u v w X y 2 
ひ |2420| 8298 & à n h^ 5 5 a え & お か が き € «| 
ら | 2430 | 82AE € け げ こ ご さき ざ し じ す ず せ ぜ そ ぞ た 
が | 2440 | 82BE Z È 8 oo d で € X だ oW E X5 d の d 
な | 2450 | 82CE ば ば O US ぴ ふ RB AB へ «uo «4 は ば XE X み 
2460 | 82DE む め b ゃ や o ゆ ょ 上 ら り る n ^5 ゎ わ 
|2470 82EE ゐ る を ん 
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E 
T 1 ÙÙ x エ x オ カ ガキ ギ 
y ゴ サ ザ v ジ A OX セ ゼ ソ ゾ 
Fy %2 Y F F7 k Y YF E RA A 
t ビ ピ 7 7 プ へ で RR 
モ p Y a o g 8 F Y v v n wy 9 
3 v が d y 
B T A E Z H B I K A M N 8&8 O 
n T T > X ¥ 8 
B rg g と *» の t k A 9 v 6$ o 
の T $ x 9? o 
B B r AH E E X n Hh K A M H 
P y e- X HH bI 3 
6 B D hi e ë ox 3 H ï K I M H 
p c T y 由 X n u II IH b bI b 3 























5 

F m 
3030| 88AE | JE dE E Me H 圧 M 扱 Od OX d 絢 綾 鮎 X 
3040| 88BE | X 裕 E k E M 案 M ES 
3040 | 8858 以 伊 mms m 
3050| 88CB | 夷 X E B 催 X E 易 椅 A B X 移 維 m oH 
3060| 88DE | S X HW 達 m 医 Xo OS mg B 一 EAR 
3070 | 88EE | dE X Mb OE OU. 員 因 E 引 飲 Gm ON 
3120 | 883F 院 陰 m WoW 
3120 | 893F 5 宇 ROB 注 雨 5 & Wn 
3130 | 894F | E E JB M 唄 EB o w E ER 浦 瓜 Mw x X 
340| 895P | 2 
3140 | 895F & WH D XE " E M X X X Xk à X E W 
3150 | 896F | S X dé B 鋭 液 x oc 駅 悦 m om Mm o4 m 円 
3160 | 8980 | BH XX dX X 延 /8 & X 沿 演 Aon m REB 
3170 | 8990 | m 苑 E amat 








129 








付 $k 編 





























に a Ep mox Rm mo: m i ue WE do :BÉ uk 路 uj ou dr 3 中 
m jeu ES dé So SP oí m dé GE dd on SE gé LE 如 bp HK dm GE Gm qm wb dm 
a dux 時 RS BE GR gm GE REN cmo RP Odo x4 X 1 o 4g xk ga dé XE nD dr odgW 
Oo |B E た m é Rm Rom AM OMM du GB dw GU m! iB 32 iX RREME 
m quK Æ gm ER Ow S GM mm Xd ok ES du T da dz Gu m «| HPoxmé IM dB dS WE dE 
< EH HH oH GR RE E EX 38 XX cm Ge ow KEER ERKEKTE 
> |R E n Wh od u6 Eo ds GB aun 08 E o0 4« dr o v ze dE du ois x du X 
co |Hh EK Ej We GR OEdED HN] SE H4 Ri do SD OM 0 38 sp RE E e xod c dw 央 
~ K 4] om 26 dr IN iK Gm gb de db uc de [Bg EX Wc m HE UB xe Xe XE C GE uH 
e Hog m( RDOG EDEN OR cc ME in dé DE mE R dE 3t GR OH RR dn 
の EX N REFER KERERE KA Wc c GP OGE A KN 
~ [3 ir $6 85 35 GROS dé dm] 3€ qd ORE "€ 到 XO mS OS dWwOK 
eo E NE BOX Eon mE SD ij RE RE dod pr 8B dm GM WD R WR d moni ow 
ex Eom 38 E RU GE ER n NE 1E XS G& I gm dm € GE SEO ED SO B6 GR m 
一 Rom IB 医員 mSOEC ide gn n& dE GE d GE GOGH Wr oxX REOS ROG uH 
e Tl BOX RB 率 dm m ou IR 計 GR GE ti x EKL 
EEEEE た た た た た まま 上 た た た た た た 
如 & Af 























130 





付 録 編 





























eo |g mom omo ko m (mox Romo m mo ioc m BENER W 
m o4* wax K E Š mo: RD onn G9 x 幸 $íojd G4 qm HK Ld dm mE GR cQ PN 
o |m x E & ERES OG X e X m | dE SED Hi SO HORDE OE 
o lerne nag — ji x m oH Xbo € (us EOD e de E mE dm E 
n aamu [m mox o (m om Nom ow m omo (ja modb RD o9 ROG dd 6 EO 
< R E i S 3 HK EKEKA n i ES omo od S o M RD 晒 
o |H XE 4 BREK UEGE OO X € ox ono [Ho «4 RH OB HOW OX S 下 
o a di Wo [x AUGE EO E X BU OO (8 oup d OHMOm d MEN OS UE 
- |x eg SW PEE ON d MO modo E Ee Ue GROW UR HE M 0 RO 
o |x Ww aso mos o (A GEO OE Bue xo (o MO So] OON OUR GEH 
o RREK RRUA o4 o" om E ox € Ro pu m OK m B O4 & MOM OE 
< |m X Bo E| SER) B OM OX OR WX € (E mox X mom o5 com mox 
家人 
c [X d M E 4| OXON |o E KE E OE GE c CE ME GE RO GE GR SO 
一 Hk i5 We Go K WB m p oux uw sd mm Ei i- NP dn 思 S8 c de BI Hog 
っ | mum E M| KARE RM) BEAN ALAKE # 
1 - | | 

| 
| 
CRESSSESRLEURERESSSESESESTESSEST 
eooo ee | 
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8E80 
8E90 
8E9E 
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8EDE 
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8F4F 
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8F6F 


8F80 
8F90 
8F9E 
8FAE 
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8FDE 


8FEE 
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3B60 
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3C20 
3C30 
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3E20 
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4550 | 936F | E 3E Hb 途 OG GE GO X X 土 奴 怒 B 党 を 
4560 | 9380 | X 7) E X E X 島 m 投 搭 東 桃 mw 棟 
4570 | 9390 | X 海 湯 d 灯 燈 当 S M 等 答 wm m uw 到 
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4630 | 93AE | 動 同 X 導 m o 洞 M X 胴 Wo 48 o4 E 
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HALNOTE を 起動 中 に 下記 の よ う な メッ セー ジ が 表示 され る こと が あり ます 。 
これ は ディ スク が 何 か の 原因 で 壊れ て いる 場合 に 表示 され ます 。 

メッ セー ジ を 消し て 、 処 理 を 中 断 し た い 場 合 は 、 メ ッ セ ー ジ が 消え る まで 、 繰 
り 返 し 右 ク リッ ク し ます 。 


ディ スク 関連 


















MSX-DOS 上 の メッ セー ジ 
書 込 禁 Write protected ディ スク が 書 込 禁止 に な か つて いる 
ディ スク を 入れ て | Disk offline ディ スク が ドラ イブ 装置 に 入っ て いな い 
調子 が 悪い (CRC) | CRC error | 
弱っ て いる (SEEK) | Seek error 
だ めか も し れ な い Write fault 
も う 一 度 試し て | Other error 
フォ ー マ ッ ト 済 ? Record not found | ディ スク が フォ ー マ ッ ト さ れ て いな いと き 
違う ディ スク ? Unsupported MSXーDOS の バー ジョ ン が 違う と き 
ディ レク トリ 不足 |Directory full ディ レク トリ の 容量 が 足ら な か っ た と き 
ディ スク 容量 不足 | Disk full ディ スク の 容量 が 足ら っ な か っ た と き 
ファ イル が な い | File not found ファ イル が な か つた と き 
同じ ファ イル が ある | Rename error 同じ ファ イル 名 が あっ つた と き 
リネ ー ム エラ ー Rename error ファ イル 名 の 変更 が で き な か つた と き 
デリ ー pup ファ イル の 削除 が で き な か っ た と き 























ディ スク 及び ドラ イブ 装置 が 不都合 な と き 


























































Delete error 








ディ スク 交換 
ディ スク を 交換 し て 、 ク リ ッ ク し て くだ さい 。 


プリ ンタ 関連 
内 容 も し く は 処理 


プリ ンタ が 接続 され て いま せん | プリ ンタ の 接続 を 確認 し て も う 一 度 印刷 し て くだ さい 
紙 を セッ ト し て RET キ ー を 押し < ください! | 用 紙 の セッ ト を 確認 し て 左 ク リッ ク し て くだ さい めい 
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ファ イル ー つ 一 つの 特性 や 性 質 を シン ボル (記号 ) で 表し た 
図形 を いい 、 フ ァイル 名 の 前 に 表示 され て いま す 。 
HALNOTE で は 、 一 つの ファ イル に 一 つの アイ コン が 設定 
され て お り 、 フ ァイル の 特性 や 性 質 を 一 目 で 確認 する こと が 
で きま す 。 
例え ば 、 は あら か じ め プ リン タ 設 定 で 使用 する プリ ンタ 
の 制御 プロ グラ ム (プリ ンタ ドラ イ バ ) を 意味 し ます 。 





る @ ア プリ ケー ショ ン 
っ 『 ワ ー プ ロ 』 や 『 図 形 プ ロ セ ッ サ 』」 の よう に 、 具 体 的 な 目的 
is EB AUN を も つ ソ フト ウェ ア の こと を いい ます 。 
好 g HALNOTE で は 、『 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ 』『 図 形 プ ロ セ ッ 
,笔记 用 具 用 サ 』『 テ キス ト エ ディ タ 』『 図 形 通信 プロ セッ サ 』 を 指し 、「 道 
MTED 具 」 か ら 呼 び 出し ます 。 









@ Msx- Dos 
MSX コン ピュ ー タ (MSX2 コン ピュ ー タ を 含む ) の た め の デ 
MSX-DOS version 1.03 ィ ス クオ ペレ ーション シス テム を いい ます 。 
Copyright 1984 by Microsoft ディ スク オペ レー ショ ン シ ス テム (Disk Operition System) 
は 頭 文 字 を 取っ て 、 DOS と 呼ば れ 、 フ ロッ ピー ディ スク を 活 
COMMAND version 1.11 用 し た 操作 を 簡単 に し た シス テム を いい ます 。 
HALNOTE は この MSXーDOS 上 に あり 、 作 成 さ れ た 文書 
oa な ど は すべ て 、MSX 一 DOS 上 の ファ イル と し て 保管 され ま 
す 。 





X MSX—DOS は 米国 Microsoft 社 の 登録 商標 で す 。 


e^ 
特殊 な 記号 や ロゴ マー ク な ど 、 漢 字 ROM に な い 記 号 や 漢字 
な ど を 1 つの 文字 と し て 作成 し た も の を いい ます 。 
コン ピュ ー タ 内 部 に 漢字 ROM が ある 場合 は 、 多 少 の 記号 な 
ど が 登録 され て いま す が 、 そ の 中 に も な い 記 号 や 文字 を 
HALNOTE 上 で 作成 する こと が で きま す 。 


756 


am 


E 1 |. ] 


ea2ac-7nz^2b 
通常 、 市 販 の ソス トウ ェ ア て で 不正 な コピ ー が で き な い よう に 、 
メー カー が 出荷 する 際 に 、 フ ロッ ピー ディ スク に 細工 する こ 
と を いい ます 。 
これ は 、 普 通 の コピ ー プ ログ ラム (MSX-DOS で は COPY 
や DISKCOPY な ど ) で は 、 コ ピー が 取れ な いよ うに フロ ッ 
ピー ディ スク に 何ら か の 細工 を し ます 。 
HALNOTE で は 、 ユ ー ザ ー の 誤動作 に よる 、 シ ステ ム デ ィ ス 
ク 破 損 に 備 た と て 、 コ ピー プロ テク ト は 施し て いま せん 。 
また 、 シ ステ ム デ ィ ス ク が 破損 し 、 予 備 の シス テム ディ スク 
を ご 希望 の 方 は 、 ユー ザー 登録 され た 方 を 対象 に 、 シ ステ ム 
ディ スク を 1 枚 1500 円 (送料 含む ) で 供給 する サー ビス を 行 
っ て いま す 。 
詳し く は 、 敵 社 ユーザー サポ ー ト セン ター まで ご 連絡 くだ き 
い 。 


る シス テム ディ スク 
一 般 に 言わ れ も て いる シス テム ディ スク と は 、 基 本 ソフ ト ( 例 
えば 、MSXーDOS な ど ) が 入っ て いる ディ スク の こと で す 。 
HALNOTE で は 、MSXーDOS の シス テム の 他 に 、HAL- 
NOTE を 動か す た め の プロ グラ ム (HALOS や BINDER な 
ど ) を 含ん だ ディ スク の こと で 、 そ の ディ スク を ディ スク 装 
置 に 入れ 、 コ ンピュータ の 電源 を 入れ る と 、HALNOTE バイ 
ンダ が 起動 し ます 。 


る デス クア クセ サリ 





HALNOTE 上 で 作動 する アプ リケーション (『 日 本 語 ワ ー ド 
| ッ ン プロ セッ サ 』 や 「『 図 形 プ ロ セ モッ サ 』 な ど ) で 共通 利用 で きる 、 
| 9 簡易 プロ グラ ム の こと で す 。 

現在 実行 し て いる プロ グラ ム を 中 断 し 、 時 計 や メモ 帳 な どの 

簡単 な 処理 を 行い ます 。 
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バッ クア ッ プ 
予備 の シス テム ディ スク を 作る こと を いい 、 バ ッ ク ア ッ プ で 
| 日 作成 され た シス テム ディ スク を バッ クア ッ プ ディ スク と 呼ぶ 
こと が あり ます 。 
pae ad HALNOTE で は 、 MSX 一 DOS 上 に いっ た ん 戻り 、「BACK- 
UP」 と いう ファ イル を 実行 し ます 。 
半 ま っ て いる 状態 単に MSXーDOS 上 の COPY コマ ンド を 使っ て ファ イル の 
コピ ー を する こと は 、MSX-DOS が 漢字 ファ イル 名 に 対応 
し て いな いた めで きま せん 。 
HALNOTE で は 「KANJIF」 と いう ファ イル が 、MSX-ーDOS 
で 漢字 ファ イル 名 の 扱い が で きる よう 処理 を 実行 し ます 。 





全 半角 文字 ， 全角 文字 
MSX 一 DOS 上 で 通常 使用 する 文字 が 半角 文字 で す 。 


ハ ヨゴ e 

オ ウ Bx この 文字 の 横幅 が 2 倍 あ る 文字 を 全角 文字 と いい ます 。 
HALNOTE 上 で は 、 大 きき さ だ け の 判断 で 分 か り ま す が 、 

41435 半角 文字 MSX-DOS 上 で は 、 漢 字 コ ー ド の 処理 を 行っ て いな いた め 


「 ぬ は ②O」 な ど 意 味 不 明 の ファ イル 名 が 表示 され ます 。 
これ は 、 半 角 文 字 2 つ 分 を 1 つの 文字 の 記号 と し て 、 全 角 文 
字 が 判断 され て いる た めで 、 MSX 一 DOS 上 の COPY コマ ン 
ド の み を 使用 し て も ファ イル の コピ ー が で き な い の は この た 
めで す 。 


信 左 クリ ッ ク ・ 右 クリ ッ ク 
マウ ス の ボタ ン を 一 回 押す こと を 「 ク リッ ク 」 と いい ます 。 
マウ ス に は 2 つの ボタ ン が あり 、 左 側 を クリ ッ ク す る こと を 
「 左 クリ ッ ク 」 と いい 、 右 側 を クリ ッ ク す る こと を 「 大 クリ 
ッ ク 」 と いい ます 。 
HALNOTE 上 で は 、 左 クリ ッ ク は 機能 の 選択 な ど に 使用 し 、 
右 ク リッ ク は 選択 し た 機能 の 中 止 な ど に 使用 し ます 。 
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キー ボー ド で 、GRAPH キー を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押 
す と 動く 矢印 状 の マー ク の こと で す 。 
これ は 、 マ ウス に よっ て 動か すこ と を 主眼 と し た マー ク で 、 
「 マ ウス カー ソル 」 と 呼ば れ て いま す 。 
マウ スカ ー ソ ル は 、「 シ ステ ム 設 定 」 で 「 マ ウス 」 の 指定 を 行 
っ た と きか ら 動 か すこ と が で き 、 機 能 の 選択 や カー ソル の 位 
置 指 定 な ど 活 用 し ます 。 
また 、CAT(HAL 製 ト ラッ クボ ー ル ) に よる 操作 も 可能 で す 
が 、 そ の 際 は 、「 シ ステ ム 設 定 」 で 「 な し CAT」 を 設定 す 
る 必要 が あり ます 。 


@ ユ ュー ザー 辞書 

HALNOTE カー トリ ッ ジ の 中 に は 、 辞 書 ROM と 呼ば れる 
も の が あり ます 。 

この 辞書 ROM に は 約 59200 個 も の 単語 が あら か じ め 登 録 
れ て お り 、 日 常 使用 する 単語 の 多く は この 辞書 ROM か ら 引 
き 出し ます 。 

し か し 、 固 有名 詞 (人 名 や 地名 は 多少 あり ます ) や 特殊 な 専 
門 用 語 な どの ほとん ど は 登録 され て お ら ず 、 固 有名 詞 や 専門 
用 語 を 表示 させ る に は 、 単 語 の 読み を 入れ て 1 文字 1 文字 変 
換 し な けれ ば な り ま せん 。 

HALNOTE で は 、 デ スク アク セ サ リ の 中 に 単語 登録 が あり 、 
固有 名 詞 や 専門 用 語 な ど を 登録 し て お き 、 通 常 の 変換 作業 で 
登録 し た 単語 が 取り 出せ ます 。 

この 単語 登録 で 登録 きれ る と ころ が ユー ザー 辞書 と 呼ば れ て 
いる と ころ で す 。 

ユー ザー 辞書 は カー トリ ッ ジ 内 の バッ クア ッ プ RAM の 中 
に あり 、 あ ら か じ め 登 録 き され て いる 単語 同様 に 、 変 換 作 業 で 、 
取り 出す こと が で きま す 。 


辞書 R OM 
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⑱@ ラ イト プロ テク ト ・ ラ イト プロ テク ト タ プ ブ 
3.5 イ ンチ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 裏側 に 右 下 隅 に ある 「 ボ ッ 
チ 」 の こと を ライ ト プ ロ テク ト タ ブ と いい ます 。 
この ボッ チ を スラ イド し て 上 か ら 見 る と 、 容 の あい た 状態 、 
し まっ た 状態 と スラ イド 式 に な っ て いま す 。 
この ボッ チ を スラ イド し て 、 容 の あい た 状態 に する と 、 デ ィ 
スク 装置 が この 容 を 感知 し て 、 フ ロッ ピー ディ スク に 書き 込 
み が で き な く な く な り ま す 。 
この 状態 を ライ ト プ ロ テク ト ( 書 込 保護 ) と いい ます 。 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 販売 され て いる と き は 、 ボ ッ チ の 究 が 
し まっ た 状態 に な っ て お り 、 書 き 込 むせ こと が で きま す 。 
また 、 フ ロッ ピー ディ スク か ら フ ァイル を 読み 込む こと は 、 
どちら の 状態 で も 可能 で す 。 
HALNOTE を 起動 する に 当たっ て は 、 必 ず シ ステ ム デ ィ ス 
ク の ライ ト プ ロ テク ト を 外し て お きま す 。 
これ は 、 バ イン ダ の 状態 な ど を 書き 込む よう に な っ て いる た 
めで す 。 
し か し 、 フ フォー マット や バッ クア ッ プ な ど を 行う 場合 は 、 誤 
っ て シス テム ディ スク を 壊し て し まわ な いよ うに 、 ラ イト プ 
ロ テ ク ト を か け て お きま す 。 





ライ ト プ ロ テクト タプ 
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シス テム の バッ クア ッ プ 以外 の 目的 で 、 本 ソフ トウ ェ ア の 一 
部 、 ま た は 全部 の 複製 ・ 流 用 する こと を 禁止 し ます 。 


本 マニ ュ ア ル の 一 部 、 ま た は 全部 の 複製 ・ 流 用 する こと を 禁 
止 し ます 。 


本 マニ ュ ア ル の 内 容 に つい て は 、 改 良 の た め 了 予告 な し に 変更 
する こと が あり ます 。 


ソフ トウ ェ ア 及 び マ ニュ アル の 内 容 に つい て は 、 制 作 に あ た 
り 万 全 を 期し て お り ま す が 、 万 一 お 気付 き の 点 や 不明 の 点 が 
あり まし た ら 、 お 手数 で す が ご 一 報 く だ さる よう お 願い いた 
し 事 \。 


運用 し た 結果 に つい て は 上 記 の 4 項 に か か わら ず 、 責 任 を 負 
いか ね ます の で 、 ご 注意 くだ さい 。 


本 マニ ュ ア ル に 掲載 し た 画面 表示 ・ 説 明 図 な ど は 、 実 際 の も 
の と は 一 部 異な る こと が あり ます の で 、 耳 承 く だ さい 。 
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